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解剖学第二講座

〈研究概要〉

Laser Microdissection（LMD）法は特定の細胞のみを正確に採取するのに便利な手段である．免疫組織

化学で分類されたニューロン群の性質を調べるため，各細胞の遺伝子発現プロファイリングをする場合，

免疫陽性の細胞を選択的に採取する必要がある．LMDを用いて免疫陽性の細胞を採取する試みは今まで

にいくつか報告されているが，この手法で最大の問題は，切片を抗体とインキュベーションする過程で

生じるRNA分解酵素の混入とそれに起因するRNAの品質低下である．これらの問題を避ける工夫がいく

つか提案されているが，決定的なものはない．今回私たちは，RNAの品質低下という問題を回避するた

めに，免疫染色した切片から免疫陽性を示した細胞を直接採取せず，隣接した切片にある同じ細胞を同

定し，その細胞からRNAを採取した．この方法により免疫染色中のRNA分解酵素による品質低下のない

細胞を選択的に採取することが可能になった．
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〈研究概要〉

1）内向き整流Kチャネルの細胞外陰性電荷の役割

膜二回貫通型Kチャネル結晶のX線解析により，selectivity filterの入口付近にKイオンが結合している

ことがわかっている．内向き整流Kチャネル（Kir2.1）の細胞外ループ（M1とH5，H5とM2の連結部）

の陰性電荷の生理的役割を検討するため，酸性アミノ酸を中性または塩基性アミノ酸に置換した．変異

体遺伝子（D112N，D114N，E125Q，D152N，E153Q，E153Kおよび D112N/D114N）を導入した培養細

胞（COS1細胞，HEK293細胞）では内向き整流K電流を記録できたが，D152N/E153QあるいはD152Kを

導入した細胞では内向き整流K電流を記録できなかった．D152N1個とD152N/E153Q変異体遺伝子3個を

直列に連結した遺伝子（D152N-(D152N/E153Q)3）を導入した細胞では内向き整流 K電流を記録できな

かったが，E153Q1個とD152N/E153Q変異体遺伝子3個を直列に連結した遺伝子（E153Q-(D152N/E153Q)3）

およびD152N2個とD152N/E153Q変異体遺伝子2個を直列に連結した遺伝子（(D152N)2-(D152N/E153Q)2）

を導入すると，野生型チャネルと同様のコンダクタンス，キネティクスをもつ単一チャネル電流を記録

できた．以上の結果から，D152の場合は1つ，E153の場合は2つ以上の陰性電荷が，チャネルが機能す

るために必要であることがわかった．

2）神経活動の持続的抑制によるK+チャンネル発現抑制

中枢神経細胞の内在性興奮性の主要な調節因子であるK+チャンネルの発現への，神経活動の影響を検

討するため，レンチウイルスベクターを用いて内向き整流性K+チャンネル（Kir2.1）を海馬スライス培

養のCA1錐体細胞に持続的に発現させ，活動を慢性的に抑制した．その結果，Kir2.1過剰発現細胞に，一

過性K+チャンネル（IA）の減少傾向，及び，遅延整流性K+チャンネル（IK）の有意な発現減少が認めら

れ，神経細胞内在性興奮性のホメオスタティックな制御機構が存在することが示唆された．

3）海馬における抑制性シナプス伝達の修飾

ラット海馬におけるGABAA受容体電流の特性を，スライス標品を使用し，パッチクランプ法とカルシ

ウムイメージング法を組み合わせて調べている．まず，抑制性電流の細胞内Ca2+動員による修飾につい

て研究し，GABAA電流はATPその他のアゴニスト刺激後の細胞内Ca2+濃度上昇によっては影響されず，

カフェイン投与のみにより抑制されることを見出した．またこのGABAA電流の抑制が細胞内Ca2+濃度上

昇に依存しないことを示した．現在，抑制系シナプス伝達についてさらに実験を進めている．中枢神経

の抑制性情報伝達については，これまで興奮性のそれに比して知見の蓄積が少なかったが，近年ようや

く研究の対象にされ，主要な抑制性シナプスであるGABAAシナプスも，興奮性のシナプス同様，刺激に

応じてその伝達効率が変化すると考えられるに至っている．そこで，電気的あるいは薬理学的刺激等を

行い，スライス中の細胞の細胞内カルシウム濃度変化をモニターしつつ，同時に抑制性シナプス電流に

変化がみられるか否かを検討している．スライスパッチクランプ法を用いて測定したGABAA自発電流は，

シナプス後細胞の脱分極によっては一貫した増強・抑制を示さなかったが，テタヌス刺激後に増強する

ことを観測し，この機序について，現在解析中である．

4）膵臓導管細胞に機能発現する内向き整流性Kチャネルの同定

膵臓は重炭酸イオンに富む膵液を分泌し，十二指腸に流入する胃酸を中和する．膵臓導管細胞のKチャ

ネルは重炭酸イオン輸送の駆動力の維持に必須であるが，その分子基盤と制御機構は解明されていない．

パッチクランプ法を用いてラット膵臓導管細胞の機能解析を試みたところ，内向き整流性 K電流が観察

され，その性質はKir2のファミリーと類似していた．RT-PCR法でKir2.1，Kir2.2およびKir2.4の発現を

認めた．膵臓導管細胞ではこれらの分子がホモまたはヘテロで機能的チャネルを構成し，重炭酸イオン
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輸送に貢献している可能性が示唆された．

5）ミクロゾーム型アルデヒド脱水素酵素の小胞体残留シグナル

C末端アンカー型膜タンパク質のミクロゾーム型アルデヒド脱水素酵素（ALDH）はC末端側の膜貫通

部位（TMD，17アミノ酸残基）と細胞質ドメインに小胞体残留シグナルを有する．Syntaxin 5はゴルジ

体に局在するC-末端アンカー型膜タンパク質であり，そのTMDのアミノ酸残基数はALDHと同じであ

る．今回，緑色蛍光タンパク質（GFP）とALDHおよび Syntaxin5のTMDのキメラを用いて，小胞体残

留に関与するALDHのTMD内のアミノ酸残基の解析を試みた．GFPSyntaxin 5(17)とGFPALDH(17)は，

それぞれCHO細胞のゴルジ体と小胞体に局在した．二つのTMDのアミノ酸配列を比較すると，ALDHに

は比較的疎水性の低いアミノ酸が 5残基含まれていた．これらのアミノ酸をすべて Leuに置換した

GFPALDH(17)5LをCHO細胞に発現させると，この変異体はゴルジ体に局在した．このことから，ALDH

のTMD内の比較的疎水性の低いアミノ酸残基が小胞体残留に関与することがわかった．
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〈研究概要〉

〈新しい骨髄移植方法を開発するまで〉

骨髄移植は，1968年，私のアメリカの先生の故Dr. Good（2006年，5月に食道癌で死亡）によって，重

症複合免疫不全症（T細胞もB細胞も欠除）の乳児に姉の骨髄を移植し，成功したのが世界で最初の例で

す．その後，シアトルのFred Hutchinson Cancer Research CenterのThomas（1990年に骨髄移植でノーベ

ル賞を受賞）教授らによって現在の移植方法が確立されました．

骨髄移植は，白血病や再生不良性貧血などの治療法として目覚ましい治療効果を挙げています．

現在，骨髄移植の対象となっている疾患は，主として①白血病や重症の再生不良性貧血等の血液疾患

②先天性免疫不全症③先天性代謝疾患④自己免疫疾患などです．

私共は，厚生労働省指定の難病（118疾患）の大半が，病因に自己免疫現象がなんらかの形で関与して

おり，同種骨髄移植で治療できることを，動物実験で明らかにしてきました．

骨髄移植とは，文字通り骨の髄，すなわち骨の中心部に存在する血液細胞をドナー（提供者）より採

取して，点滴でレシピエント（患者）の静脈内に入れる治療方法です．その際，移植する細胞が拒絶さ

れないようにレシピエントの免疫担当細胞や造血系の細胞を放射線で死滅させておきます．移植に必要

な細胞は「造血幹細胞」と呼ばれ，これは血液を産生する源となる細胞で，半永久的に自己再生能力（自

分で自分を作る能力）を有しています．

分裂した幹細胞の片方の細胞は元の幹細胞に戻りますが，もう一方の細胞は多分化能を有しているた

め，すべての血球系の細胞へと増殖分化します．従って，理論的には，一個の幹細胞を移植すれば良い

ことになります．

骨髄の中には，このように，血液系の細胞（赤血球，白血球，血小板など）を造る元になる細胞，す

なわち「造血幹細胞」と，身体の骨格を形成する細胞（筋肉，骨，軟骨，結合織など）を造る元になる

細胞，すなわち「間葉系幹細胞」が存在します．

「造血幹細胞」は“種”に，「間葉系幹細胞」は“畑”にたとえられますが，最近，これらの細胞は，

一部，相互に変換できることもわかってきました．また，種が良く育つためには，種と畑の相性が存在

すること，従って骨髄移植の際，種だけを移植するのではなくて，畑もドナー側に置き換えると移植の

成功率が高まることが明らかになってきました．さらに，骨髄の中に存在する種と畑をうまく利用する
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と，からだの中の傷害部位（病変部）を修復できる可能性も出てきました．今，盛んに叫ばれている再

生医療がそれです．若い時の自分の骨髄細胞（臍帯血でも可）を凍結保存しておけば，病気の際に利用

できるのです．

ES細胞や骨髄中に存在する「造血幹細胞」，「間葉系幹細胞」から身体を構成している，あらゆる細胞

（神経細胞，心筋細胞，肝細胞等）へと in vitro並びに in vivoで分化誘導が可能であることが証明されつつ

あります．このES細胞や「造血幹細胞」，「間葉系幹細胞」を用いて，臓器を完全に再生しようとする試

みも開始されていますが，傷害された臓器の部分的な再生，修復は可能であっても，心臓や腎臓のよう

な臓器を丸ごと作製することは，無理ではないかと考えます．

一方，血管の新生を目的として，閉塞した動脈の周辺に，自分の骨髄細胞を注射し，側副路を形成し，

治療しようとする試みが開始され，かなりの効果が得られています．しかしながら，これも対症治療に

過ぎず，例えば，動脈の閉塞の原疾患（動脈硬化症など）を根本的に治療しない限り再発は免れません．

これと同じような発想の治療方法が自己免疫疾患に対する自家骨髄移植または自己末梢血幹細胞の移

植です．私達は，24年前，自己免疫疾患が「造血幹細胞」の異常により，発症してくることを種々のモ

デルマウスを用いて証明し，正常の骨髄を移植することによって治療できることを見出しました1),2)．ヒ

トにおけるアロの骨髄移植は移植片対宿主病（GvHD）等の種々の問題があるため，自分の「造血幹細

胞」を移植して，とりあえず一時しのぎをしようという考えです．当然ながら，移植後5年以内に再発す

る例が報告されて来ております．従って，安全で有効なアロの骨髄移植方法の開発が，長い間，待たれ

ていました．

最近，私達は同種骨髄移植の新しい方法を開発しました．この方法は，従来の骨髄移植の方法を根本

的に代えるもので，画期的な方法と自負しています．骨髄細胞は従来，腸骨より100個所以上，骨髄穿刺

針を刺して吸引により採取していますが（図 1），私達の開発した方法は，灌流により骨髄細胞を採取す

るものです（図 2）．この新しい方法では，末梢血が混入しないため，骨髄細胞が純粋に採取可能です．

この採取した骨髄細胞の中には「造血幹細胞」以外に「間葉系幹細胞」も含まれており，これらの細胞

を移植することによって，あらゆる細胞への分化誘導が in vivoで可能となるものと考えられます．また，

従来の骨髄移植のように，これらの細胞を静脈内へ注入しますと，図1のように肺にほとんどが trapされ

ますが，これらの細胞を直接，骨髄内へ注入（文字通りの”骨髄移植”）をしますと，生着率が高まりま

す．この骨髄内骨髄移植は，「造血幹細胞」（種）と骨髄の環境の構成細胞である「間葉系幹細胞」（畑）

を効率良く，骨髄内へ戻すことが可能で，従って，造血系の回復も速やかです．

このように“種”（造血幹細胞）も“畑”（間葉系幹細胞）も正常のものと置換する，この新しい骨髄

移植方法は，加齢と共に発症してくる骨粗鬆症，肺気腫，糖尿病，動脈硬化症，アルツハイマー病等の

根本治療につながる可能性を秘めています．実際，私達は，モデル動物を用いて，肺気腫や骨粗鬆症が

図1．従来の骨髄移植の方法

（吸引法＋静脈内骨髄移植）

図2．新しい骨髄移植の方法

（灌流法＋骨髄内骨髄移植）
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治療できることを明らかにしています．さらにこの新しい骨髄移植方法を臓器移植と併用すると，免疫

抑制剤を使用しなくても拒絶反応が予防できます．現在，ヒトへの応用を視野に入れ，実験用カニクイ

ザルを用いて安全性と有効性を確認しています．この方法がヒトへ応用されるようになれば，骨髄移植，

臓器移植，再生治療，遺伝子治療の上に革命をもたらすものと確信しています．この方法がヒトへ応用

され，難病という言葉がこの世から消え去る日が一日も早く来ることを願っています．
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〈研究概要〉

I．妊娠による乳癌抑制機序の分子病理学的解析

MacMahonら（1970）による広範な疫学的研究によると，初回満期妊娠が若年齢であると乳癌発症リ

スクを減少させ，20未満で満期妊娠を経験した女性は，未産婦に比して乳癌の発症は1/2である．この現

象はラットにおいてもくり返し証明されており，その機序に関せば経産による乳腺の分化説や体内ホル

モンレベルの改変説など種々の仮説が提唱されているが，未だ詳細は不明である．そこで，Lewisラット

経産後乳腺と同週齢未経産乳腺，ならびにそれらに化学発癌剤（N-methyl-N-nitrosourea; MNU）処置を

施した乳腺を加え，遺伝子発現変異をマイクロアレイ解析により網羅的に検索した．その結果，経産後

乳腺は，未経産乳腺と比較して，乳腺分化関連遺伝子群の発現上昇と，乳腺増関連遺伝子群の発現低下

をみとめ，特にMNU 処置後の経産乳腺においては乳腺分化関連遺伝子群（Wap, Csn2, Csng, Lbp,

GlyCAM1）の発現上昇と増殖関連遺伝子群（Areg, Reg3a, Msln, Cdc2a, Igf2, Igfbp4, Stmn1, Msx1）の発現

低下をみた．また，Prolifeoating cell nuclear antigen（PCNA）陽性細胞数は，MNU投与後の経産乳腺は，

MNU投与前の経産・未経産乳腺のそれと変化はみなかったが，MNU投与後の未経産乳腺において顕著

な増加をみた．なお，経産乳腺の形態は未産のそれに比して複雑な分岐がみられ分化を呈していた．よっ
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て，経産乳腺は形態的ならびに機能的にも分化を呈しており，MNU刺激後の増殖関連遺伝子群の発現制

抑ならびに乳腺上皮細胞の発癌刺激に対する増殖抑制が乳腺発癌制抑機序に重要であることが判明し

た原著-15．

II．妊娠環境を模倣したエストロゲン /プロゲステロン投与による乳癌抑制におけるホルモン投与期間の

同定

ラットにおいて短期（ラットの妊娠期間に相応の3週間前後）のエストロゲンとプロゲステロン（E/P）

投与により乳癌抑制が妊娠と同様に可能なことは古くHugginsら（1962）の報告に始まり，Russo，Medina，

Nanndiらによっても実証されている．しかし，エストロゲンを始めとした種々のホルモンは，乳腺上皮

あるいは乳癌細胞の増殖促進因子であり，事実，エストロゲン作用を有するZeranolはある用量域におい

てエストロゲン受容体陽性ヒト乳癌細胞株に増殖活性をきたす原著 -11．また，E/Pの長期暴露ではむしろ

乳癌の増殖を促進することも知られており，どの期間までが増殖抑制に働き，どの期間からは増殖促進

に働くのか，その詳細は不明である．そこで，4週齢雌 LewisラットにMNUを投与して 6週齢時に対照

群，短期E/P投与群，長期E/P投与群の3群を作製して，≧1 cm乳癌発生個体は敵宣屠殺し，MNU投与

後25週まで乳癌発生率を観察した．その結果，対照群，短期E/P群，長期E/P群の≧1 cm乳癌発生率は

95%，36%，21%，であったが，≦1 cm乳癌も含めた全乳癌発生率でみると長期E/P群ではMNU投与後

23 週を過ぎると急激に発癌率が増し，実験終了時では対照群と差をみなかった．なお，短期 E/P群では

有意な抑制をみた．よって，乳癌抑制を得るにはE/Pの連続投与期間の限界は20週以内と結論できる原著-5．

III．MNU誘発網膜変性症ならびに白内障の検討

7週齢ラットにおける60 mg/kg・MNUの単回腹腔内投与により1週間の経過で視細胞アポトーシスによ

る消失をみる（Nakajima et al., 1996）．このモデルはヒト網膜色素変性症のモデルとして有用であるが，

我々はニコチン酸アミドをMNUと同時に皮下投与することにより視細胞のアポトーシスを完全に抑制

することを見出した（Kiuchi et al., 2002）．そこで，ニコチン酸アミドのアポトーシス抑制機序を解析し

たところ，poly (ADP-ribose) polymerase（PARP）の活性化ならびにJun N-terminal kinase（JNK）／activator

protein-1（AP-1）シグナル伝達経路の阻害であることを見出した原著 -4．MNUは網膜のみならず水晶体上

皮にも標的をもつ．MNU誘発眼病変の長期観察を雌雄のラットならびに卵巣摘出，精巣摘出ラットを加

えて試みた原著-7．50 mg/kg・MNUを7週齢ラットに腹腔内投与して長期（260週齢）飼育すると全群に網

膜症のみならず白内障の出現をみた．なお，健丈雌ラットにおいて他群に比して高度の網膜傷害ならび

に白内障をみた．但し傷害の程度と血清エストロゲンならびにプロゲステロン値との相関はみなかった．

白内障は性差をみる疾患であるが，血清ホルモンとこれら眼病変との関連にはさらなる検討を要する．
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学会発表

1. 重松明男，足立　靖，松本憲明，小柳津治樹，

桐山直子，向出裕美，今村雅寛，福原資郎，池

原　進（2006）同種骨髄移植後に急性腎不全

を発症した一剖検例．第 35回日本病理学会近

畿支部学術集会，京都

2. Mukaide H, Adachi Y, Nakano K, Koike Y,

Kiriyama N, Shigematsu A, and Ikehara S (2006)

Immunotherapy for malignant tumors using

combination of IBM-BMI, DLI and dendritic

cells．第36回日本免疫学会総会学術集会，大阪

3. 三宅　岳，足立　靖，金森千春，保坂直樹，新

宅雅幸，神崎秀陽，上山泰男，池原　進（2006）

胎児水腫の1剖検例．第34回日本病理学会近畿

支部学術集会，神戸

4. 桐山直子，足立　靖，南野桂三，岩崎真佳，中

野景司，小池保志，鈴木康弘，向出裕美，重

松明男，松村美代，池原　進（2006）SCID/hu

マウスを用いたヒト臍帯血からの網膜神経細

胞への分化の検討．第95回日本病理学会総会，

東京

5. 向出裕美，足立　靖，鈴木康弘，岩崎真佳，小

池保志，南野桂三，中野景司，重松明男，桐

山直子，上山泰男，池原　進（2006）IBM-BMT

に DLIとドナー骨髄由来樹状細胞を併用した

悪性腫瘍の治療法．第95回日本病理学会総会，

東京

6. 重松明男，足立　靖，桐山直子，岩崎真佳，小

池保志，中野景司，向出裕美，今村雅寛，池

原　進（2006）低線量放射線照射が樹状細胞

の活性化に及ぼす影響．第 95回日本病理学会

総会，東京

7. 小池保志，足立　靖，鈴木康弘，南野桂三，岩

崎真佳，向出裕美，重松明男，桐山直子，上

山泰男，池原　進（2006）ラット同種間骨髄

内骨髄移植（IBM-BMT）とドナーリンパ球注

入療法（DLI）による抗腫瘍効果の検討．第95

回日本病理学会総会，東京

8. 中野景司，足立　靖，南野桂三，鈴木康弘，岩

崎真佳，小池保志，向出裕美，重松明男，桐

山直子，池原　進（2006）M-CSFによるendot-
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helial progenitor cell（EPC）のmobilizationメカ

ニズム．第95回日本病理学会総会，東京

9. 酒井康裕，足立　靖，保坂直樹，池原　進

（2006）ある原疾患が隠された大動脈弁狭窄

症，胸部大動脈瘤の1例．第32回日本病理学会

近畿支部学術集会，大阪

微生物学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Sun P, Watanabe H, Takano K, Yokoyama T,

Fujisawa JI and Endo T (2006) Sustained activa-

tion of M-Ras induced by nerve growth factor is

essential for neuronal differentiation of PC12

cells. Genes Cells 11: 1097–1113

2. Okamoto K, Fujisawa JI, Reth M and Yonehara S

(2006) Human T-cell leukemia virus type-I

oncoprotein Tax inhibits Fas-mediated apoptosis

by inducing cellular FLIP through activation of

NF-κB. Genes Cells 11: 177–191

3. Furuta RA, Nishikawa M and Fujisawa J (2006)

Real-time analysis of human immunodeficiency

virus type 1 Env-mediated membrane fusion by

fluorescence resonance energy transfer. Microbes

Infect 8: 520–532

学会発表

1. 小西智子，田中正和，川津祐介，塩川くみ，巽

理恵，藤澤順一，三輪正直（2006）HTLV-1感

染マウスにおける感染細胞のクローン増殖性

について．第54回日本ウイルス学会学術集会，

名古屋

2. 川津祐介，田中正和，小西智子，塩川くみ，八

神健一，椙村春彦，巽　理恵，藤澤順一，三

輪正直（2006）HTLV-1感染マウスでの放射線

照射における腫瘍発生のメカニズムについ

て．第54回日本ウイルス学会学術集会，名古屋

3. 巽　理恵，斉藤峰輝，大原義朗，藤澤順一

（2006）高いHAM発症率を示すイラン型HTLV-

1 Tax/Rexの機能．第54回日本ウイルス学会学

術集会，名古屋

4. 木村富紀，橋本岩雄，藤澤順一（2006）HIV-1

Revによるインターフェロン -α mRNA核外輸

送阻害に関与するRNA結合因子のクローニン

グ．第54回日本ウイルス学会学術集会，名古屋

5. 関本　剛，松崎恒一，吉田勝紀，森　茂生，山

縣英生，松井裕史，藤澤順一，岡崎和一（2006）

H-RAS V12導入癌細胞のSmad依存性癌化シグ

ナルはリンカー部リン酸化を阻害すると細胞

増殖抑制シグナルに回帰する．第 65回日本癌

学会学術総会，横浜

6. 田中正和，小西智子，川津祐介，藤澤順一，三

輪正直（2006）HTLV-1感染マウスにおける腫

瘍発生．第65回日本癌学会学術総会，横浜

7. 西川正雄，高島勝典，西　俊哉，古田里佳，神

崎直之，山本善雄，藤澤順一（2006）新規抗

HIV-1剤TAK-220の感染阻害機構．大阪感染症

流行予測調査会，大阪

8. 伊藤道恭，芳賀　泉，藤澤順一（2006）Sam

68による細胞内mRNA分子の発現調節．第8回

RNAミーティング，淡路

9. 古田里佳，西川正雄，藤澤順一（2006）FRET

を用いた HIV-1細胞侵入過程のリアルタイム

解析．第20回近畿エイズ研究会学術集会，大阪

衛生学講座

〈研究概要〉

衛生学講座は大学院医学研究科で幹細胞生物学を担当している．このため幹細胞生物学に基づいて，

主としてヒトの骨髄あるいは臍帯血に由来する組織幹細胞を用いるトランスレーショナルリサーチの展

開を目指している．さらに，これらの基礎的研究成果を近い将来に細胞治療・再生医療に応用すること

で予防医学に貢献したいと考えている．
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1）ヒト臍帯血由来CD34抗原陰性造血幹細胞の同定とその幹細胞特性の解明

最近，私達の研究グループは，独自に開発した骨髄腔内直接移植（IBMI）法を応用することにより，

非常に効率的なヒト未分化造血幹細胞（HSC）の同定法であるSCID-repopulating cell（SRC）測定系を開

発した．本法を用いることにより，ヒト臍帯血中に極めて少数存在するCD34抗原陰性造血幹細胞（CD34–

HSC）の確実な同定に世界に先駆けて成功した（Blood 101: 2924–2931, 2003）．さらに，この CD34–SRC

が，in vivoにおける高い自己複製能と増殖能・遊走能を保持していることを明らかにしている（Int J

Hematol 79: 328–333, 2004）．重要な発見は，従来，未分化なHSCに作用すると報告されていたstem cell

factor, flt3 ligandのチロシンキナーゼ受容体である c-kit, flt3が，われわれが同定したCD34–SRCには発現

していないことを明らかにしたことである（Blood 106(11): 235a, 2005）．以上の研究により，現時点でヒ

トの最も未分化なHSCの免疫特性は，Lin–CD45lowCD34–c-kit–flt3–と考えられた（Stem cells 25: 1348–1355,

2007）．

その後の研究で，従来未分化HSCとされていたCD34+CD38–HSCとCD34–HSCの未分化性についてNOG

マウスを用いる長期骨髄再構築実験系で検討した．その結果，われわれが同定した CD34–HSCがより未

分化なHSCであることが明らかにされた（投稿中）．

2）ヒト骨髄あるいは臍帯血に由来する組織幹細胞（TCSC）の同定とその機能解析

ヒト骨髄あるいは臍帯血中には，HSCだけでなく間葉系幹細胞（MSC），あるいは多能性をもつ既知，

未知のTCSCが存在している．われわれは，磁気ビーズ法やFACSを駆使することにより，ヒトの骨髄や

臍帯血中に存在する多能性の TCSCの同定・純化法の開発・確立に取り組んできた．その過程で，ヒト

臍帯血由来単核細胞を type I コラーゲン処理した培養皿中で EGM2培地を加えて 1～ 2 週間培養し，

cobblestone様の late EPC（OEC）のコロニーを同定した．本細胞は，CD31, KDR, CD34抗原陽性でLDL-

uptake, lectin結合能を示したことからOECと確認された．現在，VEGF, IL-8等に対するmigration能の解

析や，matrigel中での tube formation等の機能解析を行っている（投稿準備中）．

3）骨髄腔内直接移植法による新規マウス造血幹細胞の探索

ヒト臍帯血Lin–CD34–細胞（CD34–SRC）は，強いSCID-repopulating cell（SRC）活性を有しCD34+SRC

を産生することから，今後の移植・再生医療の素材として有望である．CD34–SRCは CD34+SRCと異な

り，経静脈的移植（Tail vein injection: TVI）法ではなく，骨髄腔内直接移植（Intra-bone marrow injection:

IBMI）法によってのみマウス骨髄に生着する．この様な特性を持つマウス造血幹細胞（HSC）の存在は

過去に報告されていない．われわれは，IBMI法によってマウス骨髄に生着するHSCの存在を探索すると

ともに，その特性を明らかにすることにより，希少な集団であるヒト CD34–SRCの特性解明に役立てる

ことを目指している．具体的には，ヒトSRCの経静脈的骨髄生着の責任因子としてSDF-1やSCFなどが

考えられ，これらの因子による直接的影響の及ばないHSCを，IBMI法を用いることによって見出すこと

が出来るかどうか検討している．

4）内分泌攪乱化学物質に関する研究

環境中に存在するエストロゲンと類似の作用を持つ化学物質の活性測定およびエストロゲン受容体を

介した内分泌攪乱作用について研究を行った．特に，我々が日常的に摂取している食品中に含まれる植

物エストロゲンの内分泌攪乱作用の可能性およびその影響を明らかにするために，ホルモン応答性配列

を含むレポータープラスミドを導入した動物細胞および酵母を用いた転写活性測定系を併用して，種々

の植物由来食品に含まれる天然化学物質（植物エストロゲン）のエストロゲン活性の検索を試みた．こ

の目的に最適な試料として，種々のハーブを単独あるいは混合で含む，市販ハーブティーに着目し，ハー

ブティー抽出液中のエストロゲン活性について分析を行った．その結果，ハーブティーのエタノール抽

出液中に含まれる植物エストロゲンとして甘草を同定したが，通常のハーブティー摂取法である熱水抽
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出液中には甘草由来のエストロゲン活性は認められず，熱水抽出液中に含まれる植物エストロゲンとし

てはペパーミントが最大のエストロゲン活性を示すことを見出し，Eur Food Research & Technol（225:

913–920, 2007）に発表した．

〈研究業績〉

原　著

1. Kouda K, Nakamura H, Kohno H, Okuda T,

Higashine Y, Hisamori K, Ishihara H, Tokunaga

R and Sonoda Y (2006) Metabolic response to

short-term 4-day energy restriction in a con-

trolled study. Environ Health Prevent Med

11(2): 89–92

2. Tanabe A, Ogawa Y, Takemoto T, Wang Y,

Furukawa T, Kono H, Adachi Y and Kusumoto K

(2006) Interleukin 6 induces the hair follicle

growth phase (anagen). J Dermatol Sci 43(3):

210–213

学会発表

1. Sonoda Y, Kimura T, Asada R, Kimura T, Mori-

oka M, Sasaki Y and Ikehara S (2006) Different

proliferative potential and redistribution kinetics

of human cord blood-derived CD34– SCID-

repopulating cells (SRCs) in comparison with

CD34+CD38+/– SRCs using intra-bone marrow

injection. The 48th Annual Meeting of American

Society of Hematology, Orland

2. 薗田精昭（2006）再生医療における幹細胞．第

68回日本血液学会総会，福岡

3. 木村貴文，浅田留美子，木村　卓，森岡美帆，

佐々木豊，薗田精昭（2006）ヒトCD34陰性造

血幹細胞の in vivo増殖分化動態の解析．第 68

回日本血液学会総会，福岡

4. 薗田精昭（2006）再生医学．バイオ・ソサエ

テイ平成18年度医学入門講座，京都

5. 薗田精昭，浅田留美子，木村　卓，佐々木豊，

木村貴文（2006）ヒト未分化造血幹細胞の免

疫特性：FLT3発現とその幹細胞特性．第16回

日本サイトメトリー学会総会，長崎

6. 薗田精昭（2006）骨髄内造血幹細胞移植につ

いて．第6回さい帯血移植セミナー，大阪

7. 甲田勝康，石原敬康，河野比良夫，中村晴信，

西尾信宏，薗田精昭（2006）エネルギー制限 :

短期絶食がアレルギー性皮膚炎におよぼす影

響．第76回日本衛生学会総会，宇部

8. 兼子裕人，木村貴文，野村憲一，堀池重夫，谷

脇雅史，薗田精昭，大川原康夫（2006）高齢

（70歳以上）多発性骨髄腫患者に対する自己末

梢血幹細胞移植．第 28回日本造血細胞移植学

会総会，東京

公衆衛生学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Manabe M, Kanda S, Fukunaga K, Tsubura A and

Nishiyama T (2006) Evaluation of the estrogenic

activities of some pesticides and their combina-

tions using MtT/Se cell proliferation assay. Int J

Hyg Environ Health 209(5): 413–421

2. Koyanagi M, Shino K, Yoshimoto Y, Inoue S,

Sato M and Nakata K (2006) Effects of changes in

sking posture on the kinetics of the knee joint.

Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc 14: 89–93

3. Tagami T, Kajimura K, Satsuki Y, Nakamura A,

Okihashi M, Kitagawa Y, Takatori S and Kita-

gawa M (2006) Simultaneous analysis of 10

Pyrethroid Pesticides in Natural Medicines by

GC/MS with Negative Chemical Ionization.

Yakugaku Zasshi 126(10): 991–995

4. Ishida T , Yamamoto K, Amano H, Nishiyama T

and Fukunaga K (2006) Study on the Character

of Mebendazole Tablets Available in IndoChina

Peninsula. Clin Parasitol 17(1): 117–121

5. 伊藤健一，木村　穣，田近亜蘭，三宅眞理，淵

岡　聡，岩坂壽二，西山利正（2006）Relationship

between ultrasonography of knee cartilage and

BMI, leg alignment and muscle strength in

middle-aged and elderly women. 日健医会誌
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15(1): 3–11

6. 田近亜蘭，柳生隆視，織田裕行，木下利彦，西

山利正（2006）修正型 ECTによるうつ病患者

の処方内容の変化について．最新精神医

11(2): 173–179

総　説

1. 三宅眞理（2006）「こころとからだの健康長寿」

ダイバージィナルセラピー（2）．E.E.O.A. Topics

26: 11–12

2. 三宅眞理（2006）「こころとからだの健康長寿」

ダイバージィナルセラピー（1）．E.E.O.A. Topics

25: 7–8

3. 西山利正，眞鍋真理，仁木　稔（2006）【消化

器疾患　state of arts II. 肝・胆・膵】主要疾患

現況・病態・診断・治療　肝に病変をきたす

感染症（ウイルスによるものを除く）．医のあ

ゆみ　別冊（消化器疾患Ver. 3）: 651–656

4. 小西良昌，田中之雄，堀伸二郎，多田　裕

（2006）ダイオキシン類による母乳汚染の経年

推移―「ダイオキシン類対策特別措置法」の

効果―．環境化学　16: 667–689

5. 三宅眞理（2006）こころとからだの健康長寿

「ダイバージョナルセラピー」．身体運動文化

フォーラム　（創刊号）: 171–184

6. 小柳磨毅，境　隆弘，中江徳彦，淵岡　聡，田

中則子，林　好子（2006）【痛み】有痛性疾患

の理学療法プログラム　膝部のスポーツ傷

害．理学療法　23(1): 357–361

7. 吉本陽二，佐藤睦美，林　剛彦（2006）反射

性交感性神経性ジストロフィー．理学療法

23(1): 298–302

学会発表

1. 起橋雅浩，北川陽子，尾花裕孝，田中之雄，山

岸陽子，杉立久仁代，齋藤香織，窪田雅之，金

井みち子，植田泰輔，原田修一，木村良夫

（2006）Multiresidue Method for the Determina-

tion of Pesticide Residues in Food by GC/MS,

GC/FPD and LC/MS/MS. 11th IUPAC Interna-

tional Congress of Pesticide Chemistry，神戸

2. Koga T (2006) A survey of immunization

strategies for Japanese workers abroad by their

companies. 6th Asia-Pacific Travel Health

(APTH) Conference, Bangkok

3. Koga T, Okuzawa E, Fukushima S, Nishiyama T

and Hamada A (2006) The characteristics of

Japanese company which had the employees

MARARIA infectin abroad. 第47回日本熱帯医学

会・第 21回日本国際保健医療学会合同大会，

長崎

4. Lamaningao P, Sugiura Y, Akkhavong S, Bilakoun

S and Douangtaphak B (2006) Health seeking

behavior at villages using Health Notebook in

Lao PDR. 第47回日本熱帯医学会・第21回日本

国際保健医療学会合同大会，Nagasaki

5. Yoshida M, Sano K, Ishiyuki E, Fukunaga K and

Nishiyama T (2006) Bioavailability of Selenium

in Selenium-enriched Radish Sprouts and Pump-

kin. International Union of Food Science and

Technology (IUFOST) XIIIth World Congress,

Nantes

6. Kanda S, Tamada Y, Mishima K, Saito I and

Nishiyama T (2006) Characters of Pituitary

Stem cells: Preparation and characterizatio of

side population cells. 20th IUBMB International

Congress of Biochemistry and Molecular Biology

and 11th FAOBMB Congress, Kyoto

7. Tajika A, Niki M, Tsukui K, Nishikawa T and

Nishiyama T (2006) How to predict whether

Japanese people tansferred to foreign countries

feel inconvenient or not? Northeern European

Conference on Travel Medicine, Edinburgh,

Scotland

8. Niki M,Tajika A and Nishiyama T (2006) Psycho-

somatics study of overseas Japanese. Northeern

European Conference on Travel Medicine,

Edinburgh

9. 起橋雅浩，北川陽子，尾花裕孝，田中之雄，山

岸陽子，杉立久仁代，齋藤香織，窪田雅之，金
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〈研究概要〉

（1）温度勾配ゲル電気泳動法の法科学的DNA鑑定への応用

温度勾配ゲル電気泳動法を用いて個人差が大きいミトコンドリアDNAのHV1領域の簡便な個人識別法

の確立を検討した．個人差の識別は容易であるが，塩基置換が多い場合はパターンの相違が複雑となり，

シークエンス解析での確認は不可欠であった．

（2）父権肯定確率計算ソフトウェアの開発と実例への応用

親子鑑定で計算が必要となる父権肯定確率について，Webページ上で簡便に利用できるソフトウェア

をJavaScriptを用いて開発し，当事者が不在（死亡）の事例に応用して詳細な解析を行った．

（3）電気化学検出器―高速液体クロマトグラフを用いたプラゾシンの分析

高血圧の治療に使用されるプラゾシンは当教室で開発した NaCl-アセトニトリル抽出法で簡便かつ効

率的に抽出可能だった．検出器は，紫外吸光度検出器よりも電気化学検出器の方が高感度（検出限界

10 ng/ml）で，加電圧は1,000 mVが定量に最適であった．

（4）臓器固定に消費されるホルマリン量の検討

解剖等で採取した臓器の固定にホルマリンを使用する場合，環境汚染が社会問題となる．そこで使用

量軽減のための基礎実験として，固定時のホルマリン消費量を簡易ホルマリン測定キットを用いて調査

した．その結果，臓器重量とホルマリン濃度の変化に相関が認められ，ホルマリンの最小使用量の計算

に応用可能と考えられた．ホルマリンの再利用や小型容器の使用もホルマリン廃棄量の軽減につながる

と期待できた．また，市販のパックテストを改良し，肉眼的に 2～ 12％のホルマリン濃度が測定できる

標準表を2種類作成した．これにより臓器固定液中のホルマリン濃度の補正や使用済み溶液の再利用が容
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易となった．

（5）ベルリン青反応を用いたシアン化合物検出の再検討

シアンの予備試験法であるベルリン青反応の分析条件と反応式について検討した．最適条件は，検体

4 ml（pH 8.4～10.6に調整）に1% FeSO4 25 μl（2.5分反応），1% FeCl3 25 μl（1.5分反応），1% KOH 75 μl，

10%硫酸125 μlを順次添加し，10～30分後に判定する方法だった．検出限界は25 μg/mlで，pH調整が重

要だった．実際の中毒例での検査にも応用できた．発色成分の検討では，定説となっている反応式とは

別の反応が起こっている事実が示唆され，呈色反応に疎水性成分と親水性成分の2つが関与していると考

えられた．

（6）脳死判定における脳波解析用ソフトウェアの実用性の検討

脳死判定の実用化に向け，平坦脳波を確認する目的で脳波の等価電位解析を行ってきたが，従来から

使用している脳波自動解析システムと，市販のソフトウェア「ATAMAP II for Windows」とで解析結果を

比較検討した．平坦脳波における等価電位はいずれのシステムでも全部位の各周波数領域で1 μV以下で，

ほぼ同様の成績が得られた．このソフトウェアを用いれば，等価電位解析による脳死補助診断が可能な

上に，今まで蓄積してきたデータを参考資料として活用できるものと考えられた．

（7）膀胱壁を用いた凝集素解離試験によるABO式血液型判定

ヒト由来ポリクローナル抗体が市販されていないために従来行われてきた毛髪からの血液型判定が困

難となり，動物由来のポリクロ―ナル抗体を用いて爪および脳硬膜でABO式血液型判定を実施している．

それらに加えて脳硬膜と同様に比較的腐敗しにくい膀胱壁がABO式血液型判定の試料として使用可能か

否か，実際の剖検試料を用いて検討した．

（8）溺死診断のためのプランクトン検査法の検討

水死体の臓器からプランクトンを検出することにより溺死の診断をしているが，薬品の組合せや手順

について検討を加えてより簡便な検査法を開発し，実務に応用可能であることを確認した．

（9）医学部学士編入学を想定した総合試験問題の試作と検討

大学入試センター研究開発部との共同研究で，医学部への学士編入学を想定し，記憶に頼る学力試験

と異なり受験者の資質を総合的に判断するための総合試験問題を試作し，実際に関西医科大学において

本学学生を含む近隣大学（医学部以外を含む）の学生を被験者として受験させ，問題の適否の検討を行っ

た．その結果，問題文に誤解を生じる表現がある場合は設問として不適当で，学部系統により解答傾向

に差異があることも判明した．これらの成果を学術論文として発表した．
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分子遺伝学部門

〈研究概要〉

接着分子インテグリンは免疫細胞の血管内皮，抗原提示細胞，細胞外マトリックス等への接着を媒介

し，リンパ球のホーミング，抗原認識，細胞移動に重要な役割を果たしている．リンパ球インテグリン

は刺激に応じてダイナミックに接着性が変化することが特徴である．この接着制御には低分子量 Gタン

パク質Rap1とそのエフェクター分子RAPLが関与していることを明らかにしてきた．このシグナル伝達

は細胞極性と連動して，LFA-1の空間的制御を行っている点が特徴として挙げられる．Rap1-RAPLシグ

ナルによるインテグリン接着の分子機構の解明と，このシグナル改変によって免疫細胞の動態，増殖，

分化，機能がどのような影響をうけるか，また，炎症アレルギー，自己免疫疾患などの免疫病との関連

を調べることが主要なテーマである．

最近の研究成果：

Rap1とそのエフェクター分子RAPLによるインテグリン制御機構を明らかにするために，RAPL会合分

子を酵母 two-hybrid法を用いて，Ste20-likeキナーゼに属するMst1を同定した．Mst1はRAPLのcoiled-coil

領域に結合し，キナーゼ活性が増強する．会合とキナーゼ活性は活性化型 Rap1によって亢進し，また，

Tリンパ球をケモカイン，抗原架橋刺激すると，Mst1が活性化するのに対して，RAPL欠損Tリンパ球で

は活性化が著しく減少することから，Mst1はRAPL依存的に活性化することが判明した．Mst1を過剰発

現させると先端膜とuropodが生じ，LFA-1が先端膜に集積し，接着がキナーゼ活性依存的に亢進する．リ

ンパ球のMst1をknockdownするとこれらの効果が阻害された．Rap1-RAPLシグナルによるLFA-1接着と

細胞極性にMst1が重要であることが明らかになった．

RAPL欠損マウスはリンパ球ホーミング機能障害によって，リンパ節のT,Bリンパ球数が低下している．

リンパ球接着カスケードにおけるRap1-RAPLの機能を灌流下血管内皮接着系，生体内顕微鏡を用いて調

べた．Rap1はケモカインによって誘導されるLFA-1, α4β7を介する停止接着に重要であり，RAPLは停止

接着以降におこる強固な接着に必要であった．LFA-1のβ2細胞内領域が停止接着を制御し，αL鎖が強固

な接着に必要であった．Rap1-RAPLシグナルはこれらの領域を介して，リンパ球の血管内皮接着を制御

している．さらに 2光子レーザー顕微鏡を用いて，リンパ節組織内のリンパ球移動を解析したところ，

RAPL欠損T, Bリンパ球は移動速度が遅く，移動距離が低下していたことから，組織内移動にRAPLが重

要であることがわかった（投稿中）．以上の研究により，Rap1-RAPLシグナルはMst1を介して，リンパ

球の細胞極性と LFA-1の局在を調節し，血管内皮接着と組織内移動に重要な役割を果たしていることが

明らかになった．現在，RAPL, Mst1の遺伝子改変マウスを用いて，リンパ球の増殖，分化への影響，自

己免疫との関連を解析しており，インテグリン制御と細胞増殖・分化との協調的制御のメカニズムや自

己免疫，リンホーマ発症に関与することを明らかにしつつある．

〈研究業績〉

原　著

1. Yamada T, Hikida M and Kurosaki T (2006) Reg-

ulation of cytokinesis by mgcRacGAP in B lym-

phocytes is independent of GAP activity. Exp

Cell Res 312: 3517–3525

2. Kinashi T (2006) Adhere Upright: A Switch-

blade-like Extension of β2 Integrins. Immunity

25: 521–522

3. Umemoto E, Tanaka T, Kanda H, Jin S, Tohya K,

Otani K, Matsutani T, Matsumoto M, Ebisuno Y,

Jang MH, Fukuda M, Hirata T and Miyasaka M

(2006) Nepmucin, a novel HEV sialomucin,

mediates L-selectin-dependent lymphocyte roll-

ing and promotes lymphocyte adhesion under

flow. J Exp Med 203: 1603–1614

4. Jang MH, Sougawa N, Tanaka T, Hirata T, Hiroi

T, Tohya K, Guo Z, Umemoto E, Ebisuno Y,



32 関西医大誌　第 59巻

Yang BG, Seoh JY, Lipp M, Kiyono H and

Miyasaka M (2006) CCR7 is critically important

for migration of dendritic cells in intestinal lam-

ina propria to mesenteric lymph node J Immunol

176: 803–810

5. Katagiri K, Imamura M and Kinashi T (2006)

Spatiotemporal regulation of the kinase Mst1 by

binding protein RAPL is critical for lymphocyte

polarity and adhesion. Nat Immunol 7: 919–928

6. Araki-Sasaki K, Tanaka T, Ebisuno Y, Kanda H,

Umemoto E, Hayashi K and Miyasaka M (2006)

Dynamic expression of chemokines and the infil-

tration of inflammatory cells in the HSV-infected

cornea and its associated tissues. Ocul Immunol

Inflamm 14: 257–266

総　説

1. 片桐晃子（2006）Rap1/RAPL 相互作用の生物

学的意義．臨免疫•アレルギー科　46: 509–514

学会発表

1. Kinashi T and Katagiri K (2006) Roles of Rap1-

RAPL signaling in immune cell trafficking. 20th

IUBMB International Congress of Biochemistry

and Molecular Biology, 京都

2. Kinashi T (2006) Roles of Rap1-RAPL in

Chemokine-Mediated Immune Cell Migration.

Keystone Symposia, Utah

3. Katagiri K, Imamura M and Kinashi T (2006)

Spatiotemporal regulation of STK by RAPL is

critical for lymphocyte polarity and adhesion. 第

36回日本免疫学会，大阪

4. 木梨達雄，片桐晃子，戎野幸彦（2006）Regula-

tion of integrin-dependent immune cell traffick-

ing by RAPL signaling. 日本分子生物学会 2006

フォーラム，名古屋

5. 戎野幸彦，片桐晃子，田中稔之，宮坂昌之，木

梨達雄（2006）白血球動態の制御機構　細胞

接着分子を中心に　リンパ球接着カスケード

制御シグナルの解析．第 36回日本免疫学会，

大阪

内科学第一講座

〈研究概要〉

樹状細胞は生体に広く分布し，抗原特異的に T細胞を活性化，免疫応答を誘導する抗原提示細胞であ

り，近年免疫ネットワークを多方面から統御する細胞として注目を浴びている．樹状細胞は，自然免疫

賦活剤として，抗腫瘍免疫療法の臨床試験も開始されてるが，臨床疾患における樹状細胞の側面からの

免疫学的アプローチは HIV感染症等ごく限られた疾患においてのみなされており，樹状細胞と各臨床疾

患との関わり，特に免疫異常を来す病態においての樹状細胞の関わりは未解明のままである．

樹状細胞は，その単離が難しいこと，生体内各組織における分布細胞密度が必ずしも高くないことな

どにより，ヒトにおいては正常状態での解析も十分になされていなかった．しかしながら，我々が確立

した方法により末梢血を循環する樹状細胞をそのままの状態で解析することが可能になり，これらを用

いて，我々は，免疫異常を呈する難治性疾患の病態を，樹状細胞の性状と機能の面から解析することに

より，これまで不明とされていた疾患の病態を把握し，さらには治療に役立つ戦略の確立を目的とし現

在研究を行っている．

血液部門：

同種造血幹細胞移植は，血液疾患の治療のみならず他の固形癌に対する治療戦略の一つとなりうるこ

とが示されつつあり，今後ますます重要な治療法になると考えられる．同種造血幹細胞移植の中心理念

はアロ抗原や腫瘍抗原に対する免疫反応による腫瘍根絶（graft-versus-tumor effect）であるが，この免疫
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反応は両刃の剣であり host の組織障害性に作用し，しばしば致死的となる GVHD（graft-versus-host

disease）が依然大きな問題となっている．当教室では同種造血幹細胞移植に関連して生じるこれらのダ

イナミックな免疫系の動態を多角的に解析することにより，graft-versus-tumor effectと GVHDの発生機

序およびその相違を明らかにし，より効果的に前者を誘導し同時に後者を抑制する新しい治療戦略の開

発を目的として検討を行っている．同種造血幹細胞移植を受けた造血器腫瘍患者では急性GVHD発症時

にはミエロイド系樹状細胞とリンパ系樹状細胞の双方が末梢血において著しく減少していることを明ら

かにした．GVHD組織の免疫染色により，この減少は組織への能動的な動員によることが示された．こ

れはドナーの樹状細胞がアロ抗原を提示することにより急性 GVHDを惹起する可能性を示唆している．

一方，慢性GVHD発症時には急性GVHDでみられたような末梢血樹状細胞の減少は認めなかった．しか

しながら移植後慢性期にある患者では慢性GVHDの発症の有無に関わらず IFN-γおよびTNF-α産生性の

エフェクター T細胞の増加を認めた．これらの患者では腫瘍の再発を認めていないことより，これらの

エフェクター T細胞が graft-versus-tumor effectを担っている可能性がある．また興味深いことに慢性

GVHDの発症時には IL-4産生性のCD8+T細胞が必ず出現することが明らかとなった．すなわちこの IL-4

産生性のCD8+T細胞は慢性GVHDの発症病態に深く関わっていることが示唆される．

呼吸器部門：

肺結核は高齢者のみならず，多くの若年者にも発症者が報告されており，現在最も重要視されている

感染症のひとつである．結核菌に対する感染防御機構については，現在までに多くの研究がなされてき

ているが，当教室では抗原提示細胞として感染防御に重要である樹状細胞に焦点を当て検討を行ってい

る．私たちはこれまで，肺結核患者では末梢血のミエロイド系樹状細胞が減少し選択的に結核組織に移

行し Th1応答を誘導していることを見いだした．また私たちは，結核と同様の肉芽腫性疾患に属するサ

ルコイドーシスに注目し，その発症・疾患の進展の機序を，樹状細胞を含めた免疫応答のシステムの観

点から解析することを試みている．サルコイドーシス患者ではミエロイド系樹状細胞のみならずリンパ

系樹状細胞も末梢血において著しく減少していることを突き止めている．すなわち，同じ肉芽腫性疾患

でも結核とサルコイドーシスでは樹状細胞の動態が異なることが明らかにされた．

免疫部門：

近年における免疫学の進展は著しく，その中でも当科が注目し研究対象としている樹状細胞は，生体

免疫応答の要に位置する極めて重要な細胞といえ，各種感染症に対する防御免疫を担う中心的な存在と

して位置づけられる一方で，炎症性アレルギー性疾患，自己免疫疾患，悪性腫瘍等の発症・進展のメカ

ニズムにおいても重要な意味をもつことが明らかにされつつある．また樹状細胞によって制御されてい

るエフェクター T細胞も Th1，Th2，regulatory Tなどの亜群により様々な疾患病態に関与すると考えら

れている．我々はヒト樹状細胞亜群ならびに制御性 T細胞を含むエフェクター T細胞亜群の解析を行っ

ており，ヒトにおける免疫制御機構のデータを蓄積している．これらの結果から我々は免疫異常を呈す

る難治性疾患の病態解明，さらには治療に役立つ戦略の確立を目的とし日々，研究を行っている．
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73.藤井寿仁，高岡　亮，大宮美香，吉田勝紀，上

田創平，小倉徳裕，高田秀穂，岡崎和一（2006）
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用の対応をみる．実地診療のためのプロトン

ポンプ阻害薬ハンドブック（浅香正博，千葉

勉編）275–283頁，先端医学社，東京

8. 松下光伸，岡崎和一（2006）カルチノイド腫

瘍．図解消化器内科学テキスト（井廻道夫，日

比紀文編）248－250頁，中外医学社，日本

9. 岡崎和一，内田一茂，高岡　亮（2006）自己
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消化器内科と「うつ」．臨精医　35: 951–956

13.神原憲治，福永幹彦，中井吉英（2006）【現代

社会とストレス疾患】ストレス関連疾患　心
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心療内科学会総会，大阪

14.福永幹彦，水野泰行（2006）心身症の実践的

認知行動療法．第11回日本心療内科学会総会，

大阪

15.神原憲治，伴　郁美，福永幹彦，六浦裕美，中

井吉英（2006）心身症患者における身体感覚
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とその対策．大阪府訪問看護ステーション協

議会　堺ブロック研修会，堺

19.所　昭宏（2006）肺癌診療におけるサイコオ
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神経内科学講座

〈研究概要〉

運動ニューロンなど神経細胞変性に関する研究

2006年度は筋萎縮性側索硬化症（ALS）model mouseの脊髄前角細胞において，核–細胞質間蛋白輸送

システムによって輸送される蛋白の分布異常が生じていることを免疫組織化学的に明らかにし，ALSに

おいてこのシステムの機能異常が生じている可能性を示した．その結果は国際学会と論文で発表した．

さらに，この model mouse における細胞変性過程に小胞体ストレスが関与していることを示し，国際学

会で発表した．一方，遺伝性脊髄小脳変性症 8型（SCA8）の世界初の神経病理所見を国際学会で発表す

るとともに論文発表した．

筋細胞の変性・再生に関する研究

2006年度は，封入体筋炎の筋細胞において核の障害が疑われることから，主な核膜，核内蛋白の分布
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を免疫組織化学的に検討したところ，histone H1が封入体筋炎の病理学的特徴である縁取りのある空胞を

縁取りしている像が得られた．このことにより空胞のかなりの部分は核の変性したものと推定した．こ

の結果を日本神経学会総会で口演発表し，論文として掲載予定である．また特異な筋萎縮の分布を示す

ミオパチー例において，筋中間径フィラメント蛋白desminの遺伝子変異を証明し，その病的機序に関し

免疫組織学的検討を行った．この結果を日本神経学会総会で発表し，これも論文として掲載予定である．
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硬膜移植後クロイツフェルトヤコブ病の 1剖

検例（A case of Creutzfeldt-Jakob disease with

autonomic disturbance）．第 47回日本神経病理

学会総会，岡山

15.中野　智，新出明代，日下博文，川本未知，幸

原伸夫（2006）Cytoplasmic body，rimmed vacuole

を有するミオパチーと拡張型心筋症の合併を

認めた同胞例（Familial myopathy with cyto-

plasmic bodies and rimmed vacuoles combined

with cardiomyopathy）．第47回日本神経病理学

会総会，岡山

16.藤田賢吾，伊東秀文，木下芳美，新出明代，伊

藤　恒，中野　智，日下博文（2006）成人期

発症の好塩基性封入体を伴う運動ニューロン

病の大脳における好塩基性封入体の分布

（Distribution of basophilic inclusions in the brain

from a case with adult-onset motor neuron dis-

ease with basophilic inclusions）．第47回日本神

経病理学会総会，岡山

17.三宅浩介，新出明代，國枝武伸，中野　智，伊

東秀文，日下博文（2006）白質脳症が先行し

た中枢神経原発性リンパ腫の一例．第 29回日

本脳神経CI学会総会，東京

著　書

1. 平野朝雄，松井孝嘉，岩田　誠，加藤丈夫，水

澤英洋，飯田真岐，和手麗香（2006）カラー

アトラス神経病理　第 3版（平野朝雄編）1–

248頁，医学書院，東京

精神神経科学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Ha-Kawa SK, Yoshida T, Yague T, Tani M,

Suzuki T, Sawada S (2006) Acupuncture-induced

cerebral blood flow responses in dystonia.

Annals of Nuclear Medicine 20(1): 83–87

2. Nobuhara K, Okugawa G, Sugimoto T, Minami

T, Tamagaki C, Takase K, Saito Y, Sawada S,

Kinoshita T (2006) Frontal white matter anisot-

ropy and symptom severity of late-life depres-

sion: a magnetic resonance diffusion tensor

imaging study. J Neurol Neurosurg Psychiatry

77(1): 120–122

3. Irisawa S, Isotani T, Yagyu T, Morita S, Nishida

K, Yamada K, Yoshimura M, Okugawa G, Nobu-

hara K, Kinoshita T (2006) Increased Omega

Complexity and Decreased Microstate Duration

in Nonmedicated Schizophrenic Patients. Neuro-

psychobiology 54(2): 134–139

4. Kato M, Fukuda T, Wakeno M, Fukuda K,
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Okugawa G, Ikenaga Y, Yamashita M, Takekita

Y, Nobuhara K, Azuma J, Kinoshita T (2006)

Effects of the Serotonin Type 2A, 3A and 3B

Receptor and the Serotonin Transporter Genes

on Paroxetine and Fluvoxamine Efficacy and

Adverse Drug Reactions in Depressed Japanese

Patients. Neuropsychobiology 53(4): 186–195

5. Okugawa G, Nobuhara K, Minami T, Takase K,

Sugimoto T, Saito Y, Yoshimura M, Kinoshita T

(2006) Neural disorganization in the superior

cerebellar peduncle and cognitive abnormality in

patients with schizophrenia: A diffusion tensor

imaging study. Progress in Neuro-Psychophar-

macology & Biol Psychiatry 30(8): 1408–1412

6. Serretti A, Kato M, De Ronchi D, Kinoshita T

(2006) Meta-analysis of serotonin Transporter

gene promoter polymorphism (5-HTTLPR)

association with selective Serotonin reuptake

inhibitor efficacy in depressed patients. Mole-

cular Psychiatry 12(3): 247–257

7. 板東宏樹，入澤　聡，奥川　学，片山裕美，堀

内麻美，木下利彦（2006）薬剤性のrapid cycler

に対する治療の工夫．Bipolar disorder　4: 41–

46

8. 田近亜蘭，柳生隆視，織田裕行，木下利彦，西

山利正（2006）修正型 ECTによるうつ病患者

の処方内容の変化について．最新精神医学

11(2): 173–179

9. 鈴木朋子，田村直良（2006）表現と認知の相

違から検討した感情音声の特徴．心理学研究

77(2): 149–156

10.安齋順子，鈴木朋子，中谷陽二（2006）第二

次世界大戦後の日本臨床心理学の萌芽―鈴木

清を中心に―．心理学史・心理学論　7-8: 25–37

11.北代麻美（2006）支配することと支配される

ことの葛藤．精神分析研究　50(2): 71–72

12.織田裕行，守田　稔，堀内麻美，山田圭造，吉

野真紀，中平暁子，鈴木朋子，鈴木美佐，山

田妃沙子，木下利彦（2006）FTMにおけるMMPI

とテストステロン値に対する検討．日本性科

学会雑誌　24(1): 17–22

13.西田圭一郎，磯谷俊明，入澤　聡，山田圭造，

森田紗千，木下利彦，吉村匡史，菊知　充，

Koenig Thomas（2006）健常者における抗精神

病薬がMicrostateにおよぼす影響．日本薬物脳

波学会雑誌　8(1): 36–38

14.木下利彦，工藤義雄，三浦貞則，川北幸男，堺

俊明，齋藤正己，西村　健，中嶋照夫（2006）

統合失調症に対する aripiprazoleの初期臨床第

II相試験　関西地区多施設共同オープン試験．

臨床精神薬理　9(1): 95–112

総説・著書

1. 木下利彦（2006）大学・精神科紹介　関西医

科大学精神神経科．最新精神医学　11(3): 279–

286

2. 木下利彦（2006）薬物脳波学の発展とその意
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臨床試験】統合失調症のファーストライン治

療における費用対効果試験．Schizophrenia

Frontier　7(2): 111–115

4. 高瀬勝教，奥川　学，吉村匡史，分野正貴，齊

藤幸子，木下利彦（2006）【ベンゾジアゼピン

系薬物の功罪】ベンゾジアゼピンが認知・運

動機能に及ぼす影響．臨床精神医学　35(12):

1653–1658

5. 岡村宏美（2006）宗教と自然観，宗教心理学

概論，ナカニシヤ出版
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responsive fronto-temporal lobar degeneration
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T, Suzuki M, Kinoshita T (2006) Siblings’ rela-
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ation for Child and Adolescent Psychiatry and
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6. Yoshimura M, Koening T, Saito Y, Nobuhara K,

Isotani T, Kikuchi M, Okugawa G, Irisawa S,

Yamada K, Kinoshita T, Strik W, Dierks T (2006)

EEG microstate analysis in obsessive compul-
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7. Yoshimura M, Koenig T, Saito Y, Nobuhara K,
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Kinoshita T (2006) EEG Microstates in mild
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10. Saito Y, Nobuhara K, Okugawa G, Takase K,

Sugimoto T, Ikeda K, Sawada S, Kinoshita T

(2006) The Corpus Callosum in Obsessive-

Compulsive Disorder a Diffusion Tensor Imaging

Study. Best Poster Prize of 14th European

Congress of Psychiatry, Nice

11.嶽北佳輝（2006）「精神障害者が，地域で自立

した生活を送る為に寄り添い支えるボラン

ティア講座」「こころの病」．精神保健福祉ボ

ランティア講座，大阪

12.吉田常孝，鈴木美佐，南　智久，吉村匡史，西

田圭一郎，杉本達哉，片山裕美，松田郷美，松

本一生，木下利彦（2006）大学病院における

認知症　当事者・家族の会の役割について．第

19回日本総合病院精神医学会，宇都宮

13.杉本達哉，三井　浩，織田裕行，吉田常孝，藤

原弘佳，礒谷利明，中谷壽男，木下利彦（2006）

間歇型一酸化炭素中毒に対する高圧酸素療法

の有効性についての検討．第 19回日本総合病

院精神医学会，宇都宮

14.上野千穂（2006）ひきこもりについて．八尾

保健所　理解促進事業　ひきこもりの家族へ

の講演，大阪

15.上野千穂（2006）しんどいよといえなくて．文

部科学省助成 3回シリーズ①　思春期理解に

ついての講演，大阪

16.田近亜蘭（2006）家族教室　2回シリーズ．守

口保健所主催　家族教室，大阪

17.片上哲也，織田裕行，奥川　学，木下利彦

（2006）識字教育を行なうことにより改善がみ

られた適応障害の1例．第14回日本精神障害者

リハビリテーション学会，富山

18.片上哲也，織田裕行，入澤　聡，奥川　学，木

下利彦（2006）夫への家族療法導入により夫

婦間の理解が深まり改善がみられた双極 II型

障害の一例“主人在宅ストレス症候群”に関

連して．第 16回日本ブリーフサイコセラピー

学会，横浜

19.鈴木朋子（2006）日本における臨床心理学の

導入と受容過程3．日本心理学会，福岡

20.織田裕行，守田　稔，山田圭造，堀内麻美，吉

野真紀，中平暁子，鈴木朋子，山田妃沙子，鈴

木美佐，木下利彦（2006）初診時にホルモン

剤を使用していたMTFに対する検討．第26回

日本性科学会学術集会，仙台

21.鈴木美佐（2006）栞の会（当事者と家族の会）

を設立して．認知症の人と家族への援助をす

すめる．第22回全国研究集会，甲府

22.西田圭一郎，吉田常孝，吉村匡史，嶽北佳輝，

入澤　聡，木下利彦（2006）前頭側頭型認知

症（FTD）患者の行動・心理症（BPSD）にオ

ランザピン口腔内崩壊錠が有効であった 1例．

北河内ジプレキサフォーラム，大阪
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23.三井　浩（2006）精神障害の成り立ちとリハ

ビリについて．門真市精神障害者理解促進事

業，大阪

24.田近亜蘭（2006）「ストレスと上手に付き合お

う」「海外で気分が落ち込まないようにするに

は」．外務省主催　ウズベキスタン・タシケン

ト在留邦人対象の講演会，大阪

25.田近亜蘭（2006）海外で気分が落ち込まない

ようにするには．外務省主催　カザフスタン・

アルマティ在留邦人対象の講演会，大阪

26.上野千穂（2006）ひきこもりの理解と家族へ

の援助．四条畷保健所　理解促進事業　関係

者向け講演，大阪

27.村上貴栄（2006）精神障害者と家族の役割．四

条畷保健所家族教室，大阪

28.田近亜蘭（2006）家族教室．四条畷保健所主催

　家族教室，大阪

29.田近亜蘭（2006）家族教室2回シリーズ．寝屋

川保健所主催　家族教室，大阪

30.上野千穂，織田裕行，井上雅晴，有木永子，枷

場美穂，木下利彦（2006）高機能広汎性発達

障害に小児性愛を伴った2症例．第47回日本児

童青年精神医学会総会，千葉

31.岡村宏美，西峰貴子，中平暁子，西村美登利，

福永千佳子，坂口博保，兵頭紀子，太田由子，

木下利彦（2006）治験推進のために必要なこ

とを考える～治験責任・分担医師経験者のア

ンケートより～．第6回CRCと臨床試験のあり

方を考える会議，埼玉

32.田近亜蘭（2006）あなたはストレスとどう付

き合ってますか？．働く人のメンタルヘルス

講座，大阪

33.嶽北佳輝（2006）こころの病．広島県三原市市

民講座，広島

34.鈴木美佐（2006）認知症予防について．守口市

地域包括支援センター介護予防講座，守口

35.村上貴栄（2006）精神保健福祉と医療ソーシャ

ルワーク．大阪医療ソーシャルワーカー協会

初任者研修，大阪

36.吉野真紀（2006）娘の不登校を機に来談した

分離できない母子の心理面接．第 25回日本心

理臨床学会，大阪

37.杉本達哉（2006）精神科救急医療．第 45回北

河内救急研究会，大阪

38.上野千穂（2006）高機能広汎性発達障害に性

嗜好異常を伴った2症例．第6回日本外来精神

医療学会，大阪

39.三井　浩，上野千穂，塚本紗千，分野正貴，木

下利彦（2006）間歇型一酸化炭素中毒を呈し，

受傷後約 2ヵ月目から高圧酸素療法を開始し

た症例．第99回近畿精神神経学会，大阪

40.奥川　学，高瀬勝教，延原健二，玉垣千春，齊

藤幸子，木下利彦（2006）統合失調症患者に

おけるオランザピンの尾状核体積に及ぼす効

果．日本生物学的精神医学会，名古屋

41.上野千穂（2006）「統合失調症の理解」「精神

科リハビリテーション」．守口保健所　理解促

進事業　当事者向け講演，大阪

42.上野千穂（2006）「病気のことを正しく知ろう

～統合失調症を中心に～」．精神障害者当事者

学習会，大阪

43.上野千穂（2006）治療とリハビリテーション

について～統合失調症を中心に～．精神障害

者当事者学習会，大阪

44.織田裕行（2006）関西医科大学の取組み．第1

回関西GIDネットワーク，大阪

45.吉村匡史，KoenigThomas，磯谷俊明，柳生隆

視，延原健二，吉田常孝，菊知　充，入澤

聡，杉本達哉，南智久，中平暁子，鈴木美佐，

木下利彦，Strik Werner，K. Dierks Thomas

（2006）軽症アルツハイマー病患者の微細脳電

場構造（microstates）．第21回日本老年精神医

学会大会，東京

46.福永幹彦，阿部哲也，水野泰行，神原憲治，中

井吉英，入澤　聡，木下　洋，飯田寛和，松

田公志（2006）OSCEの医療面接評価とクラー

クシップ時のコミュニケーション能力評価と

の関係．第38回医学教育学会，奈良

47.鈴木美佐（2006）大阪府守口市における平成

16・17年度の介護予防講座の取り組みについ

て．第3回日本高齢者虐待防止学会，大阪

48.杉本達哉，織田裕行，吉田常孝，波柴尉充，三

宅建作，平川昭彦，村尾佳則，礒谷俊明，木

下利彦，中谷壽男（2006）精神科救急ネット

ワーク構築の試み．第 94回近畿救急医学研究

会，高槻

49.片山裕美，加藤正樹，吉田常孝，吉村匡史，高

瀬勝教，西田圭一郎，木下利彦（2006）若年
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で前頭葉症状を呈した一症例．第 99回近畿精

神神経学会，大阪

50.上野千穂（2006）広汎性発達障害の理解のた

めに．藤井寺保健所　理解促進事業　関係者

向け講演，大阪

51.西田圭一郎，吉田常孝，入澤　聡，吉村匡史，

織田裕行，松田郷美，田近亜蘭，片山裕美，南

　智久，鈴木美佐，河　相吉，延原健二，齊

藤朱実，木下利彦（2006）SSRIが効果を示し

たsemantic dementia（SD）の一症例．第21回

日本老年精神医学会，東京

52.吉村匡史，Koenig T，齊藤幸子，延原健二，磯

谷俊明，菊知　充，奥川　学，入澤　聡，山

田圭造，木下利彦，Strik W，Dierk T（2006）

強迫性障害患者に対する不安誘発に伴う脳電

場の変化．第 23回日本脳電磁図トポグラフィ

研究会，釧路

53.村上貴栄（2006）多機関が参加して行なうピ

アサポーター養成講座の取り組みと課題．第

43回日本精神保健福祉協会全国大会，宮崎

54.栗山康弘，藤田直子，片上哲也，木下利彦

（2006）精神科作業療法の実際―ひらがな習得

に向けての援助―．第 8回二大学フォーラム，

大阪

55.西田圭一郎，吉田常孝，吉村匡史，入澤　聡，

鈴木美佐，村田　章，木下利彦（2006）選択

的セロトニン再取り込み阻害薬（selective set-
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み 常駐精神科医を中心とした精神科救急ネッ
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健所主催　精神障害者理解促進事業，大阪

62.上野千穂（2006）発達障害の理解と対応，大
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63.杉本達哉（2006）新システムについてのアン

ケート調査．第 2回北河内精神科救急研究会，

大阪

64.織田裕行（2006）クリティカルケア領域での
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67.板東宏樹（2006）こころの健康相談．保健所相

談事業，大阪

68.上野千穂（2006）セカンドオピニオンについ

て．守口門真精神障害者地域家族会講演，大阪

69.杉本達哉（2006）「リエゾン」って何かわかり

ますか？　第3回リエゾン研究会，大阪

70.吉野真紀，中平暁子，織田裕行，田近　文，有

木永子，堀内麻美，山田圭造，守田　稔，鈴

木美佐，山田妃沙子，田近亜蘭，木下利彦

（2006）関西医科大学附属病院における性同一

性障害患者の心理的特性．第 98回近畿精神神

経学会，京都

71.三井　浩（2006）「社会的引きこもり」につい

て．四条畷保健所地域ネットワーク，大阪

72.吉村匡史，Korng T，磯谷俊明，柳生隆視，延

原健二，吉田常孝，菊知　充，入澤　聡，杉

本達哉，南　智久，中平暁子，鈴木美佐，木

下利彦（2006）軽症アルツハイマー病患者の

微細脳電場構造．第 36回日本臨床神経生理学

会学術集会，横浜

73.吉村匡史（2006）精神障害とは～疾病および

リハビリについて～．門真市精神障害者理解

促進事業・小地域ネットワーク活動推進事業

研修会．門真

74.鈴木朋子（2006）母へのアンビバレンツを持
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ち母親になった女性との心理療法．第 52回日

本精神分析学会，名古屋

75.齊藤幸子，延原健二，奥川　学，高瀬勝教，杉

本達也，澤田　敏，木下利彦（2006）強迫性

障害における白質異常．日本生物学精神医学

会，日本

76.織田裕行，守田　稔，山田圭造，北代麻美，吉

野真紀，中平暁子，鈴木朋子，鈴木美佐，山

田妃沙子，磯谷俊明，木下利彦（2006）性同

一性障害患者の通院に伴う負担．第 19回日本

総合病院精神医学会，宇都宮

77.鈴木朋子，伊東純太（2006）感情を感じる身

体部位の検討，福岡

78.鈴木朋子（2006）知能検査の本邦導入　日本

心理学会（ワークショップ「日本における臨

床心理学の導入と受容過程3」．話題提供），福

岡

小児科学講座

〈研究概要〉

小児科は総合診療科としての特性を活かし，小児の様々な疾患の診断，治療に関する研究を分野別に

研究班を組織して行っている．以下に2006年の主な研究成果を研究班別に述べる．

1）腎臓病研究班：ネフローゼ症候群の蛋白尿惹起因子としての一酸化窒素の関与に関する検討やラッ

トの腸管潅流実験から経口補水療法の生理的根拠の検証を行った．

2）免疫・アレルギー研究班：好中球の機能異常をきたすWHIM症候群のCXCR4遺伝子の変異の検討

や自己免疫性好中球減少症の診断法確立に関する研究を行った．

3）内分泌・代謝研究班：低出生体重児の細胞内マグネシウム動態を検討し，胎児期からすでに成人期

の代謝性疾患，とくにメタボリックシンドロームの発症基盤が形成されているとするBarker学説を支持

する結果を得た．

4）精神・神経疾患研究班：長期臥床の小児の自律神経機能に及ぼす影響に関する研究や小児の反復性

腹痛に関する心身医学的考察を行った．

5）循環器研究班：川崎病の冠動脈病変の診断にマルチスライスCTが有用であることを報告した．

6）新生児研究班：重篤な羊水吸引症候群に対するフロランの有用性や難治性低血糖例の管理方法など

に関する報告を行った．また新生児の好中球の活性酸素や一酸化窒素産生能を測定し，新生児の易感染

性の原因の一端を明らかにした．

7）その他：潰瘍性大腸炎を伴うTurner症候群，SYBR green PCRを用いたAdenovirus扁桃炎の診断法

やHHV6脳症におけるMRI拡散強調画像の特徴，といった多くの症例報告を行った．

〈研究業績〉
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グネシウムシンポジウム , Mie



72 関西医大誌　第 59巻

7. Ishizaki Y, Taniuchi S and Kaneko K (2006)

Does a 16-Day Bed-rest cause a deterioration of

executive function? 27th Annual International
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るインフルエンザ感染症」小児インフルエン
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正常組織におけるサイトグロブリンの発現相

違（Different expression of Cytoglobin in human

normal tissues）．第36回日本免疫学会総会・学
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53.箕浦貴則，谷内昇一郎，金子一成（2006）食

物アレルギー負荷試験の実際．第 13回大阪食

物アレルギー懇話会，大阪

54.寺西顕司，原田佳明，中村眞紀子（2006）34

年目の寝屋川病気あけつくし保育所：病後児

保育から病児保育への転換．第 16回寝屋川小

児科懇話会，大阪

55.中村眞紀子，原田佳明，寺西顕司，大川　薫，

岡村雅雄（2006）気管支喘息として経過観察

されていた気管内腫瘍の1例．第16回寝屋川小

児科懇話会，大阪

56.河崎裕英（2006）EBウイルス感染症の up to

date．第16回寝屋川小児懇話会，大阪

57.木全貴久，藤井喜充，村上貴孝，寺口正之，圀

府寺美，木野　稔，中野博光，金子一成（2006）

腹痛を主訴としたリウマチ熱の1女児例．第16

回日本小児リウマチ学会，長野

58.金子一成（2006）小児の輸液療法における最

近の話題．第 16回北海道小児腎臓病研究会，

札幌

59.内山敬達，森　喜造，木全貴久，藤井喜充，村

上貴孝，圀府寺美，木野　稔（2006）小児救

急病院における重症度評価の後方視的検討．

第1回OK小児救急症例検討会，大阪

60.野田幸弘，今井雄一郎，黒柳裕一，大橋　敦，

中野崇秀，河崎裕英，北村直行，蓮井正史，寺

口正之，木下　洋，金子一成（2006）急激な

経過で死亡した HSES（Hemorrhagic shock

encephalopathy syndrome）が疑われた2例．第

1回OK小児救急症例検討会，大阪

61.寺口正之，吉村　健，野田幸弘，金子一成，荻

野廣太郎，谷内昇一郎，木野　稔，岡崎仁志

（2006）免疫グロブリン不応の川崎病における

ステロイドパルス療法．第 26回日本川崎病研

究会，大阪

62.石森真吾，舟木克枝，藤原　亨，辻美代子

（2006）3歳児健診の検尿で見つかった溶血性

尿毒症症候群の1症例．第34回大阪市東部小児

談話会，大阪

63.金子一成（2006）学校検尿制度による小児腎

疾患の診断と治療．第 38回日本臨床検査自動

化学会，神戸

64.深井善光（2006）小児科医が子どもの心に出

会う時．第47回日本児童青年精神医学会総会，

東京

65.平林雅人，野田幸弘，中野崇秀，河崎裕英

（2006）脈絡叢がんの1女児例．第49回小児が

んカンファレンス，大阪

66.國吉京子，長尾靖子，荒木　敦，楠本健司

（2006）言語外来における自閉症等広汎性発達

障害の検査とその指導―小児科との連携―．

第 51回日本音声言語医学会総会学術集会，京

都

67.河崎裕英，今井雄一郎，野田幸弘，中野崇秀，

金子一成（2006）同種造血幹細胞移植後に

DEK-CANキメラ遺伝子が消失した AMLの小

児例．第68回日本血液学会・第48回日本臨床

血液学会合同総会，福岡

68.古林万木夫，谷内昇一郎，田辺創一（2006）醤

油醸造における小麦アレルゲンの分解機構に

関する研究（技術賞受賞）．平成18年度日本醸

造学会，東京

69.金子一成（2006）尿路感染症の新しい治療．加

多乃会第144回勉強会，大阪

70.木下　洋（2006）シナリオによる新生児蘇生

講習会開催の取組み．静岡県中部周産期研修

会　特別講演，静岡

71.寺口正之（2006）「小児心電図の見方」この心

電図をどうしますか？パート I．大阪府医師会

学校医部会　平成 18年度学校保健・循環器講

習会，大阪

72.圀府寺美（2006）発熱の子どもへの対応．第

12回日本保育園保健学会，大阪

73.藤田　位，日野利治，木下　洋（2006）ワー

クショップ　診察技法をもう一度考えよう．

第16回日本外来小児科学会，ワークショップ，

横浜

74.金子一成（2006）経口補水療法の実際．第 16
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回日本外来小児科学会年次集会，横浜

75.笠原道雄，野田幸弘，荒木　敦，蓮井正史，金

子一成（2006）当院における細菌性腸炎の臨

床的検討．第171回大阪小児科学会，大阪

76.石崎優子，深井善光，永井　章，宮島　祐，田

中英高，小児心身医学会薬事委員会（2006）小

児心身医学会会員の向精神薬の適正使用に関

する意識調査 小児心身医学会薬事委員会の活

動報告．第24回日本小児心身医学会，東京

77.藤井宏弥，豆板律子，濱田梨恵，杉村省吾，石

崎優子，圀府寺美，木野　稔，中野博光（2006）

PFスタディから明らかになる発達の問題―心

理的問題を主訴に来院した児を対象に．第 24

回日本小児心身医学会，東京

78.須藤京子，蓮井正史，野田幸弘，金子一成

（2006）腸重積と鑑別が困難であった腸管出血

性大腸菌感染症の一例．第2回京阪こどもカン

ファレンス，大阪

79.谷内昇一郎（2006）アトピー性皮膚炎と除去

食療法．第40回守口・門真外来小児科勉強会，

大阪

80.村上貴孝（2006）小児てんかんに対するCloba-

zamの効果．第40回日本てんかん学会，金沢

81.森　喜造，東野博彦，木野　稔（2006）清涼

飲料水ケトーシスを来たした 11歳女児例―発

症に到った社会・心理的背景についての考察

―．第40回日本小児内分泌学会学術集会，大阪

82.木下　洋（2006）新生児蘇生のアルゴリズム．

平成 18年度大阪府医師会第 2回新生児蘇生講

習会，大阪

83.村上貴孝（2006）障害児の健康管理に必要な

知識と学校での対応．大阪市立養護教育諸学

校医療的ケア連絡協議会研修会，大阪

84.村上貴孝（2006）障害児の健康管理に必要な

知識と学校での対応．大阪府教育委員会主催

医療的ケア一般研修会，大阪

85.森亜由美，池田里紗，中西真須美，木野　稔，

畑井由美子（2006）急性期病院での個別保育

の必要性．第10回日本医療保育学会，静岡

86.池田里紗，中西真須美，森亜由美，木野　稔，

守永美希（2006）急性期病院におけるプリパ

レーションの取り組み．第 10回日本医療保育

学会，静岡

87.森　喜造，東野博彦，木野　稔（2006）清涼

飲料水ケトーシスを来たした 11歳女子例―発

症に到った社会・心理的背景についての考察

―．第12回小児思春期糖尿病研究会，大阪

88.居原田安奈，今井雄一郎，河崎裕英，磯崎夕

佳，蓮井正史，金子一成（2006）高血圧を呈

した顕微鏡的多発血管炎の1症例．第13回高血

圧研究会，大阪

89.高屋淳二（2006）インスリン抵抗性と細胞内

マグネシウム．第13回小児高血圧研究会，大阪

90.金子一成（2006）新生児・小児における画像

検査法の進歩―腎泌尿器疾患を中心に―．関

西医科大学産科婦人科学教室同門会，大阪

91.金子一成（2006）大学病院小児科におけるア

メニティ．第16回全国病児保育研究大会，大阪

92.木野　稔（2006）少子時代の小児医療と究極

の育児支援．第 16回全国病児保育研究大会，

大阪

93.喜多俊二，岡崎仁志，荒木　敦，金子一成

（2006）インフルエンザ脳症に罹患した先天性

脳梁欠損症のてんかん経過について．第 34回

大阪てんかん研究会，大阪

94.福永幹彦，阿部哲也，水野泰行，神原憲治，中

井吉英，入澤　聡，木下　洋，飯田寛和，松

田公志（2006）OSCEの医療面接評価とクラー

クシップ時のコミュニケーション能力評価と

の関係．第38回医学教育学会，奈良

95.河崎裕英（2006）組織球性壊死性リンパ節炎

の 1症例．第 40回枚方・交野小児懇話会（3・

1会），大阪

96.大橋　敦，辻　章志，金子一成（2006）新生

児における脳内血流連続モニタリングの臨床

的意義．第 42回日本周産期・新生児医学会，

宮崎

97.依岡寛和，小野淑子，奥野茜子，吉田桃子，堤

明裕，椹木　晋，安田勝彦，神崎秀陽，池本

裕実子，木下　洋，金子一成（2006）抗 SS-A

抗体陽性妊婦の胎児AVブロックに対しdexam-

ethasoneによる胎児治療を行った1症例．第42

回日本周産期・新生児医学会学術集会，宮崎

98.寺西顕司，大橋　敦，木下　洋，北村直行，池

本裕実子，辻　章志，黒柳裕一，金子一成

（2006）エコーウイルス type6の垂直感染によ

る新生児肝炎の1症例．第42回日本周産期新生

児医学会，宮崎
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99.池本裕実子，大橋　敦，北村直行，辻　章志，

黒柳裕一，木下　洋，金子一成（2006）エポ

プロステノール少量投与が有効であった新生

児遷延性肺高血圧の1例．第42回日本周産期新

生児医学会，宮崎

100.吉村　健，寺口正之，池本裕実子，金子一成

（2006）脳梗塞を合併した急性心筋炎の 1例．

第42回日本小児循環器学会総会，名古屋

101.寺口正之，吉村　健，池本裕実子，野木俊二，

金子一成，角田智彦，服部玲治，今村洋二

（2006）急性肺水腫で発症した僧帽弁腱索断裂

による僧帽弁逆流の1例．第42回日本小児循環

器学会総会，名古屋

102.野木俊二，羽根田紀幸，安田謙二，金子一成

（2006）膜様部心室中隔小欠損に対するカテー

テル・コイル閉鎖術の有用性・安全性につい

て．第42回日本小児循環器学会総会，名古屋

103.金子一成（2006）小児の低Na血症：SIADHと

CSWS．第8回京都MEK研究会，京都

104.森　喜造，東野博彦，木野　稔（2006）清涼

飲料水ケトーシスを来たした 11歳女子例―発

症に到った社会・心理的背景についての考察

―．第9回小児思春期糖尿病談話会，大阪

105.金子一成（2006）新臨床研修制度が医局講座

制にもたらしたもの．ノボノルディスク

ファーマ主催特別講演会，大阪

106.金子一成（2006）小児疾患における SIADH．

リリースプリングセミナー 2006，神戸

107.金子一成（2006）川崎病の新しい治療．関西

医科大学附属枚方病院　病診連携懇話会，京

都

108.木野　稔，森　喜造，木全貴久，内山敬達，

目黒敬章，藤井喜充，村上貴孝，圀府寺美，中

野博光（2006）急性期入院治療における病棟

保育の意義．第 109回日本小児科学会学術集

会，金沢

109.須藤京子，寺口正之，蓮井正史，野田幸弘，

吉村　健，金子一成 ,（2006）短期間に緩解・

増悪を繰り返す潰瘍性大腸炎の 8 歳女児例

メサラジンの副反応による増悪の可能性．第

170回大阪小児科学会，大阪

110.福井聖子，古形小百合，卯西　元，小國龍也，

蔭山尚正（2006）病気とケガについての保護

者向け小冊子の紹介～幼稚園版と保育所版の

相違を含めて～．第 17回日本小児科医会セミ

ナー，神戸

111.藤井喜充，木野　稔，中野博光（2006）当院

で経験した回腸回腸結腸型腸重積の検討．第

20回日本小児救急医学会，茨城

112.木野　稔，小林久和，酒井英雄，山本時彦，

藤田敬之助，井藤尚之，酒井國男，高森勝子

（2006）大阪府小児救急電話相談事業の実態と

意義．第20回日本小児救急医学会，茨城

113.大橋　敦，木下　洋，池本裕実子，寺口正之，

金子一成（2006）新生児遷延性肺高血圧症に

対する一酸化窒素吸入療法の有効性につい

て．第22回近畿小児循環器HOT研究会，大阪

114.蓮井正史，辻　章志，居原田安奈，舟木克枝，

磯崎夕佳，金子一成（2006）特発性ネフロー

ゼ症候群における一酸化窒素 (NO)の関与．第

41回日本小児腎臓病学会，名古屋

115.蓮井正史，藤本幸子，木全貴久，磯崎夕佳，

金子一成，今井雄一郎（2006）ステイロイド

抵抗性の消化器症状を呈したHenoch-Schönlein

purpura（HSP）の臨床的検討．第41回日本小

児腎臓病学会，名古屋

116.金子一成（2006）経口補水療法の最近の考え

方．第 41回日本小児腎臓病学会学術集会，名

古屋

117.吉村　健，寺口正之，竹花一哉，池田耕士，

澤田　敏，金子一成（2006）川崎病冠動脈病

変に対するマルチスライスCTの有用性．第42

回日本小児放射線学会，東京

118.村上貴孝（2006）学校医から見た肢体不自由

養護学校の現状と問題点．第 48回日本小児神

経学会総会，千葉

119.端里　香，杉本健郎，中村彰利（2006）乳児

期発症の若年型歯状核赤核淡瘡球ルイ体萎縮

症（DRPLA）姉妹例の脳波の経時的変化．第

48回日本小児神経学会総会，千葉

120.長尾靖子，荒木　敦，石崎優子，國吉京子，

金子一成（2006）チームによる自閉症スペク

トラム診断の試み．第 48回日本小児神経学会

総会，千葉

121.木下　洋（2006）新生児蘇生のアルゴリズム．

平成 18年度大阪府医師会第 1回新生児蘇生講

習会，大阪

122.金子一成（2006）関西医科大学におけるカリ
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キュラムについて．平成18年度第1回教務事務

研究会，大阪

123.木野　稔（2006）心身両面からの小児医療の

実践～心理士と一緒に仕事をして～．和歌山

小児科医会学術講演会，和歌山

124.金子一成（2006）小児の特発性ネフローゼ症

候群の病因．大阪小児科医会第 132回学術集

会，大阪

125.谷内昇一郎，箕浦貴則，金子一成（2006）小

麦アレルギー患者における低アレルゲン化小

麦減感作療法の試み．第 12回大阪食物アレル

ギー懇話会，大阪

126.藤井喜充（2006）当院で経験した回腸回腸結

腸型腸重積の検討．第 15回大阪小児栄養消化

器病懇話会，大阪

127.金子一成（2006）小児の慢性腎疾患の現状と

学校保健．第43回大阪小児保健研究会，大阪

128.金子一成（2006）小児の維持輸液療法 : 最近の

考え方．第49回兵庫県小児腎臓懇話会，大阪

129.木下　洋（2006）新生児乳児の外来診療．尼

崎市医師会講演会，兵庫

130.谷内昇一郎（2006）慢性肉芽腫症の話．つば

さの会例会（原発性免疫不全患者の会），大阪

131.河崎裕英，海老原康博，辻浩一郎（2006）小

児のリンパ腫様肉芽腫症．第109回日本小児科

学会学術集会，金沢

132.吉村　健，寺口正之，荒木　敦，金子一成

（2006）心臓カテーテル検査後に遅発性痙攣を

認めた心房中隔欠損の1例．第109回日本小児

科学会学術集会，金沢

133.荒木　敦，高屋淳二，金子一成（2006）養護

学校に通う児童・生徒の肥満について．第109

回日本小児科学会学術集会，金沢

134.高屋淳二，藤本幸子，今井雄一郎，金子一成

（2006）胆道閉鎖症におけるMRCPの有用性．

第109回日本小児科学会学術集会，金沢

135.小野　厚，圀府寺美，寺口正之，武部充子，

佐々木照子，内山敬達，大川　薫，金子一成

（2006）診断まで 1年半を要した大動脈炎症候

群の1女子例．第109回日本小児科学会学術集

会，金沢

136.石崎優子，服部祐子，藤井由里，谷内昇一郎，

金子一成（2006）PSC日本語版を用いた軽度

発達障害児の二次的な心理社会的問題の評

価．第109回日本小児科学会学術集会，金沢

137.大橋　敦，木下　洋，池本裕実子，北村直行，

辻　章志，伊藤太一，竹安晶子，黒柳裕一，畑

埜泰子，金子一成（2006）10年間の成績から

見た当院NICUにおける患者情報共有と低出生

体重児の予後との関連．第109回日本小児科学

会学術集会，金沢

138.辻　章志，谷内昇一郎，蓮井正史，伊藤太一，

居原田安奈，金子一成（2006）慢性肉芽腫症

患児におけるブドウ球菌貪食刺激下の好中球

一酸化窒素産生量に関する検討．第109回日本

小児科学会学術集会，金沢

139.藤本幸子，野田幸弘，中野崇秀，金子一成

（2006）パルミチン酸デキサメタゾンとシクロ

スポリン併用療法が奏効した HPSの 3例．第

109回日本小児科学会学術集会，金沢

140.蓮井正史，伊藤太一，辻　章志，谷内昇一郎，

金子一成（2006）慢性肉芽腫症における炎症

性腸疾患．第 109回日本小児科学会学術集会，

金沢

141.今井雄一郎，蓮井正史，吉田桃子，中嶋達也，

金子一成（2006）卵巣嚢腫の茎捻転による急

性腹症の 1女児例．第 169回大阪小児科学会，

大阪

142.金子一成（2006）新しい研究プロトコールに

ついて．第 31回関西小児疾患臨床研究グルー

プ例会，大阪

143.村上貴孝（2006）けいれん性疾患の実態と診

療所での初期対応．第 39回守口門真外来小児

科勉強会，大阪

144.鈴川純子，荒木　敦，笠原道雄，金子一成

（2006）当科における先天性 CMV感染症の検

討．第49回大阪小児てんかん研究会，大阪

145.桐山直子，足立　靖，南野桂三，岩崎真佳，

中野景司，小池保志，鈴木康弘，向出裕美，重

松明男，松村美代，池原　進（2006）SCID/hu

マウスを用いたヒト臍帯血からの網膜神経細

胞への分化の検討．第95回日本病理学会総会，

東京

146.向出裕美，足立　靖，鈴木康弘，岩崎真佳，

小池保志，南野桂三，中野景司，重松明男，桐

山直子，上山泰男，池原　進（2006）IBM-BMT

に DLIとドナー骨髄由来樹状細胞を併用した

悪性腫瘍の治療法．第95回日本病理学会総会，



78 関西医大誌　第 59巻

東京

147.重松明男，足立　靖，桐山直子，岩崎真佳，

小池保志，中野景司，向出裕美，今村雅寛，池

原　進（2006）低線量放射線照射が樹状細胞

の活性化に及ぼす影響．第 95回日本病理学会

総会，東京

148.中野景司，足立　靖，南野桂三，鈴木康弘，

岩崎真佳，小池保志，向出裕美，重松明男，桐

山直子，池原　進（2006）M-CSFによるendot-

helial progenitor cell（EPC）のmobilizationメカ

ニズム．第95回日本病理学会総会，東京

149.金子一成（2006）小児の維持輸液療法の再考

―見直される輸液戦略―．第 15回都立豊島病

院小児科公開勉強会，東京

150.吉村　健，寺口正之，荒木　敦，原田佳明，

稲垣隆介，金子一成（2006）完全房室ブロッ

ク（CAVB）に脳硬塞を合併した急性心筋炎の

1例．第19回近畿小児科学会，大阪

151.藤原　亨，田中幸代，辻美代子（2006）当科

におけるサルモネラ腸炎とカンピロバクター

腸炎との比較検討．第 19回近畿小児科学会，

京都

152.木下　洋，北村直行，北島博之，白石淳，金

太　章，南　宏尚，西原正人，市場博幸，根

岸宏邦，藤村正哲，酒井國男（2006）シナリ

オに基づく新生児蘇生講習会と新しい NRPガ

イドライン．第19回近畿小児科学会，京都

153.藤井喜充，森　喜造，木全貴久，村上貴孝，

圀府寺美，木野　稔，中野博光，石崎優子

（2006）反復性腹痛27例の検討．第19回近畿小

児科学会総会，京都

154.寺口正之，吉村　健，金子一成（2006）マル

チスライスCTが経過観察に有用であった超巨

大冠動脈瘤を有する川崎病の1例．第30回近畿

川崎病研究会，大阪

155.金子一成（2006）小児の腎泌尿器疾患におけ

る画像検査法の進歩．第 33回近畿小児腎臓病

研究会，大阪

156.田中幸代，藤原　亨，辻美代子（2006）膀胱

尿管逆流と腎形成異常．第 33回大阪市東部小

児談話会，大阪

157.谷内昇一郎（2006）小児の気管支喘息の最近

の話題．第39回守口・門真外来小児科勉強会，

大阪

158.村上貴孝（2006）インフルエンザ罹患時に熱

せん妄をきたした症例の検討―タミフルとの

関係について．第 39回日本小児神経学会近畿

地方会，大阪

159.藤井喜充，木野　稔，中野博光（2006）移動

性盲腸に伴う盲腸重積症の1例．第42回日本腹

部救急医学会総会，東京

160.辰巳貴美子，大谷　肇，谷内昇一郎，足立

靖，榎木千春，池原　進，今村洋二，金子一

成（2006）Intra-bone Marrow Transplantation of

Bone Marrow Does Not Repair Cardiomyopathic

Heart with Targeted Mutation of delta-sarcogly-

can Gene．第5回日本再生医療学会，名古屋

161.木野　稔（2006）[学校現場における心疾患管

理の問題点」―川崎病を中心として―．府医

師会学校医部会　平成 18 年度学校保健研修

会，大阪

162.木野　稔（2006）乳幼児虐待予防のための対

策と問題点について―地域の小児科医の立場

から．平成 17年度大阪府医師会就学前児保健

研修会，大阪

163.金子一成（2006）小児の維持輸液療法：最近

の考え方．高知県小児科医会学術講演会，高知

164.圀府寺美（2006）発熱の子どもへの対応，大

阪小児科医会公開講演会，大阪

165.原田佳明（2006）マイコプラズマ感染症に併

発した関節炎例．第15回寝屋川小児科懇話会，

大阪

166.辻美代子，田中幸代，藤原　亨（2006）イン

ターネットによる診療予約システム導入によ

る効果の検討．第 27回済生会野江病院学術集

団会，大阪

167.金子一成（2006）小児の維持輸液療法の再考．

第33回大阪小児腎研究会，大阪

168.金子一成（2006）学校検尿の意義とその実態．

第6回和歌山小児腎疾患研究会，和歌山

169.金子一成（2006）ネフローゼ症候群と活性酸

素．平成17年度温仁会総会，大阪

170.木下　洋（2006）新生児蘇生のアルゴリズム．

平成 17年度大阪府医師会第 4回新生児蘇生講

習会，大阪

171.高田晃平，棚野晃秀，徳原克治，浜田吉則，

野田幸弘，中野崇秀，河崎裕英，金子一成

（2006）肝間葉性過誤腫の1例．第22回日本小



第 1号　2007年 79

児がん学会，大阪

172.金子一成（2006）尿路感染症予防：その新し

い治療戦略．第41回日本逆流腎症フォーラム，

東京

173.榎木千春，大谷　肇，呉　　越，辰巳貴美子，

服部玲治，今村洋二（2006）IGF-1 increases

engrafment of transplanted mesenchymal stem

cells and improves cardiac function without dif-

ferentiation in rats with myocardial infarction.

第5回日本再生医療学会，盛岡

著　書

1. 木野　稔，藤井喜充（2006）こどもの腹部エ

コー　達人への一歩（木野　稔編）1–160頁，

医学書院，東京

2. 村上貴孝（2006）重い障害を持つこどもたち

への関わり―校医の立場から．医療的ケア -あ

ゆみといま，そして未来へ（大阪養護教育と

医療研究会編）170–181頁，クリエイツかもが

わ，京都

3. 石崎優子（2006）不登校．学校医・学校保健

ハンドブック―必要な知識と視点のすべて―

（衛藤　隆，中原俊隆編）445–450頁，文光堂，

東京

4. 金子一成（2006）小児科疾患　小児の高血圧．

今日の治療指針（山口　徹，北原光夫，福井

次矢編）2006年版（ポケット判），974–975頁，

医学書院，東京

5. 木下　洋（2006）呼吸窮迫症候群．今日の小

児治療指針（大関武彦）14, 122–123頁，医学

書院，東京

6. 金子一成（2006）夜尿症．今日の小児治療指

針（大関武彦，古川　漸，横田俊一郎編）14,

469–470頁，医学書院，東京

7. 石崎優子（2006）児童生徒の心の問題とその

推進．今日の小児治療指針（大関武彦，古川

漸，横田俊一郎）14, 584–585頁，医学書院，東京

8. 木野　稔（2006）下痢嘔吐症（感染性胃腸炎

～食中毒）．小児救急看護マニュアル（市川光

太郎編）92–97頁，中外医学社，東京

9. 金子一成（2006）水腎症 ,尿路閉塞性腎機能障

害．小児慢性疾患診療マニュアル（加藤忠明

編）初版，124–126頁，診断と治療社，東京

10.金子一成（2006）腎尿路結石．小児慢性疾患

診療マニュアル（加藤忠明編）初版，126–129

頁，診断と治療社，東京

11.金子一成（2006）小児の採尿．小児臨床検査

ガイド（五十嵐隆，水口　雅編）1, 18–23頁，

文光堂，東京

12.木下洋，野村雅子，内田美恵子，清水健二，田

村正徳（2006）小児科医・産科医・助産師・看

護師向けの新生児心肺蘇生の研修プログラム

の作成と研修システムの構築とその効果に関

する研究．平成17年度厚生労働省報告書，181–

184頁，厚生労働省，東京

外科学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Neto JS, Nakao A, Toyokawa H, Nalesnik MA,

Romanosky AJ, Kimizuka K, Kaizu T, Hashimoto

N, Azhipa O, Stolz DB, Choi AM and Murase N

(2006) Low-dose carbon monoxide inhalation

prevents development of chronic allograft nephr-

opathy. Am J Physiol Renal Physiol 290: F324–

F334

2. Nakano A, Toyokawa H, Tsung A, Nalesnik MA,

Stolz DB, Kohmoto J, Ikeda A, Tomiyama K,

Harada T, Takahashi T, Yang R, Fink MP, Morita

K, Choi AMK, Murase N (2006) Ex Vivo applica-

tion of carbon monoxide in University of

Wisconsin Solution to prevent intestinal cold

ischemia/reperfusion Injury. Am J Transplant

6(10): 2243–2255

3. Uchida Y, Kasahara M, Egawa H, Takada Y,

Ogawa K, Ogura Y, Uryuhara K, Morioka D,

Sakamoto S, Inomata Y, Kamiyama Y and Tanaka

K (2006) Long-term outcome of adult-to-adult

living donor liver transplantation for post-kasai

biliary atresia. Am J Transplant 6: 2443–2448

4. Kaibori M, Tanigawa N, Matsui Y, Saito T,



80 関西医大誌　第 59巻

Uchida Y, Ishizaki M, Tanaka H and Kamiyama Y

(2006) Influence of transcatheter arterial

chemoembolization on the prognosis after hepa-

tectomy for hepatocellular carcinoma in patients

with severe liver dysfunction. Anticancer Res

26: 3685–3692

5. Kiyozuka Y, Yamamoto M, Matsuyama T, Miki

K, Tsukamoto R, Shimano N and Tsubura A

(2006) Synchronous granular cell tumor of the

bladder, endometrial carcinoma and endometrial

stromal sarcoma. Asia Pacific J Clin Oncol 2: 64–

67

6. Nakao A, Toyokawa H, Kimizuka K, Nalesnik

MA, Nozaki I, Bailey FJ, Demetris AJ, Starzl TE

and Murase N (2006) Simultaneous bone marrow

and intestinal transplantation promotes marrow-

derived hematopoietic stem cell engraftment and

chimerism. Blood 108: 1413–1420

7. Ikebukuro K, Adachi Y, Suzuki Y, Iwasaki M,

Nakano K, Koike Y, Mukaide H, Yamada Y,

Fujimoto S, Seino Y, Oyaizu H, Shigematsu A,

Kiriyama N, Hamada Y, Kamiyama Y and Ikehara

S (2006) Synergistic effects of injection of bone

marrow cells into both portal vein and bone

marrow on tolerance induction in transplantation

of allogeneic pancreatic islets. Bone Marrow

Transplant 38: 657–664

8. Tanaka K, Yamamoto D, Kanematsu S, Okugawa

H and Kamiyama Y (2006) A four node axillary

sampling trial on breast cancer patients. Breast

15: 203–209

9. Takahashi K, Toyokawa H, Takai S, Satoi S,

Yanagimoto H, Terakawa N, Araki H, Kwon AH

and Kamiyama Y (2006) Surgical influe.nce of

pancreatectomy on the function and count of

circulating dendritic cells in patients with

pancreatic cancer. Cancer Immunol Immunother

55(7): 775–784

10. Kaibori M, Ha-Kawa S K, Uchida Y, Ishizaki M,

Hijikawa T, Saito T, Imamura A, Hirohara J,

Uemura Y, Tanaka K and Kamiyama Y (2006)

Recurrent Hepatitis C After Living Donor liver

Transplantation Detected by Tc-99m GSA Liver

Scintigraphy. Dig Dis Sci 51: 2013–2017

11. Kaizu T, Ikeda A, Nakao A, Takahashi Y, Tsung

A, Kohmoto J, Toyokawa H, Shao L, Brian T

Bucher, Tomiyama K, Michael A, Nalesnik

Murase N, David A. Geller (2006) Donor Graft

Adenoviral iNOS Gene Transfer Ameliorates

Rat Liver Transplant Preservation Injury and

Improves Survival. Hepatology 43(3): 464–473

12. Hamazaki K, Higashihara E, Terachi T, Takada

H, Matsuda T, Kawakita M, Fuse H, Hamazaki

T, Kameyama S, Masai M, Chiba Y, Tokunaga M,

Furuya Y, Okegawa T, Murota T, Kawa G and

Itomura M (2006) The effect of eicosapentaenoic

acid on prostate-specific antigen. In Vivo 20:

397–402

13. Takada K, Hamada Y, Watanabe K, Tanano A,

Tokuhara K, Sato M and Kamiyama Y (2006)

Antenatal magnetic resonance imaging is useful

in providing predictive values for surgical proce-

dures in abdominal wall defects. J Pediatr Surg

41: 1962–1966

14. Kaibori M, Yanagida H, Nakanishi H, Ozaki T,

Yoshida H, Matsui K, Hijikawa T, Kamiyama Y

and Okumura T (2006) Hepatocyte growth factor

stimulates the induction of cytokine-induced

neutrophil chemoattractant through the activa-

tion of NF-κB in rat hepatocytes. J Surg Res 130:

88–93

15. Yanagida H, Kaibori M, Hijikawa T, Kwon AH,

Kamiyama Y and Okumura T (2006) Administra-

tion of rhHGF-activator via portal vein stimu-

lates the regeneration of cirrhotic liver after par-

tial hepatectomy in rats. J Surg Res 130: 38–44

16. Toyokawa H, Nakao A, Stolz DB, Romanosky AJ,

Nalesnik MA, Neto JS, Kaizu T, Demetris AJ and

Murase N (2006) 3D-confocal structural analysis

of bone marrow-derived renal tubular cells dur-

ing renal ischemia/reperfusion injury. Lab Invest

86: 72–82

17. Yamada M, Nishizawa M, Nakatake R, Habara K,

Yoshida H, Ozaki T, Matsui K, Hamada Y,

Kamiyama Y, Ito S, Okumura T (2006) Charac-

terization of alternatively spliced isoforms of the

type I interleukin-1 receptor on iNOS induction

in rat hepatocytes. Nitric Oxide 17(2): 98–105



第 1号　2007年 81

18. Baden T, Yamamichi K, Michiura T, Tsubura A

and Hioki K (2006) Sequential endoscopic find-

ings and histological changes of N-nitrosometh-

ylbenzylamine-induced esophageal carcinogene-

sis in rats. Oncol Rep 16: 965–970

19. Zhang Y, Adachi Y, Suzuki Y, Minamino K,

Iwasaki M, Nakano K, Koike Y, Mukaide H,

Shigematsu A, Kiriyama N, Li C and Ikehara S

(2006) Synergistic effects of granulocyte-colony

stimulating factor and macrophage-colony stimu-

lating factor on recovery of donor hematopoietic

cells in allogeneic bone marrow transplantation.

Oncol Rep 16: 367–371

20. Zhang Y, Adachi Y, Iwasaki M, Minamino K,

Suzuki Y, Nakano K, Koike Y, Mukaide H, Shige-

matsu A, Kiriyama N, Li C and Ikehara S (2006)

G-CSF and/or M-CSF accelerate differentiation

of bone marrow cells into endothelial progenitor

cells in vitro. Oncol Rep 15: 1523–1527

21. Satoi S, Takai S, Matsui Y, Terakawa N, Iwaki R,

Fukui J, Yanagimoto H, Takahashi K, Toyokawa

H, Araki H, Kwon AH and Kamiyama Y (2006)

Less morbidity after pancreaticoduodenectomy

of patients with pancreatic cancer. Pancreas 33:

45–52

22. Terakawa N, Satoi S, Takai S, Yanagimoto H,

Takahashi K, Komiyama Y, Kwon AH,

Kamiyama Y and Takahashi H (2006) Clinical

monitoring of innate cellular immunity of mono-

cytes/macrophages by tumor necrosis factor

alpha productivity in whole blood stimulated by

lipopolysaccharide in patients with pancreatic

cancer. Pancreas 33: 31–37

23. Yanagida H, Kaibori M, Yoshida H, Habara K,

Yamada M, Kamiyama Y and Okumura T (2006)

Hepatic ischemia/reperfusion upregulates the

susceptibility of hepatocytes to confer the induc-

tion of inducible nitric oxide synthase gene

expression. Shock 26: 162–168

24. Qiu Z, Kwon AH, Tsuji K, Kamiyama Y, Oku-

mura T and Hirao Y (2006) Fibronectin prevents

D-galactosamine/lipopolysaccharide-induced

lethal hepatic failure in mice. Shock 25: 80–87

25. Nakano K, Adachi Y, Minamino K, Iwasaki M,

Shigematsu A, Kiriyama N, Suzuki Y, Koike Y,

Mukaide H, Taniuchi S, Kobayashi Y, Kaneko K

and Ikehara S (2006) Mechanisms underlying

acceleration of blood flow recovery in ischemic

limbs by macrophage colony-stimulating factor.

Stem Cells 24: 1274–1279

26. Satoi S, Toyokawa H, Yanagimoto H, Matsui Y,

Takai S and Kamiyama Y (2006) Using an inter-

nal thoracic artery holder in pancreaticojejunos-

tomy. Surgery 140: 836–837

27. Kwon AH, Matsui Y, Kaibori M and Ha-Kawa SK

(2006) Preoperative regional maximal removal

rate of technetium-99m-galactosyl human serum

albumin (GSA-Rmax) is useful for judging the

safety of hepatic resection. Surgery 140: 379–

386

28. Kaibori M, Matsui Y, Hijikawa T, Uchida Y,

Kwon AH and Kamiyama Y (2006) Comparison

of limited and anatomic hepatic resection for

hepatocellular carcinoma with hepatitis C. Sur-

gery 139: 385–394

29. Michiura T, Kanbara T, Nakai K, Inoue K,

Yamamichi K and Nakane Y (2006) Posterior

esophagopexy with dome formation to prevent

reflux in interposed jejunal pouch reconstruction

after total gastrectomy. Surg Today 36: 570–573

30. Kwon AH, Yanagimoto H, Matsui Y and Imamura

A (2006) Agenesis of the gallbladder with hypo-

plastic cystic duct diagnosed at laparoscopy. Surg

Laparosc Endosc Percutan Tech 16: 251–254

31. Nakao A, Toyokawa H, Abe M, Kiyomoto T,

Nakahira K, Choi AM, Nalesnik MA, Thomson

AW, Murase N (2006) Heart allograft protection

with low-dose carbon monoxide inhalation.

Effects on inflammatory mediators and alloreac-

tive T-cell responses. Transplantation 81(2):

220–230

32. Kiyomoto T, Toyokawa H, Nakao A, Kaizu T,

Dmetris AJ, Starzl TE, Murase N (2006) The Dif-

ficuly of Elimminating Donor Leukocyte Micro-

chimerism in Rat Recipients Bearing Established

Organ Allografts. Transplantation 81(3): 438–444

33. Michiura T, Nakane Y, Kanbara T, Nakai K,

Inoue K, Yamamichi K and Kamiyama Y (2006)



82 関西医大誌　第 59巻

Assessment of the preserved function of the

remnant stomach in pylorus-preserving gastrec-

tomy by gastric emptying scintigraphy. World J

Surg 30: 1277–1283

34. Kwon AH and Matsui Y (2006) Laparoscopic

cholecystectomy in patients aged 80 years and

over. World J Surg 30: 1204–1210

35.柳本泰明，高井惣一郎，里井壯平，豊川秀吉，

伊東恭悟，上山泰男（2006）【癌ワクチン療法

の新しい試み】膵癌におけるペプチド化学併

用療法の開発に向けて．Biother　20: 468–474

36.山中英治，亀井有子，加藤裕子（2006）栄養

療法がわかる！ NSTが進められる！栄養って

なぜ大切？絵で理解栄養のことをもっと身近

に．Expert Nurse 22(2): 24-31

37.山中英治，亀井有子，加藤裕子（2006）栄養

療法がわかる！　NSTが進められる！　栄養

療法を進めるために“これだけは知っておき

たい”キホン．Expert Nurse 22(2): 32–41

38.山中英治（2006）【栄養療法がわかる！NSTが

進められる！】こんな時のポイントは？疾患

ごとの栄養療法　術後患者の栄養管理のポイ

ントは？．Expert Nurse 22(2): 46–48

39.高田晃平，日置紘士郎（2006）【第一線医師・

研修医・コメディカルのための新・輸液ガイ

ド　すぐ役立つ手技・手法のすべて】実地診

療で必要な栄養輸液の基礎知識と手技　末梢

静脈からの可及的高カロリー輸液．Med Pract

23（臨増）: 121–125

40.海堀昌樹（2006）～肝癌における肝移植の適

応～ミラノ基準逸脱となる危険因子保有者が

適応に．Medical Tribune第 10回肝臓学会ハイ

ライトニュース

41.山中英治（2006）経静脈・経腸栄養　プラン

ニングとその実践　栄養療法の基礎　栄養管

理法の選択．Medicina 43(5): 738–740

42.加藤裕子，山中英治（2006）【褥瘡の医療　栄

養管理をめぐって】　褥瘡管理におけるNST活

動の実際　NSTと褥瘡対策チームの協働によ

る効果的な褥瘡管理．栄養-評価と治療　23(2):

158–161

43.道浦　拓，中根恭司（2006）【基本手術手技を

カラー写真で解説　術式別看護手順がわかる

実践消化器外科手術マニュアル】胃，十二指

腸　噴門側胃切除術　基礎知識．オペナーシ

ング　（2006春季増刊）: 70–76

44.吉岡和彦（2006）【基本手術手技をカラー写真

で解説　術式別看護手順がわかる実践消化器

外科手術マニュアル】結腸 ,直腸　結腸・直腸

手術のための解剖．オペナーシング　（2006春

季増刊）: 112–113

45.吉岡和彦（2006）【徹底ガイド排便ケア Q&A】

便失禁　お産の時の産道裂傷による便失禁っ

て治るの？　ナーシングケアQ & A　(14): 98–

99

46.吉岡和彦（2006）【徹底ガイド排便ケアQ & A】

便失禁　便失禁を起こす病態や病気ってどん

なのがあるの？　ナーシングケア Q & A

(14): 96–97

47.吉岡和彦（2006）【徹底ガイド排便ケアQ & A】

新肛門　筋肉を電気刺激して肛門を造る手

術って，どんな手術なの？　ナーシングケアQ

& A　(14): 208–209

48.吉岡和彦（2006）【徹底ガイド排便ケアQ & A】

便失禁　便失禁の治療ってあるの？　ナーシ

ングケアQ & A　(14): 102–103

49.中根恭司，道浦　拓（2006）【消化器疾患　state

of arts　消化管（食道・胃・腸）】主要疾患

現況・病態・診断・治療　胃癌　胃切除後の

貯留能再建．医のあゆみ　別冊（消化器疾患

Ver.3）: 577–580

50.岩本慈能，吉岡和彦（2006）【大腸癌化学療法

最近の併用投与】CPT-11（24 時間持続）＋

UFT/LV．癌と化療　33: 901–903

51.道浦　拓，中根恭司（2006）【外科研修医マニュ

アル】術前・術後に必要な処置　中心静脈路

確保．消外　29: 427–429

52.里井壯平，高井惣一郎，柳本泰明，谷川　昇，

米虫　敦，豊川秀吉，荒木　浩，松井陽一，上

山泰男（2006）【熟知すべき最近の画像診断 ;

消化器癌の立体画像】膵頭部癌の診断・治療

におけるMDCTの役割．消外　29: 1441–1448

53.標葉隆三郎，土屋　誉，山崎　繁，谷畑英一，

五関謹秀，西　八嗣，橋口陽二郎，山田好則，

板東隆文，小西敏郎，山本和夫，須田　嵩，加

藤仁司，井上健太郎，山根哲郎，山中英治，岩

瀬和裕（2006）ビタミンB1を配合した糖・電

解質・アミノ酸輸液製剤 AFV-03の比較試験



第 1号　2007年 83

（第 III相）多施設共同による消化器疾患術患者

における検討．新薬と臨床　55(3): 305–338

54.辻本博明，宇野喜代美，山中英治（2006）手

術室におけるクリニカルパスの導入と改訂過

程の検証．日クリニカルパス会誌　8: 141–145

55.今村　敦，大久保遊平，田中宏典，尾崎　岳，

奥野雅史，斉藤隆道，山田　斉，高田秀穂，上

山泰男（2006）腸骨動脈完全閉塞症例にたい

する血管内治療．日血管外会誌　15: 603–610

56.森田美佳，吉岡和彦，畑　嘉高，中野雅貴，岩

本慈能，米倉康博，中根恭司（2006）アンケー

ト調査によるストーマ造設患者におけるス

トーマ受容の解析．日本大腸肛門病会誌　59:

322–327

57.中本博之，箕浦俊之，小田道夫，今村　敦

（2006）Behcet病に伴う腹部大動脈瘤および胃

癌に対し2期的手術を施行した1例．日臨外会

誌　67: 330–333

58.山岡　学，松崎龍典，寺島由香利，有元美代

子，細川美香，阿部　操，岡前文子，大谷哲

司，寺西節子，岸本裕司，海堀昌樹，福原資

郎（2006）移植後にHLA抗体が検出された生

体肝移植．日本輸血学会雑誌　52(1): 80

59.河　相吉，澤田　敏，海堀昌樹，上山泰男

（2006）【肝病態生理研究のあゆみ】99m Tc-

GSAアシアロシンチによるグラフト肝機能評

価．薬理と治療　34 Suppl 2: S183–S187

60.山中英治（2006）〔今どうして NSTなのか？〕

NSTとクリニカルパスの現状と展望．臨床外

科　61(10): 1355–1361

症例報告

1. 三宅　岳，足立　靖，金森千春，保坂直樹，新

宅雅幸，溝上友美，神崎秀陽，上山泰男，池

原　進（2006）ヒトパルボウイルスB19による

胎児水腫の1剖検例．診断病理　23: 318–322

2. Yuri T, Shimano N, Ohashi Y, Miki K, Tsuka-

moto R and Tsubura A (2006) An autopsy case of

primary mixed choriocarcinoma and mature ter-

atoma located in the thymic region associated

with elevated human chorionic gonadotropin lev-

els and characteristic testicular changes. Med

Mol Morphol 39: 49–53

3. 辻　陽子，弥山秀芳，上村祐子，北中直子，米

田篤司，三箇山宏樹，太田由子，寺村重郎，椹

木　晋，堀越順彦，山田正法，松浦　節，北

出浩章，森　　毅，奥野雅史，小倉徳裕，高

田秀穂（2006）癌の緩和ケアで使用した制吐

剤によって惹起された薬原性アカシジアの 3

例．癌と化療　33: 267–269

4. 吉田　良，霜田雅之，肥田侯矢，山神和彦，山

本秀和，小西靖彦，武田　惇（2006）十二指

腸潰瘍が原因と考えられる特発性食道破裂の

1例．手術　60: 249–253

5. 徳原克治，浜田吉則，棚野晃秀，高田晃平，上

山泰男，野田幸弘，中野崇秀，藤井喜充，圀

府寺美（2006）腫瘍破裂，大量腹水貯留を伴っ

た卵巣若年性顆粒膜細胞腫の1幼児例．小児が

ん　43: 18–21

6. 高田晃平，浜田吉則，徳原克治，棚野晃秀，辰

巳貴美子，野田幸弘，中野崇秀，上山泰男

（2006）新生児破裂肝芽腫の 1例．日小外会誌

42: 222–228

7. 三宅　岳，浜田吉則，渡邉健太郎，棚野晃秀，

徳原克治，高田晃平，上山泰男，中野崇秀

（2006）Opsoclonus-myoclonus-ataxiaを契機に

発見された神経芽腫の 1例．日小外会誌　42:

28–34

学会発表

1. Hijikawa T, Kaibori M, Uchida Y, Matsui K, Oku-

mura T and Kamiyama Y (2006) Effect of Insulin-

like Growth Factor-1 on Liver Injury Induced by

D-Galactosamine and Lipopolysaccharide in

Rats. 20th World congress of International Soci-

ety for Digestive Surgery, Rome

2. Kaibori M, Saito T, Matsui Y, Uchida Y, Ishizaki

M, Hijikawa T and Kamiyama Y (2006) The

effect of preoperative transcatheter arterial

chemoembolization on the prognosis after heate-

ctomy for hepatocellular carcinoma. 20th World

congress of International Society for Digestive

Surgery, Rome

3. Kaibori M, Saito T, Matsui Y, Uchida Y, Ishizaki

M, Hijikawa T and Kamiyama Y (2006) Detection

of recurrent hepatitis C by liver scintigraphy

using 99MTC-GSA on living donor liver trans-

plantation. 20th World congress of International



84 関西医大誌　第 59巻

Society for Digestive Surgery, Rome

4. Kaibori M, Saito T, Matsui Y, Uchida Y, Ishizaki

M, Hijikawa T and Kamiyama Y (2006) A review

of the prognostic factors in patients with recur-

rence after liver resection for hepatocellular car-

cinoma. 20th World congress of International

Society for Digestive Surgery, Rome

5. Kwon AH, Matsui Y and Satoi S (2006) Indication

of laparoscopic cholecystectomy for Mirizzi syn-

drome by preoperative spiral computed tomogra-

phy scan after intravenous infusion cholangiogra-

phy. 71th Annual Scientific Meeting of American

College of Gastroenterology, Las Vegas

6. Kwon AH and Qiu Z (2006) Sivelestat, a neutro-

phil elastase inhibitor prevents endotoxin-

induced liver injury in rats following partial hepa-

tectomy. 71th Annual Scientific Meeting of

American College of Gastroenterology, Las

Vegas

7. Kaibori M, Saito T, Uchida Y, Ishizaki M, Tanaka

H and Kamiyama Y (2006) Indications for Liver

Transplantation in Patients with Primary and

Recurrent Hepatocellular Carcinoma. The 35th

World Congress of the International College of

Surgeons, Pattaya

8. Kaibori M, Saito T, Uchida Y, Ishizaki M, Tanaka

H and Kamiyama Y (2006) Influence of Tran-

scatheter Arterial Chemoembolization on the

Prognosis after Hepatectomy for Hepatocellular

Carcinoma in Patients with Severe Liver Dys-

function. The 35th World Congress of the Inter-

national College of Surgeons, Pattaya

9. Saito T, Kaibori M, Uchida Y, Ishizaki M, Tanaka

H and Kamiyama Y (2006) Recurrent Hepatitis C

after Living Donor Liver Transplantation

Detected by TC-99m GSA Liver Scintigraphy.

The 35th World Congress of the International

College of Surgeons, Pattaya

10. Tanaka H, Kaibori M, Ozaki T, Matsui K, Toku-

hara K, Kamiyama Y and Okumura T (2006)

Sodium-Hydrogen Exchanger Inhibitor Down-

Regulates The Induction of Nitric Oxide Produc-

tion in Hepatocytes. The 35th World Congress of

the International College of Surgeons, Pattaya

11. Kwon AH, Imamura A and Sato M (2006) Indica-

tion of laparoscopic cholecystectomy for Mirizzi

syndrome by preoperative spiral computed

tomography scan after intravenous infusion cho-

langiography. 10th World Congress of Endo-

scopic Surgery, Berlin

12. Yoshioka K, Iwamoto S and Nakane Y (2006) Do

We Need an Electrical Stimulator after Gracilo-

plasty in Patients with Rectal Cancer and Faecal

Incontinence? 1st scientific and annual general

meeting European Society of Coloproctology—

ESCP. Lisbon

13. Yamamichi K, Baden T, Michiura T, Nakai K,

Inoue K, Asai A and Nakane Y (2006) Detection

of hematogenous micrometastasis of esophageal

cancer by RT-PCR of CEA mRNA. 8th OESO

World Cong, Avignon

14. Nakai K, Yamamichi K, Kanbara T, Kim S, Michi-

ura T, Inoue K, Asai A and Nakane Y (2006) The

results of esophagogastric anastomosis with

side-to-side suture technique after esophagec-

tomy. 8th OESO World Congress, Avignon

15. Imamura A, Okuno M, Saito T, Tanaka H, Ozaki

T, Yamada H, Kwon AH, Takada H and

Kamiyama Y (2006) Treatment of iliac artery

occlusions (TASC C D) by endovascular therpy:

A durable alternative therapeutic option for

bypass grafting? 第 7 回アジア血管外科学会 ,

Malaysia

16. Takada K, Hamada Y, Watanabe K, Tokuhara K,

Tanano A, Sato M and Kamiyama Y (2006) Cellu-

lar proliferative activity is significantly increased

in gastric mucosa in patients with hepati-

coduodenostomy after excision of choledochal

cyst. British Association of Paediatric Surgeons

53rd Annual International Congress, Stockholm

17. Uchida Y, Sakamoto S, Egawa H, Ogawa K,

Takada Y and Uemoto S (2006) Impact of early

and meticulous management for hepatic artery

thrombosis on long-term outcome after pediatric

living donor liver transplantation. World Trans-

plant Congress2006 The First Joint International

Transplant Meeting, Boston

18. Satoi S, Yanagimoto Y, Takai S, Toyokawa H,



第 1号　2007年 85

Takahashi K, Terakawa N, Yamamoto T and

Kamiyama Y (2006) Circulating dendritic cell as a

new prognostic factor in pancreatic cancer

patients. 2006 ASCO Annual Meeting Atlanta

19. Yanagimoto Y, Mine T, Yamamoto K, Satoi S,

Honma S, Mizoguchi J, Yamada A, Oka M,

Kamiyama Y, Itoh K and Takai S (2006) Immuno-

logical evaluation of personalized peptide vacci-

nation with gemcitabine for advance pancreatic

cancer patients. 2006 ASCO Annual Meeting

Atlanta

20. Kaibori M, Yanagida H, Hijikawa T, Kwon AH,

Kamiyama Y and Okumura T (2006) Administra-

tion of fhHGF-activator via portal rein stimulates

the generation of cirrhotic liver following partial

hepatectomy in rats. 20th IUBMB International

Congress of Biochemistry and Molecular Biology

and 11th FAOBMB Congress, Kyoto

21. Matsui K, Kawaguchi Y, Ozaki T, Tanaka H,

Habara K, Yamada M, Tokuhara K, Yoshida H,

Kaibori M, Kamiyama Y, Nishizawa M, Ito S and

Okumura T (2006) Effects of active hexose

correlated compound for induction of nitric oxide

production of hepatocytes. 20th IUBMB Interna-

tional Congress of Biochemistry and Molecular

Biology and 11th FAOBMB Congress, Kyoto

22. Okumura T, Kaibori M, Yanagida H, Yoshida H,

Habara K, Yamada M and Kamiyama Y (2006)

Hepatic ischemia-reperfusion upregulates the

susceptibility of hepatocytes to confer the induc-

tion of iNOS gene expression. 20th IUBMB

International Congress of Biochemistry and

Molecular Biology and 11th FAOBMB Congress,

Kyoto

23. Ozaki T, Tanaka H, Yamada M, Habara K,

Yoshida H, Matsui K, Tokuhara K, Kaibori M,

Kamiyama Y, Nishizawa M, Ito S and Okumura T

(2006) Effect of cysteamine on the induction of

iNOS stimulated by interleukin-1β in hepato-

cytes. 20th IUBMB International Congress of

Biochemistry and Molecular Biology and 11th

FAOBMB Congress, Kyoto

24. Tanaka H, Kaibori M, Habara K, Yamada M,

Yoshida H, Matsui K, Ozaki T, Tokuhara K,

Kamiyama Y, Nishizawa M, Ito S and Okumura T

(2006) Effect of Na+/H+ exchanger inhibitor

(FR183998) on the induction of inducible nitric

oxide synthase and nitric oxide production of

hepatocytes. 20th IUBMB International Con-

gress of Biochemistry and Molecular Biology and

11th FAOBMB Congress, Kyoto

25. Tokuhara K, Hamada Y, Habara K, Yamada M,

Yoshida H, Ozaki T, Matsui K, Tanaka H, Kaibori

M, Kamiyama Y, Ito S and Okumura T (2006)

Effect of rebamipide on the induction of inducible

nitric oxide synthase stimulated by interleukin-

1β in hepatocytes. 20th IUBMB International

Congress of Biochemistry and Molecular Biology

and 11th FAOBMB Congress, Kyoto

26. Yanagida H, Kaibori M, Hijikawa T, Kwon AH,

Kamiyama Y and Okumura T (2006) Administra-

tion of rhHGF-activator via portal vein stimu-

lates the generation of cirrhotic liver following

partial hepatectomy in rats. 20th IUMBM Inter-

national Congress of Biochemistry and Mole-

cular Biology, Kyoto

27. Matsui K, Kawaguchi Y, Ozaki T, Tanaka H,

Habara K, Yamada M, Tokuhara K, Yoshida H,

Kaibori M, Kamiyama Y, Nishizawa M, Ito S and

Okumura T (2006) Effects of active hexose

correlated compound for induction of nitric oxide

production of hepatocytes. 第79回日本生化学会

大会 , Kyoto

28. Okumura T, Kaibori M Yanagida H, Yoshida H,

Habara K, Yamada M and Kamiyama Y (2006)

Hepatic ischemia-reperfusion upregulates the

susceptibility of hepatocytes to confer the induc-

tion of iNOS gene expression. 第 79回日本生化

学会大会 , Kyoto

29. Ozaki T, Tanaka H, Yamada M, Habara K,

Yoshida H, Matsui K, Tokuhara K, Kaibori M,

Kamiyama Y, Nishizawa M, Ito S and Okumura T

(2006) Effect of cysteamine on the induction of

iNOS stimulated by interleukin-1b in hepato-

cytes. 第79回日本生化学会大会 , Kyoto

30. Tanaka H, Kaibori M, Habara K, Yamada M,

Yoshida H, Matsui K, Ozaki T, Tokuhara K,

Kamiyama Y, Nishizawa M, Ito S and Okumura T



86 関西医大誌　第 59巻

(2006) Effect Na+/H+ exchanger inhibitor

(FR183998) on the induction of inducible nitric

oxide synthase and nitric oxide production of

hepatocytes. 第79回日本生化学会大会 , Kyoto

31. Tokuhara K, Hamada Y, Habara K, Yamada M,

Ozaki T, Matsui K, Tanaka H, Kaibori M,

Kamiyama Y, Ito S and Okumura T (2006) Effect

of rebamipide on the induction of inducible nitric

oxide synthase stimulated by interleukin-1b in

hepatocytes. 第79回日本生化学会大会 , Kyoto

32. Kaibiri M, Yanagida H, Hijikawa T, Kwon AH,

Kamiyama Y, Okumura T (2006) Administration

of rhHGF-activator via portal vein stimulates the

generation of cirrhotic liver following partial

hepatectomy in rats. 第79回日本生化学会大会，

Kyoto

33. Sato M, Hamada Y, Tanano A, Takada K and

Hatano T (2006) The role of laparoscopy in the

treatment of childhood intussusception. 39th

Annual Meeting of the Pacific Association of

Pediatric Surgeons, Taipei

34. Takada K, Hamada Y, Watanabe K, Tanano A,

Tokuhara K, Sato M and Kamiyama Y (2006)

Antenatal MRI is Useful for Predictive Values for

Surgical Procedure in Abdominal Wall Defects.

39th Annual Meeting of the Pacific Association of

Pediatric Surgeons, Taipei

35. Imamura A, Okuno M, Saito T, Tanaka H, Ozaki

T, Takada H and Kamiyama Y (2006) Predictors

of long–term patency after treatment of iliac

artery occlusion by endovascular therapy: dura-

ble alternative therapeutic option for bypass

grafting? 41st Congress of European Society of

Surgical Research, Rostock, Germany

36. Kwon AH, Kaibori M, Imamura A and Kamiyama

Y (2006) Prevention of Pleural Effusion after

Hepatectomy Using Argon Beam Coagulation.

5th World Congress of the International Hepato-

Pancreato-Biliary Association, Tokyo

37. Pirenne J, Waer M, Ferdinande P, Hiele M,

Geboes K, Nevens F, Emonds MP, Koshiba T

and Kitade H (2006) Operational tolerance after

intestinal transplantation. Annual Meeting of the

Belgian Transplantation Society, Brussels

38. Fujii K, Takiuchi H, Narahara H, Inoue K, Imano

M, Kimura Y, Hirao M, Nakane Y, Tsujinaka T,

Furukawa H and Taguchi T (2006) Improved sur-

vival in advanced gastric cancer with the use of

active four agents, S1, irinotecan, taxane, and

cisplatin, in the course of treatment．第 78回日

本胃癌学会総会，大阪

39. Nakai K, Kanbara T, Michiura T, Inoue K,

Yamamichi K and Nakane Y (2006) Study for

Sentinel node biopsy with early gastric cancer. In

single institution. 第78回日本胃癌学会総会，大

阪

40.佐藤正人，小切匡史，元廣高之，今田世紀，高

田晃平，浜田吉則（2006）小児腹腔鏡下脾臓

摘出術の遠隔期合併症としての splenosis．第

19回日本内視鏡外科学会，京都

41.權　雅憲（2006）腹腔鏡下胆嚢摘出術の胃切

除術既往症例への対応．第 19回日本内視鏡外

科学会，京都

42.權　雅憲（2006）胃切除術既往症例に対する

腹腔鏡下胆嚢摘出術の適応について．第 19回

日本内視鏡外科学会総会，京都

43.重松明男，足立　靖，松本憲明，小柳津治樹，

桐山直子，向出裕美，今村雅寛，福原資郎，池

原　進（2006）同種骨髄移植後に急性腎不全

を発症した一剖検例．第 35回日本病理学会近

畿支部学術集会，京都

44. Nakano K, Adachi Y, Hisha H, Koike Y, Mukaide

H, Kiriyama N and Ikehara S（2006）移植と免

疫抑制（NZW x BXSB）F1マウスからのドナー

由来未熟B細胞白血病細胞株の確立（Establish-

ment of a Donor-Derived Immature B Cell

Leukemia Cell Line from (NZW x BXSB) F1

Mice after BMT from C3H Mice）．第 36回日本

免疫学会・学術集会，大阪

45. Shigematsu A, Adachi Y, Kiriyama N, Mukaide

H, Koike Y, Nakano K and Ikehara S（2006）腫瘍

抗原とそれを用いた抗腫瘍免疫制御法　ヒト

正常組織におけるサイトグロブリンの発現相

違（Different expression of Cytoglobin in human

normal tissues）．第36回日本免疫学会総会・学

術集会，大阪

46. Mukaide H, Adachi Y, Nakano K, Koike Y, Kir-

iyama N, Shigematsu A and Ikehara S（2006）



第 1号　2007年 87

Immunotherapy for malignant tumors using com-

bination of IBM-BMI, DLI and dendritic cells．第

36回日本免疫学会総会学術集会，大阪

47.米田祥子，村田紘未，吉田桃子，笠松　敦，中

嶋達也，斉藤淳子，安田勝彦，神崎秀陽，吉

岡和彦（2006）再発と手術を繰り返した子宮

平滑筋肉腫の1症例．第115回近畿産科婦人科

学会学術集会，大阪

48.高田晃平，棚野晃秀，徳原克治，浜田吉則，野

田幸弘，中野崇秀，川崎裕英，金子一成（2006）

肝間葉性過誤腫の1例．第22回日本小児がん学

会，大阪

49.高田晃平，棚野晃秀，徳原克治，浜田吉則

（2006）小児に最適の術式とは？　小児膵管胆

道合流異常に対する至適胆道再建術の検討

胃内胆汁逆流の観点から．第 22回日本小児外

科学会秋季シンポジウム，高松

50.佐藤正人，谷内昇一郎（2006）左横隔膜ヘル

ニアに対する腹腔鏡下手術の 1例―スネーク

リトラクターの応用．第 26回日本小児内視鏡

外科・手術手技研究会，高松

51.道浦　拓，桜本和人，中井宏治，井上健太郎，

山道啓吾，中根恭司（2006）PPG術後の QOL

評価．第36回胃外科・術後障害研究会，栃木

52.櫻本和人，三木博和，道浦　拓，中井宏治，井

上健太郎，山道啓吾，中根恭司（2006）PPG

術後の排出遅延に対する治療．第 36回胃術後

障害研究会，栃木

53.山道啓吾，小松優治，坂井田紀子，道浦　拓，

中井宏治，浅井　晃，中根恭司（2006）長期

間にわたる慢性炎症により発生した多発食道

癌を伴った食道アカラシアの1例．第56回食道

色素研究会，札幌

54.海堀昌樹，内田洋一朗，石崎守彦，斎藤隆道，

上山泰男（2006）非進行肝細胞癌の根治切除

可能症例に対する肝移植の適応．第 68回日本

臨床外科学会総会，広島

55.岩本慈能，吉岡和彦，向出裕美，岡崎　智，中

根恭司（2006）外来クリニカルパスによる

mFOLFOX 6/FOLFIRI療法．第 68回日本臨床

外科学会総会，広島

56.吉岡和彦，岩本慈能，畑　嘉高，中根恭司，上

山泰男（2006）直腸癌患者の人工肛門回避の

ベストチョイスはどのように意思決定される

か？　第68回日本臨床外科学会総会，広島

57.吉田秀行，中井宏治，川口雄才，高田秀穂，中

根恭司，上山泰男（2006）Paclitaxel/S-1併用療

法で腹水が消失した治癒切除不能進行胃癌の

1例．第68回日本臨床外科学会総会，広島

58.山中英治，羽原弘造，寺川直良，北川克彦

（2006）高齢者の多い地域連携型急性期病院に

おけるNSTの現状と課題．第68回日本臨床外

科学会総会，広島

59.山道啓吾，道浦　拓，中井宏治，三木博和，櫻

本和人，金　成泰，井上健太郎，浅井　晃，中

根恭司（2006）進行食道癌に対する集学的治

療の治療成績と問題点．第 68回日本臨床外科

学会総会，広島

60.山尾　順，森本泰介，平岡泰三，森村絵里，山

本智久，柳本泰明，金　成泰，豊川秀吉，里

井壮平，早川克己，上山泰男（2006）術前診

断可能であった PTPシート誤飲による小腸腟

瘻の一例．第68回日本臨床外科学会総会，広島

61.山尾　順，里井壮平，柳本泰明，豊川秀吉，松

井陽一，山本智久，高井惣一郎，山道啓吾，吉

岡和彦，上山泰男（2006）術後離開創に対す

るハイドロファイバーを用いた創処置方法．

第68回日本臨床外科学会総会，広島

62.中本博之，松浦　節，箕浦俊之（2006）胃お

よび横行結腸が縦隔内に嵌入した巨大食道裂

孔ヘルニアの1例．第68回日本臨床外科学会総

会，広島

63.豊川秀吉，里井壮平，柳本泰明，山尾　順，山

本智久，高井惣一郎，上山泰男（2006）当科

における胆道再建と膵管空腸吻合の工夫．第

68回日本臨床外科学会総会，広島

64.柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，松井陽一，山

本智久，山尾　順，高井惣一郎，上山泰男

（2006）膵頭十二指腸切除術後合併症に対する

治療戦略．第68回日本臨床外科学会総会，広島

65.櫻本和人，山道啓吾，道浦　拓，三木博和，中

井宏治，浅井　晃，井上健太郎，植村芳子，中

根恭司（2006）食道原発メラニン欠乏性悪性

黒色腫の1例．第68回日本臨床外科学会総会，

広島

66.佐藤正人，元広高之，今田世紀，小切匡史，棚

野晃秀，高田晃平，濵田吉則（2006）腹腔鏡

下脾臓摘出術後の splenosis．弟 68回日本臨床



88 関西医大誌　第 59巻

外科学会総会，広島

67.岩城隆二，露木　茂，中島康夫，浮草　実

（2006）小腸脂肪腫を先進部とした成人腸重積

症の1例第68回日本臨床外科学会総会，広島

68.道浦　拓（2006）当科における胃切除のクリ

ニカルパス．第7回日本クリニカルパス学会学

術集会，熊本

69.道浦　拓（2006）胃切除術．第7回日本クリニ

カルパス学会学術集会，熊本

70.里井壯平，宮崎浩章，豊川秀吉，柳本泰明，松

井陽一，寺川直良，高井惣一郎，上山泰男

（2006）膵頭十二指腸切除術に対するクリニカ

ルパスの導入．第7回日本クリニカルパス学会

学術集会，熊本

71.坂尾将幸，高橋　悠，福井由理，山科雅央，梅

原秀人，池田耕造，島谷昌明，池田広記，宮

崎浩彰，中橋佳嗣，海堀昌樹，廣原淳子，上

山泰男，関　寿人，岡崎和一（2006）Hemobilia

を来たした胆管細胞癌の1例．2006年日本消化

器関連学会週間（DDW-Japan 2006）第48回日

本消化器病学会総会，札幌

72.里井壯平，高井惣一郎，柳本泰明，豊川秀吉，

上山泰男（2006）MDCTによる膵癌進展度診

断．DDW-Japan 2006　第14回日本消化器関連

学会週間，札幌

73.海堀昌樹，斎藤隆道，内田洋一朗，石崎守彦，

肱川　健，松井陽一，上山泰男（2006）ミラ

ノ基準合致肝細胞癌切除症例における肝移植

適応に関する検討．第10回日本肝臓学会大会，

鹿児島

74.高田晃平，棚野晃秀，徳原克治，浜田吉則

（2006）先天性胆道拡張症術後に肝内結石をき

たした1例．第29回日本膵管胆道合流異常研究

会，徳島

75.中井宏治，北川克彦，羽原弘造，山田正法，浜

田吉則，奥村忠芳（2006）ラット小腸移植に

おける EGFの移植腸管に対する糖及び蛋白に

関する消化吸収促進効果の検討．第 37回日本

消化吸収学会総会，札幌

76.岩本慈能ら（2006）有害事象の発現によりレ

ジメンを変更―mFOLFOX6からmFOLFOX7，

またはFOLFIRIへ．第44回日本癌治療学会総

会，東京

77.山道啓吾，道浦　拓，三木博和，桜本和人，中

井宏治，井上健太郎，浅井　晃，中根恭司

（2006）食道多重癌に対する治療法の検討．第

58回日本気管食道科学会，札幌

78.道浦　拓，神原達也，中井宏治，井上健太郎，

山道啓吾，中根恭司（2006）胃全摘空腸パウ

チ間置再建時の逆流防止の工夫．第 58回日本

気管食道科学会，札幌

79.金　成泰，吉田　良，高田秀穂，大久保遊平，

辻　勝成，中井宏治，森　　毅，北出浩章，奥

野雅史，佐藤正人，今村　敦，川口雄才，權

雅憲（2006）原発性回腸癌の2例．第72回日本

消化器内視鏡学会総会，札幌

80.内田英子，森垣知美，金子香織，平石範子，神

農和枝，森友久美子，岩本　恵，野口加奈子，

沖百合子，森本摂子，寺川直良，羽原弘造，北

川克彦，山中英治（2006）経腸栄養の下痢対

策における寒天固形化の効果．第 16回近畿輸

液・栄養研究会，大阪

81.三宅　岳，足立　靖，金森千春，保坂直樹，新

宅雅幸，神崎秀陽，上山泰男，池原　進（2006）

胎児水腫の1剖検例．第34回日本病理学会近畿

支部学術集会，神戸

82.海堀昌樹，河相　吉，内田洋一郎，石崎守彦，

肱川　健，斎藤隆道，廣原淳子，上山泰男

（2006）肝アシアロシンチによる生体肝移植後

再発C型肝炎の検討．第 42回日本移植学会総

会，千葉

83.北出浩章，權　雅憲，上山泰男，河合　英，高

橋完治，Pirenne J（2006）肝移植レシピエント

の高度に対する身体的限界―肝移植レシピエ

ントとのキリマンジャロ登山．第 42回日本移

植学会総会，幕張

84.岩本慈能，吉岡和彦，向出裕美，岡崎　智，中

根恭司（2006）外来診療でのmFOLFOX6/FOL-

FIRI療法．第44回日本癌治療学会総会，東京

85.岩本慈能，吉岡和彦，向出裕美，岡崎　智，中

根恭司（2006）進行直腸癌に対する5'-DFURと

放射線の術前併用療法．第 44回日本癌治療学

会総会，東京

86.岩本慈能，吉岡和彦，向出裕美，岡崎　智，中

根恭司（2006）大腸癌外来化学療法における

CVポートの安全性と有用性に対する検討．第

44回日本癌治療学会総会，東京

87.向出裕美，足立　靖，桐山直子，鈴木康弘，岩



第 1号　2007年 89

崎真佳，南野桂三，中野景司，小池保志，重

松明男，上山泰男，池原　進（2006）骨髄内

骨髄移植（IBM-BMT）にdonor lymphocyte infu-

sion（DLI）とドナー骨髄由来樹状細胞のパル

ス療法を併用した悪性腫瘍の治療法．第 44回

日本癌治療学会総会，東京

88.高井惣一郎，柳本泰明，里井壮平，豊川秀吉，

高橋完治，寺川直良，峯　孝志，伊東恭悟，上

山泰男（2006）膵癌・胆道癌の治療成績は何

故向上しないのか？　原因と対策　膵癌の腫

瘍免疫からみた悪性度と対策．第 44回日本癌

治療学会総会，東京

89.山道啓吾，馬殿徹也，道浦　拓，中井宏治，井

上健太郎，中根恭司（2006）食道癌における

末梢血微小転移の検出と化学放射線療法が及

ぼす影響について．第 44回日本癌治療学会総

会，東京

90.福井淳一，稲葉宗夫，保坂直樹，坂口雄沢，津

田雅庸，上田祐輔，郭　可泉，李　　銘，上

山泰男，池原　進（2006）骨髄内骨髄移植法

における移植片対宿主病抑制効果の検討．第

44回日本癌治療学会総会，東京

91.瀧内比呂也，今村博司，今野元博，木村　豊，

石田秀之，辻仲利政，楢原啓之，中根恭司，森

本　卓，田村孝雄，松本繁己，原　章倫，福

永浩紀，古河　洋（2006）TS-1抵抗性の進行・

再発胃癌に対する Paclitaxel/Doxifluridine併用

療法の第 III相臨床試験（OGSG0302）．第44回

日本癌治療学会総会，東京

92.三木博和，道浦　拓，桜本和人，井上健太郎，

山道啓吾，中根恭司（2006）PD術後食道表在

癌に対し，salvage局所切除が有効であった 1

例．第553回大阪外科集談会，大阪

93.高田晃平，棚野晃秀，徳原克治，浜田吉則

（2006）こんなときも局注療法をしますか？

第56回小児外科わからん会，大阪

94.岩本慈能，吉岡和彦，向出裕美，岡崎　智，中

根恭司（2006）進行直腸癌に対する5'-DFURと

放射線の術前併用療法．第 61回日本大腸肛門

病学会，弘前

95.吉岡和彦，岩本慈能，中野雅貴，畑　嘉高，中

根恭司（2006）直腸癌の再建術式と術後排便

機能 Graciloplastyは直腸癌の術後再建と排便

機能の改善に寄与するか？　第 61回日本大腸

肛門病学会，弘前

96.吉田　良，大道道大，岩本慈能，吉岡和彦，高

田秀穂，中根恭司（2006）孤立性肝膿瘍を合

併した直腸癌の1例．第61回日本大腸肛門病学

会，弘前

97.海堀昌樹，斎藤隆道，内田洋一朗，石崎守彦，

松井陽一，上山泰男（2006）術前肝機能障害

よりみた肝動脈塞栓術の肝細胞癌肝切除後の

予後におよぼす効果．第 65回日本癌学会学術

総会，横浜

98.三宅　岳，保坂直樹，上山泰男，池原　進

（2006）胸腺移植を併用したアロ骨髄移植（骨

髄内骨髄移植法）によるGVT効果及びGVHR

の検討．第65回日本癌学会学術総会，横浜

99.住本貴美，高岡　亮，島谷昌明，山科雅央，松

本隆之，大宮美香，深田憲将，鈴木　亮，武

尾真宏，福井由理，内田一茂，松下光伸，関

寿人，岡崎和一，豊川秀吉，松井陽一，上山

泰男（2006）内視鏡下に結石排石が認められ

た胆嚢十二指腸瘻の1例．第77回日本消化器内

視鏡学会近畿地方会，京都

100.住本貴美，高岡　亮，島谷昌明，松下光伸，

深田憲将，内田一茂，武尾真宏，鈴木　亮，光

山俊行，関　寿人，岡崎和一，里井壮平，高

井惣一郎，上山泰男（2006）胆管十二指腸吻

合術後 40年して胆管炎，閉塞性黄疸を発症し

診断された胆管癌の一例．第 85回日本消化器

病学会近畿支部例会，大阪

101.武尾真宏，松本隆之，森　茂生，田橋賢也，

島谷昌明，高橋　悠，鈴木　亮，住本貴美，高

岡　亮，岡崎和一，井上健太郎，中根恭司，坂

井田紀子，植村芳子（2006）急速に進展発育

し通過障害を来たした十二指腸神経内分泌腫
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例会，大阪

102.道浦　拓（2006）消化器術後の急性肺障害患

に対するシベレスタットナトリウムの有用

性．北河内フォーラム2006，大阪

103.高田晃平，棚野晃秀，徳原克治，浜田吉則
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畿地方会，兵庫
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の術後，上腹部に大網膿瘍を形成した2例．第

42回日本小児外科学会近畿地方会，兵庫

106.高田晃平，棚野晃秀，徳原克治，浜田吉則，

奥田和之，高橋伯夫（2006）Hirschsprung病の

兄妹発生例．第 42回日本小児外科学会近畿地

方会，兵庫

107.松井康輔，川口雄才，尾崎　岳，田中宏典，

徳原克治，松井陽一，海堀昌樹，西澤幹雄，上

山泰男，奥村忠芳（2006）肝細胞の iNOS誘導

と AHCCの阻害効果―α-グルカン糖画分の効

果―．第14回AHCC研究会，札幌

108.奥川帆麻，山本大悟，川西　洋，小路徹二，

田中完児（2006）巨大腫瘤を呈した乳腺原発
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小路徹二，田中完児，山崎律子，廣濱秀次，漆
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第14回日本乳癌学会総会，金沢

112.森　　毅，田中完児，山本大悟，兼松清果

（2006）トラスツズマブ・パクリタキセル療法
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の1例．第14回日本乳癌学会総会，金沢

113.田中完児（2006）乳癌診療におけるチーム医
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内ドナーリンパ球輸注法による移植片対宿主
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116.川村梨那子，古川富紀子，関　寿人，梅原秀

人，池田耕造，是枝ちづ，岡崎和一，上山泰

男，海堀昌樹，谷川　昇，坂井田紀子（2006）

FNHによりBudd-Chiari症候群様の血流異常を

認めた一例．第42回日本肝癌研究会，東京

117.羽原弘造，浜田吉則，徳原克治，中井宏治，

北川克彦，山田正法，吉田秀行，海堀昌樹，奥

村忠芳，上山泰男（2006）小腸上皮細胞の iNOS

誘導に対するスタチン効果．第 43回日本外科

代謝栄養学会，新潟

118.海堀昌樹，石崎守彦，内田洋一朗，肱川　健，

斎藤隆道，奥村忠芳，上山泰男（2006）ラッ

ト肝切除後エンドトキシン血症に対する Pir-

fenidoneの生体保護効果．第43回日本外科代謝

栄養学会，新潟

119.中井宏治，神原達也，田中義人，金　泰成，

道浦　拓，井上健太郎，山道啓吾，中根恭司

（2006）食道癌術後症例に対する ,グルタミン

ペプチド配合濃厚流動食（サンエットGP）投

与の効果．第43回日本外科代謝栄養学会，新潟

120.徳原克治，浜田吉則，中井宏治，山田正法，

羽原弘造，吉田秀行，尾崎　岳，松井康輔，田

中宏典，海堀昌樹，奥村忠芳，上山泰男（2006）

肝細胞のiNOS誘導に対するrebamipideの効果．

第43回日本外科代謝栄養学会，新潟

121.吉岡和彦，岩本慈能，中野雅貴，畑　嘉高，

中根恭司，上山泰男（2006）人工肛門の回避
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122.肱川　健，海堀昌樹，山田正法，石崎守彦，

内田洋一朗，權　雅憲，上山泰男（2006）GalN/
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123.高井惣一郎，里井壯平，柳本泰明，豊川秀吉，

高橋完治，寺川直良，荒木　浩，松井陽一，上

山泰男（2006）切除可能膵癌の術前放射線化

学療法の意義について（続報）．第61回日本消

化器外科学会学術集会，横浜

124.山道啓吾，道浦　拓，中井宏治，小松優治，
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松井陽一，上山泰男（2006）当科における膵
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本消化器外科学会学術集会，横浜

130.里井壯平，高井惣一郎，豊川秀吉，柳本泰明，

辻　勝成，寺川直良，山尾　順，山本智久，松
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131.海堀昌樹，斉藤隆道，内田洋一朗，石崎守彦，

肱川　健，松井陽一，上山泰男（2006）ミラ

ノ基準合致肝細胞癌切除症例に対する肝移植

の適応に関する検討．第 61回日本消化器外科

学会定期学術集会，横浜

132.岩本慈能，吉岡和彦，向出裕美，岡崎　智，

中根恭司（2006）進行直腸癌に対する5'-DFUR

と放射線の術前併用療法．第 61回日本消化器

外科学会定期学術集会，横浜

133.中根恭司（2006）この症例をどうする―外科

的治療を中心に―（2）胃癌．第61回日本消化

器外科学会定期学術総会，横浜

134.權　雅憲，松井陽一，佐藤正人，今村　敦
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応の検討．第 61回日本消化器外科学会定期学

術総会，横浜

135.羽原弘造，浜田吉則，山田正法，吉田秀行，

尾崎　岳，松井康輔，徳原克治，田中宏典，海

堀昌樹，上山泰男，西澤幹雄，奥村忠芳（2006）
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対するスタチンの効果．第13回肝細胞研究会，
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136.吉田秀行，權　雅憲，羽原弘造，山田正法，

尾崎　岳，松井康輔，徳原克治，田中宏典，海

堀昌樹，上山泰男，西澤幹雄，奥村忠芳（2006）
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カニズム．第13回肝細胞研究会，旭川

137.松井康輔，川口雄才，尾崎　岳，山田正法，

羽原弘造，吉田秀行，徳原克治，田中宏典，海

堀昌樹，上山泰男，西澤幹雄，奥村忠芳（2006）

肝細胞の iNOS誘導とAHCCの保護効果．第13

回肝細胞研究会，旭川

138.田中宏典，海堀昌樹，内田洋一朗，石崎守彦，

羽原弘造，山田正法，吉田秀行，松井康輔，尾

崎　岳，徳原克治，權　雅憲，上山泰男，西

澤幹雄，奥村忠芳（2006）初代培養肝細胞の

一酸化窒素の産生誘導に対する Na+/H+

exchanger阻害剤の効果．第13回肝細胞研究会，

旭川

139.徳原克治，浜田吉則，山田正法，羽原弘造，

吉田秀行，尾崎　岳，松井康輔，田中宏典，海

堀昌樹，上山泰男，西澤幹雄，奥村忠芳（2006）

肝細胞における炎症性サイトカインの iNOS誘

導とrebamipideの効果．第13回肝細胞研究会，

旭川

140.尾崎　岳，田中宏典，山田正法，羽原弘造，

吉田秀行，松井康輔，徳原克治，海堀昌樹，上

山泰男，西澤幹雄，奥村忠芳（2006）Cysteamine

のラット肝細胞 iNOS誘導に与える影響．第13

回肝細胞研究会，旭川

141.内田洋一朗，阪本靖介，小川晃平，笠原群生，

瓜生原健嗣，小倉靖弘，江川裕人，高田泰次，

上本伸二（2006）小児生体肝移植後の動脈血

栓症に対する治療戦略および長期成績．第 24

回日本肝移植研究会，長野

142.上山泰男，松井陽一，川口雄才（2006）外科

系治療における健康補助食品の応用．第 28回
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中根恭司（2006）癒着防止フィルム使用症例

での術後腹腔鏡検査の実施可能性と意義．第

31回日本外科系連合学会学術集会，石川

144.高井惣一郎，里井壯平，柳本泰明，豊川秀吉，

高橋完治，寺川直良，荒木　浩，松井陽一，上

山泰男（2006）膵癌の術前放射線化学療法の

検討．第37回日本膵臓学会大会，東京

145.内田一茂，池浦　司，島谷昌昭，松下光伸，

高岡　亮，里井壯平，高井惣一郎，上山泰男，

岡崎和一（2006）肝・膵臓に認められた炎症

性偽腫瘍の一例．第 37回日本膵臓学会大会，

東京

146.豊川秀吉，里井壮平，高井惣一郎，柳本泰明，

辻　勝成，荒木　浩，寺川直良，山尾　順，山

本智久，松井陽一，上山泰男（2006）当科に

おける膵消化管吻合の工夫．第 37回日本膵臓

学会大会，東京

147.柳本泰明，峯　孝志，里井壯平，豊川秀吉，

高橋完治，寺川直良，山田　亮，岡　正朗，上

山泰男，伊東恭悟，高井惣一郎（2006）膵癌

治療最前線 : テーラーメイド癌ペプチドワク

チン及び塩酸ゲムシタビン併用療法．第 37回

日本膵臓学会大会，東京

148.里井壯平，高井惣一郎，柳本泰明，豊川秀吉，

松井陽一，寺川直良，荒木　浩，山尾　順，山

本智久，上山泰男（2006）MDCTによる膵癌

進行度診断と外科的予後．第 37回日本膵臓学

会大会，東京

149.里井壯平，高井惣一郎，柳本泰明，豊川秀吉，

松井陽一，寺川直良，荒木　浩，山尾　順，山

本智久，上山泰男（2006）膵癌進行度診断

画像診断はどこまで正確か　MDCTによる膵

癌進行度診断と外科的予後．第 37回日本膵臓

学会大会，横浜

150.棚野晃秀，浜田吉則，片岡洋祐，渡辺　淳，

山田久夫（2006）筋層間神経叢における神経

ネットワークの構築　ラット胎児腸管におけ

る検討．第43回日本小児外科学会総会，秋田

151.金　成泰，山道啓吾，道浦　拓，中井宏治，

浅井　晃，神原達也，井上健太郎，中井宏治，

上山泰男，小山恒男（2006）ESDにて切除し

得た遺残頚部食道表在癌の2例．第60回日本食

道学会学術集会，東京

152.桜本和人，山道啓吾，中井宏治，小松優治，

神原達也，金　成泰，道浦　拓，井上健太郎，

浅井　晃，中根恭司（2006）食道癌術後虹彩

転移の1例．第60回日本食道学会学術集会，東

京

153.山道啓吾，道浦　拓，中井宏治，小松優治，

神原達也，金　成泰，井上健太郎，浅井　晃，

中根恭司（2006）進行食道癌に対する術前化

学放射線療法の問題点と今後の課題．第 60回

日本食道学会学術集会，東京

154.小松優治，山道啓吾，道浦　拓，桜本和人，

神原達也，金　成泰，中井宏治，井上健太郎，

浅井　晃，中根恭司（2006）進行食道癌化学

放射線療法後の腹腔リンパ節再発に対し sal-

vage手術が奏功した一例．第 60回日本食道学

会学術集会，東京

155.中井宏治，山道啓吾，小松優治，神原達也，

金　成泰，道浦　拓，井上健太郎，浅井　晃，

中根恭司（2006）頸部食道胃管吻合に自動吻

合器を用いた治療成績．第 60回日本食道学会

学術集会，東京

156.道浦　拓，山道啓吾，桜本和人，田中義人，

中井宏治，井上健太郎，中根恭司，上山泰男

（2006）進行食道癌化学放射線療法における治

療効果判定の限界について．第 60回日本食道

学会学術集会，東京

157.宮崎浩彰，北村　臣，里井壯平，馬庭知弘，

湯浅文雄（2006）当院における電子クリティ

カルパスの導入．第8回日本医療マネジメント

学会学術総会，横浜

158.河　相吉，澤田　敏，海堀昌樹，上山泰男
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106回日本外科学会定期学術集会，東京

200.大久保遊平，里井壯平，高井惣一郎，豊川秀

吉，柳本泰明，寺川直良，山本智久，松井陽

一，權　雅憲，上山泰男（2006）膵頭十二指

腸切除術における自己血輸血の使用経験．第
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山田正法，徳原克治，奥村忠芳，上山泰男

（2006）小腸上皮細胞の iNOS 誘導に対する

HMG-CoA還元酵素阻害剤 pitavastatinの効果．
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著　書

1. 中根恭司（2006）1．基礎的知識　B　術後発

熱の診断．新臨床外科学4（監修：武藤徹一郎，

幕内雅敏）4, 114–116頁，医学書院，東京

胸部心臓血管外科学講座

〈研究概要〉

胸部心臓血管外科学講座は，心臓血管外科と呼吸器外科の2つの診療科を有している．心臓血管外科は

循環器内科や小児科循環器グループとともに，先天性心疾患，虚血性心疾患，弁膜症，大動脈疾患等の

疾患に対し，内科と外科が一体となって研究活動を行っている．また，呼吸器外科は，肺癌，転移性肺

腫瘍，悪性縦隔腫瘍など悪性胸部疾患の外科治療を行い，第一内科呼吸器グループ，放射線科治療部門，
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病態検査科病理部門と研究グループを作り協力して臨床研究活動を行っている．また，神経内科との協

力のもとに重症筋無力症の外科治療も担当し難病の治療成績向上に努めている．

心臓血管外科部門では，手術件数約200例である．小児科循環器グループとも密接な関係を保ち，術前

より互いに協力して治療を行っており，成績向上のため，きめ細かい術前術後管理に努めている．虚血

性心疾患では，動脈グラフトを用いた完全血行再建を基本とし，長年の心筋保護法の研究成果が実り，

安全に手術が行えるようになっている．また，循環器内科での基礎的研究の臨床への応用として，骨髄

幹細胞移殖による血管再生治療を臨床に試みている．弁膜症の治療方針は，自己弁温存をはかる弁形成，

弁輪形成術を第一選択とし，不可能な例に人工弁置換術を行う方針である．経食道エコーの術中導入に

より適切な弁機能の判定が可能となった．大血管疾患は，破裂性大動脈瘤や急性大動脈解離が含まれ，

脳合併症や多臓器不全，感染による死亡例も多いが，大動脈弓部3分枝置換も超低体温循環停止法と選択

的脳潅流法の併用により，安全な手術が可能になった．また，大動脈遮断に伴う脊髄麻痺予防の問題も

極めて重要であり，その予防法の研究をすすめている．

呼吸器外科は，年間約170例の手術症例があり，その多くは原発性肺癌，悪性縦隔腫瘍，転移性腫瘍で

ある．肺癌は，地域医師会と協力し市民検診を積極的に行っており早期発見例が増加しており，治療成

績は向上し，その成績を逐次公表している．これら早期肺癌の外科手術にあたっては胸腔鏡を補助とし

た低侵襲手術を行うことを原則としている．しかし，依然減少しない進行肺癌などに対しては呼吸器内

科，放射線科と協力し集学的治療を積極的に行い予後の改善に努めている．自然気胸も数多い疾患であ

り，若年者が多い本疾患には胸腔鏡手術を多用している．また転移性肺腫瘍も近年症例が増加しその治

療戦略は年々変化し予後の改善がみられてきた．また，以前から当院で積極的な集学的治療を行ってい

る非精上皮腫精胚細胞性腫瘍などの悪性縦隔腫瘍も良好な手術成績の向上をみている．

平成18年度も，心臓血管外科，呼吸器外科ともに，これらの臨床経験に基づいた研究発表が行いえた．

実験的研究では，平成17年度日本学術振興会科学研究費，再生医学難病治療センター，癌治療センター

の補助により，1）組織培養装置の導入により，分子生物学的側面からの研究に基づいた心筋保護に関す

る臨床的，基礎的研究（心筋細胞特異的心筋保護法に関する研究，統合的薬理学 Preconditioningに関す

る研究），2）心，肺移植に関する基礎的研究，3）肺癌に関する細胞免疫学的研究，4）生体吸収性気管

支ステントの開発とその臨床応用，5）虚血性心疾患に対する骨髄幹細胞移殖による再生医療の研究など

を行っている．

また，大阪工業大学生体システム研究室とともに共同研究も進めている．
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脳神経外科学講座

〈研究概要〉

脳腫瘍では悪性グリオーマに対する集学的治療を行い，手術材料は全例に電顕，組織培養を試みてい

る．株化細胞を基礎にして，フローサイトメトリー（FACS can購入），レーザースキャニングサイトメー

ターによるDNA histgramの解析，サイクリンによるcell kinetics，無菌的細胞分取，更に分子生物学的手

法による解析などを行っている．また，透過型，走査型電顕による形態学的観察も行っている．最近で

は，脳腫瘍の遺伝子治療の基礎実験を行っている．脳血管障害では臨床的に血管内手術とを組み合わせ

た最先端の治療を行っている．小児脳外科では先天性奇形の実験的作成や，水頭症の発生機序について

研究をしている．脳死研究では，平坦脳波の自動解析を法医学・救急科・精神科と合同で研究を行って

いる．頭蓋底外科では，耳鼻科・形成外科とのチームにより困難な手術例に対する種々のアプローチを

研究している．

虚血脳や脊髄損傷における骨髄移植による神経再生の基礎実験を臨床応用に向けて研究中である．
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57.稲垣隆介，川口琢也，山内康雄，河本圭司
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著　書

1. 沼　義博，河本圭司（2006）前頭蓋底腫瘍お

よび近傍腫瘍に対する頭蓋底アプローチ．脳

腫瘍の外科|脳腫瘍手術の進歩と限界|（田渕

和雄編）218–221頁，メディカ出版，大阪

2. 河本圭司，山原崇弘，沼　義博，龍　尭志，大

石哲也，大重英行，李強（2006）悪性グリオー

マの手術範囲決定―形態と cell kinetics―．脳

腫瘍の外科―脳腫瘍手術の進歩と限界―（田

渕和雄編）26–31頁，メディカ出版，大阪

整形外科学講座

〈研究概要〉

〈基礎研究〉

1．自己免疫疾患

我々はアロ全骨髄細胞移植を骨髄内に直接投与する「骨髄内骨髄移植法」により，様々な難治性自己

免疫疾患モデルマウスの治療を行ってきた．SKG/JclマウスはT細胞シグナル伝達分子の点突然変異を持

つマウスであり，滑膜炎や，骨・軟骨破壊がみられる関節リウマチのモデルマウスである．発症前のSKG

マウスにアロ全骨髄細胞を骨髄内骨髄移植し，自己免疫疾患のより効果的な治療方法について検討した．

生後2ヶ月齢の発症前のSKGマウスに，5 Gy×2回の放射線分割照射を行い，翌日にB6マウスの全骨髄

細胞を脛骨内に直接投与した．未治療群では生後3ヶ月ごろより足関節の腫脹，発赤が認められたが，骨

髄移植群では6ヶ月経過時おいても関節炎症状は認められなかった．6ヶ月経過時の骨髄移植群の骨髄内，

脾臓内，リンパ節内のリンパ球はドナー由来に置換され，すべての血球系の割合は正常マウスと同程度

に回復していた．骨髄移植群の骨を3週間培養し，回収した接着細胞（ストローマ細胞）もすべてドナー

由来に置換されていた．MLRを行った結果，骨髄移植群は自己であるB6および SKGマウスにはトレラ

ンスを示し，また，サードパーティであるC3Hマウスには正常な反応を示した．SKGマウスに対し，正

常な骨髄細胞を移植することにより，免疫抑制剤などを用いずに治療が可能であった．骨髄内骨髄移植

はドナー由来の造血系幹細胞と間葉系幹細胞を同時に置換することが可能であり，その結果，骨免疫系

を正常に回復することが可能であると考えられた．以上国内の学会に発表し，海外論文に投稿中である．

2．骨壊死疾患

ステロイドは様々な治療で必要な薬剤であるが，その合併症も多数報告されている．合併症のうち大

腿骨頭壊死は大きな問題であるが，今回，ステロイド誘発家兔骨壊死に対する骨髄細胞移植を用いた新

しい治療法を開発した．

①ステロイド投与前の骨髄細胞を採取し，methylprednisolone（MPSL: 20 mg/kg）を筋注により作成し

たステロイド誘発家兔骨壊死モデルの大腿骨に注入した．結果，大腿骨壊死発生率は約70％から0％へ減

少していた，骨髄移植群の大腿骨内の骨髄細胞は活性化しており，VEGF染色陽性細胞や Tunnel染色陽
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性細胞は非骨髄移植群に比べ有意に低下していた．

骨髄細胞を直接骨髄内に投与することにより骨髄内局所の活性化，骨髄細胞の脂肪変性抑制，さらに

髄内圧の抑制が得られた結果，骨壊死を抑制することが可能と考えられた．さらに血中止血・凝固系も

改善しており，ステロイドに暴露されていない骨髄細胞が血管内皮細胞に作用した可能性も考えられた．

骨髄内骨髄移植はあらたな治療方法になりうると考えられた．以上国内の学会に発表し，Rheumatology

にacceptされた．

②ステロイド投与後骨髄細胞は変性し，骨壊死となる可能性がある．今回ステロイド投与後の骨髄細

胞を1週間 in vitroで培養し，methylprednisolone（MPSL: 20 mg/kg）を筋注により作成したステロイド誘

発家兔骨壊死モデルの大腿骨に注入した．ステロイドを加えた骨髄細胞の BAP（骨型アルカリホスファ

ターゼ）の活性化は1週間の培養によりほぼ正常値に回復していた．この回復した骨髄細胞をステロイド

投与後家兔に投与したところ実験①と同様の結果を得た．

ステロイド投与後においてもリフレッシュした骨髄細胞にすることにより骨壊死発症の治療が可能で

あった．

以上国内の学会に発表し，Modern Rheumatologyにacceptされた．

3．脊椎疾患

変生椎間板に対する治療として，動物モデルで椎間板内への遺伝導入やサイトカイン治療が報告され，

良好な結果を示している．しかし，長期的な安全性については不明な点が多い．自己椎間板髄核細胞や

間葉系幹細胞を用いた椎間板細胞も報告が散見されるが効果が不十分である．従来の方法である吸引法

で採取した新鮮全骨髄細胞の使用は，末梢リンパ球や赤血球が混入するため，特に椎間板内への使用を

考えると，自己免疫反応を引き起こす可能性もあり，その使用は困難であった．今回我々は，末梢血の

混入を防ぐことが可能な灌流式骨髄細胞採取法により採取した新鮮全骨髄細胞と椎間板髄核細胞を共培

養し，椎間板髄核細胞への影響を検討した．Fisher344/slcラット雄を使用し，灌流法もしくは吸引法で

採取した骨髄細胞と椎間板細胞を共培養した．新鮮全骨髄細胞は，培養された間葉系幹細胞に比べ，椎

間板髄核細胞の細胞増殖能力と細胞外器質の合成能力を亢進させることが可能であった．また，椎間板

細胞の増殖能力と細胞外器質の両方を活性化する因子の1つであるTGF-βの産生量が全骨髄細胞群で，有

意に亢進していた．培養された間葉系幹細胞に比べ，新鮮全骨髄細胞を用いることにより椎間板髄核細

胞の高い活性化が得られた．さらに灌流法より採取した骨髄細胞は，自己免疫反応を引き起こす末梢血

の混入が減少するため，直接椎間板内への注入が可能であると考えられた．以上国内の学会に発表し，

海外の論文に投稿中である．

4．関節疾患

前十字靭帯（ACL）損傷は高頻度に起こる外傷の一つであるが，自然治癒能力に乏しく再建術が一般

に行われている．ACL不全断裂モデルラットを用いて膝関節内骨髄移植を行い，ACL損傷に対する骨髄

移植の有効性の確立と靭帯再生のメカニズムを解析し，将来外科的手術の補助的手段の一翼を担う方法

を開発する．

Fischerラットを用いてACL不全断裂モデルを作成．このラットに骨髄細胞，間葉系細胞を関節内に投

与した．関節内投与後2週後にオートグラフ（SHIMADZU）による力学的評価と組織学的評価を行い，関

節内サイトカインを測定した．ACL不全断裂モデルラットに対する膝関節内骨髄細胞移植は有効であり，

間葉系細胞移植に比して力学的強度は高かった．将来，骨髄細胞移植は外科的手術の簡便かつ安全な補

助的手段となる可能性がある．以上国内の学会に発表した．
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〈臨床研究〉

1．手の外科

リウマチ手の変形や腱損傷，外傷による手の障害に対し外科的治療を行うと共に種々の手関節疾患に

対し，手関節鏡等を用いその病態の解明を行っている．手だけでなく上肢全般に外傷等での手術の工夫

や手指の短縮に対する仮骨延長を用いた手指の延長も行い良好な成績を得ている．また，腱移行や腱を

用いた手の再建手術に対しハンドセラピストと密接に連携を保ち，術後早期よりの運動療法を行いこれ

らの臨床成績について報告した．

2．電気生理診断学

電気生理学的手法を用いて，中枢・末梢神経を対象とした基礎的・臨床的研究を行ってきた．臨床面

では術中脊髄モニタリングの臨床応用，脊髄症術中診断に用い，その成果を上げた．基礎的研究では，

末梢神経有連続性損傷に対する端側吻合の原理を引用した bypass移植術の有用性，末梢神経端側吻合後

の再生軸索の起源をウサギ腓骨神経損傷モデルを用いて証明し，国内外の末梢神経関連学会，雑誌に発

表した．

3．関節疾患

関節炎，関節症に対して，人工関節置換術，主にその術後成績を検討し学会発表，論文投稿を行って

きた．特に人工股関節では新しいインプラントの開発を行い，広く市場で使用されるようになった．ま

たセメントテクニックの指導，抗菌剤入りセメントの物性について研究，発表を行っている．膝関節に

おいては，各種人工膝関節，単関節置換について症例を重ね学会発表を行っている．また，人工関節術

後の緩みや感染に広範囲に骨欠損を認める場合，同種骨を併用し様々な角度からの再建を行っている．

膝関節，股関節鏡視下手術も行い学会発表を行っている．

4．脊椎外科

脊椎外科全般に関して，臨床的研究を行っている．主たる内容は，脊椎外科における低侵襲手術，頚

髄症に対する後方支持組織温存術式の開発，頚椎椎間板ヘルニアに対する後方からの摘出術，術後C5麻

痺の発生メカニズム，脊椎感染症の外科的治療，骨粗鬆症性の脊椎骨折後の遅発性神経障害の病態，胸

腰椎に対する脊椎インストルメンテーションの合併症，脊椎固定術後の隣接椎障害等であり，手術成績

の向上に努めている．特に顕微鏡下の脊椎手術を積極的に行ない，侵襲の少ない術式の開発に取り組ん

でいる．研究面では，引き続き新しい腰椎前方固定術式のバイオメカニカルな検討を行なっている．
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本集中治療医学会，大阪

63.飯田寛和（2006）私が骨セメントを使用する

理由．セメントヒップ講演会及びワーク

ショップ，新潟
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64.飯田寛和（2006）人工股関節再置換術の実際．

第10回兵庫股関節研究会，神戸

65.笹井邦彦（2006）低侵襲手術からみた腰部脊

柱管狭窄症に対する固定術の適応．第 13回群

馬脊椎脊髄疾患研究会，群馬

66.齋藤貴徳，市岡直也，藤澤礼子，足立　崇

（2006）体性感覚誘発電位におけるN16の記録

法と臨床応用―N16遠隔電場電位を用いた梨

状筋症候群の診断―．第 28回脊髄機能診断研

究会，東京

67.宮島茂夫，大野博史，中村誠也，飯田寛和

（2006）当科での感染TKAに対する治療方針．

第36回日本人工関節学会，京都

68.中村知寿，和田孝彦，徳永裕彦，飯田寛和

（2006）制御型カップを用いた人工股関節置換

術の治療経験．第36回日本人工関節学会，京都

69.和田孝彦，松矢浩暉，徳永裕彦，飯田寛和

（2006）抗生剤混入骨セメントの特性－バンコ

マイシンとテイコプラニンの比較．第 36回日

本人工関節学会，京都

70.飯田寛和（2006）股関節に関する最近の話題．

浜松整形外科医会，浜松

71.井口有子，辻田美樹，安井浩司，小川　豊，大

窪　博，徳永裕彦，北澤康秀（2006）熱傷後

に異所性骨化を生じた1例．第14回日本熱傷学

会近畿地方会，岸和田

72.三宅ヨシカズ，安井浩司，松島貴志，小川

豊，宮崎秀行，中村誠也，北澤康秀，中谷壽

男（2006）皮下深部まで達した電撃傷の 1例．

第14回日本熱傷学会近畿地方会，岸和田

73.鋳谷敏夫，若林　英，笹井邦彦，丸山東勲，飯

田寛和（2006）鑑別を要した脱出型腰椎椎間

板ヘルニアの1例．第408回整形外科集談会京

阪神地方会，大阪

74.飯田寛和（2006）股関節手術のサルベージ．第

4回長崎骨と関節フォーラム，長崎

形成外科学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Wang YB, Kusumoto K, Kakudo N and Ogawa Y

(2006) The use of skin allograft with donor-spe-

cific tolerance in a rabbit model of full-thickness

burn. Burns 32: 737–743

2. Shimotsuma A, Kusumoto K and Ogawa Y (2006)

Quantification of mentolabial profile using lateral

roentgen cephalography and profile reconstruc-

tion by mandibular osteotomy in healthy adults

and patients with scar contracture following

severe facial burns. Burns 32: 619–625

3. Tanabe A, Ogawa Y, Takemoto T, Wang Y,

Furukawa T, Kono H, Adachi Y and Kusumoto K

(2006) Interleukin 6 induces the hair follicle

growth phase (anagen). J Dermatol Sci 43: 210–

213

4. Kakudo N, Kusumoto K, Wang Y B, Iguchi Y and

Ogawa Y (2006) Immunolocalization of vascular

endothelial growth factor on intramuscular

ectopic osteoinduction by bone morphogenetic

protein-2. Life Sci 79: 1847–1855

5. Kakudo N, Kusumoto K, Kuro A and Ogawa Y

(2006) Effect of recombinant human fibroblast

growth factor-2 on intramuscular ectopic

osteoinduction by recombinant human bone mor-

phogenetic protein-2 in rats. Wound Repair

Regen 14: 336–342

6. Kurokawa I, Mizutani H, Kusumoto K, Nishijima

S, Tsujita-Kyutoku M, Shikata N and Tsubura A

(2006) Cytokeratin, filaggrin, and p63 expression

in reepithelialization during human cutaneous

wound healing. Wound Repair Regen 14: 38–45

7. 久徳茂雄（2006）形成外科からみた重症虚血

肢（その 2）その外科治療について．Angiol

Front　5: 1–5

8. 山村有美，葛西健一郎（2006）【女性に特有の

皮膚疾患診療マニュアル】肝斑．Derma.

(119): 42–47

9. 小川　豊（2006）【血管　その病変と治療】眼

瞼部苺状血管腫に対する視機能を考慮した治

療．PEPARS　(9): 22–28

10.酒井めぐみ，葛西健一郎（2006）単純性血管

腫のレーザー治療．PEPARS　(7): 1–11
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11.田辺敦子，三宅省吾，小川　豊，楠本健司

（2006）塞性動脈硬化症その他による難治性潰

瘍に対する新しい治療法shock wave therapyに

ついて．医工治療　18: 173–179

12.畔　熱行，葛西健一郎，酒井めぐみ，山村有

美，久野　文，高橋健造（2006）Q-switched

Nd:YAG Laser（1064 nm）治療が著効した銀皮

症の1例．日形会誌　26: 604–607

13.井口有子，葛西健一郎，酒井めぐみ，山村有

美，久野　文（2006）炭酸ガスレーザー治療

による表皮母斑の治療経験．日形会誌　26:

107–112

14.伊藤文人，菅　豊明（2006）眉毛部へのステ

ロイド懸濁液注射後に急激に視力障害を生じ

た 1例―ステロイド懸濁液による重篤な合併

症について―．日形会誌　26: 682–685

15.森　雄大，小川　豊，木下慎介，畔　熱行，村

岡道徳，原田輝一，元村尚嗣，若見暁樹，佐々

木直美，大場教弘，波多野隆治，久徳茂雄，井

上唯史，富野祐里，下間亜由子，山本　純，田

辺敦子，三宅省吾，佐々木富美子，原岡剛一，

伊藤文人，菅　豊明，福田　智，大西早百合，

堀尾　修，日原正勝，田嶋敏彦，谷口俊子，綾

部　忍，西村真紀子，山本理奈（2006）熱傷

創に対するトラフェルミン（フィブラストス

プレー）の検討．熱傷　32: 33–39

16.田辺敦子，三宅省吾，加川隆三郎，楠本健司，

小川　豊（2006）ヒトパピローマウィルスと

皮膚癌の検討．洛和会病医誌　17: 21–24

17.藤森佐和子，下間亜由子，覚道奈津子，山本

純，小川　豊（2006）陥入爪治療におけるフェ

ノール法での圧抵時間，治癒期間，再発率の

比較検討．臨皮　60: 1174–1177

総　説

1. 稲垣隆介，久徳茂雄，瀬野敏孝，川口琢也，大

重英行，山内康雄，河本圭司（2006）頭蓋縫

合早期癒合症の基本的概念と治療．脳神外

ジャーナル　15: 105–113

症例報告

1. Kakudo N, Kusumoto K, Fujimori S, Shimot-

suma A and Ogawa Y (2006) Reconstruction of a

natural-appearing umbilicus using an island flap:

case report. J Plast Reconstr Aesthet Surg 59:

999–1002

2. 小西朝子，今出川盛宣，小西研史，覚道奈津

子，山本　純，下間亜由子（2006）CHOP療法

中の血管外漏出による広範囲皮膚壊死の 1例．

皮の科　5: 102

学会発表

1. Inagaki T, Kyutoku S, Kawaguchi T, Uesaka T,

Ryu T, Yamahara T, Seno T, Oishi T, Yamano-

uchi Y and Kawamoto K (2006) If there is an

indication of intervention for mild form of cranio-

synostosis. Consensus Conference on Cranio-

synostosis, Rome

2. Inagaki T, Kyutoku S, Kawaguchi T, Uesaka T,

Ryu T, Yamahara T, Seno T, Oishi T, Yamano-

uchi Y and Kawamoto K (2006) The management

of craniosynostosis using distractors: the benefit

and limitation. Consensus Conference on Cranio-

synostosis, Rome

3. Kyutoku S, Seno T, Inagaki T, Yamanouchi Y and

Kuro A (2006) Efficacy of ICP Monitoring for

Mild Craniosynostosis. 6th APCA Conference,

Singapore

4. Kusumoto K, Yamamoto I, Kuniyoshi K and

SHimotsuma A (2006) Record and Analysis of

Lip Motion Using an In-contacted Motion cap-

ture System After Cleft lip Operation. 18th Con-

gress of European Association for Cranio-Maxil-

lofacial Surgery, Barcelona

5. Kasai K (2006) Lasers to Treat Nevus of Ota/Ito:

The Osaka Experience: Long Term Results/

Complications. International Conference Barce-

lona 2006 – advances and controversies in laser

medicine and surgery, Barcelona

6. Harada T, Ogawa Y, Kusumoto K and Mori Y

(2006) Boosted re-epithelization with basic fiblo-

blast growth fctor in deep dermal burn wound.

XIII International Society for Burn Injurirs, Tor-

talenza

7. Kasai K (2006) Laser Treatment of Acquired

Dermal Melanocytosis / Senile Facial Pigmented

Lesions. International Conference Barcelona

2006 – advances and controversies in laser medi-
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cine and surgery, Barcelona

8. Kasai K (2006) Laser treatment for nevi and

Asian facial pigmented disorders. 2006年浙江省

整形外科美容外科学術集会，杭州

9. Kakudo N, Shimotsuma A and Kusumoto K

(2006) Bone Tissue Engineering Using Multi-

potential Cells from Human Adipose Tissue and

Three-Dimensional Composites. 18th Congress

of European Association for Cranio-Maxillofacial

Surgery, Barcelona

10. Hihara M, Matsushima T, Tanaka Y, Ogawa Y

and Kusumoto K (2006) Functional Reconstruc-

tion of Severely Burned Hand with Osseous

Blood Flow Deficiency. The 8th Korea-Japan

Congress of Plastic and Reconstructive Surgery,

Jeju

11.葛西健一郎（2006）眉毛・睫毛の植毛．第 12

回日本臨床毛髪学会（学術講習会），別府

12.久徳茂雄，井上唯史，浅井　悌，田中博之

（2006）高齢者の熱傷3例．第14回日本熱傷学

会近畿地方会，岸和田

13.浅井　悌，小西陽子，井上唯史，久徳茂雄

（2006）両側下腿の凍傷を契機にコンパートメ

ント症候群を呈した1例．第14回日本熱傷学会

近畿地方会，岸和田

14.覚道奈津子，三宅省吾，櫛田哲史，楠本健司，

Britt Wildemann, Georg N. Duda（2006）GDF-5

の筋肉内埋入による骨軟骨誘導能についての

実験的検討．第36回日本創傷治癒学会，東京

15.福田　智，大西早百合，三宅ヨシカズ，楠本

健司（2006）踵部虚血性潰瘍にPRP療法（PRP

ゲル上に植皮術）で創閉鎖し得た1例．第36回

日本創傷治癒学会，東京

16.井上唯史，松島貴志，楠本健司（2006）尿道

造膣瘻に至った性転換手術の一例．第 87回日

本形成外科学会関西支部学術集会，奈良

17.櫛田哲史，三宅省吾，堀尾　修，下間亜由子，

楠本健司（2006）デグロービング損傷の植皮

術後に発症したアナフィラクトイド紫斑の 1

例．第 87回日本形成外科学会関西支部学術集

会，奈良

18.笹尾卓史，田辺敦子（2006）ASO 他に対する

新しい治療方法―Shock Wave Therapy―につ

いて（第2報）．第87回日本形成外科学会関西

支部学術集会，奈良

19.三宅省吾，覚道奈津子，櫛田哲史，下間亜由

子，楠本健司（2006）多発性基底細胞癌の1例．

第 87回日本形成外科学会関西支部学術集会，

奈良

20.山本　純，鈴木健司，下間亜由子（2006）メッ

シュ感染をおこした腹壁瘢痕ヘルニアの再建

例．第 87回日本形成外科学会関西支部学術集

会，奈良

21.田中義人，藤井ゆず子，伊藤文人（2006）保

存的治療を行ったPTCAによる放射性潰瘍の2

例．第 87回日本形成外科学会関西支部学術集

会，奈良

22.畔　熱行，久徳茂雄，井上唯史，佐野寿哉，赤

松栄之，島　盛隆（2006）下顎巨大エナメル

上皮腫切除後の CI麻痺側腓骨による再建術．

第 87回日本形成外科学会関西支部学術集会，

奈良

23.下間亜由子，楠本健司，山本一郎（2006）非

接触光学式動作解析システムによるsmile時の

口唇運動の記録と解析．第 16 回日本シミュ

レーション外科学会，高槻

24.久徳茂雄，瀬野敏孝，稲垣隆介，山内康雄，富

野祐里，井上唯史，河本圭司（2006）頭蓋縫

合早期癒合軽症例における頭蓋内圧測定の意

義．第23回日本頭蓋顎顔面外科学会，長崎

25.伊藤文人，田中義人，藤井ゆず子（2006）耳

下腺被膜下に存在したlymphoepithelial cystの1

例．第24回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会，

長崎

26.下間亜由子，久徳美樹，竹本剛司，堀尾　修，

楠本健司（2006）多発顔面骨骨折変形治癒例

の治療とその方略．第 24回日本頭蓋顎顔面外

科学会学術集会，長崎

27.大西早百合，福田　智，楠本健司，奥田大造

（2006）顔面変形をきたした巨大含歯性嚢胞の

1例．第 24回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集

会，長崎

28.畔　熱行，久徳茂雄，上羽哲也，金井理恵，瀬

戸嗣郎（2006）狭頭を合併した低フォスファ

ターゼ血症の1手術例．第24回日本頭蓋顎顔面

外科学会学術集会，長崎

29.堀尾　修，楠本健司，下間亜由子，覚道奈津

子（2006）側面頭部Ｘ線規格写真を用いた一
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般成人の下顎形態の分析（硬組織を基準とし

て）．第 24回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集

会，長崎

30.國吉京子，下間亜由子，南方竜也，楠本健司

（2006）口蓋裂術後の鼻咽喉閉鎖機能不全例へ

の補助装具（軟口蓋挙上装置）の活用．第 24

回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会，長崎

31.竹本剛司，堀尾　修，下間亜由子，楠本健司

（2006）当科における苺状血管腫105例の検討．

第27回日本レーザー医学会総会，千葉

32.覚道奈津子，下間亜由子，三宅省吾，櫛田哲

史，楠本健司（2006）ヒト脂肪組織由来細胞

によるアテロコラーゲンにおける 3次元骨再

生．第 15回日本形成外科学会基礎学術集会，

埼玉

33.覚道奈津子，三宅省吾，櫛田哲史，楠本健司，

Wildemann Britt, Duda Georg N.（2006）GDF-5

の筋肉内埋入による骨軟骨誘導能についての

実験的検討．第 15回日本形成外科学会基礎学

術集会，埼玉

34.竹本剛司，覚道奈津子，楠本健司（2006）肋

軟骨移植後の彎曲変形に関する実験的研究．

第15回日本形成外科学会基礎学術集会，埼玉

35.國吉京子，長尾靖子，荒木　敦，楠本健司

（2006）言語外来における自閉症等広汎性発達

障害の検査とその指導―小児科との連携―．

第 51回日本音声言語医学会総会学術集会，京

都

36.福田　智，大西早百合，三井秀明，小川　豊

（2006）MDTと植皮術にて救肢出来た糖尿病性

足壊疽の1例．第6回国際双翅目学会，福岡

37.伊藤文人，田中義人，藤井ゆず子（2006）当

院形成外科における褥瘡治療と問題点．第8回

日本褥瘡学会学術集会，埼玉

38.佐竹絵美，堀内ナギサ，井上唯史，鈴木健司，

久徳茂雄，加藤裕子，佐藤美香，北野らん子，

池田京子（2006）ストーマ用装具を使用した

陰圧閉鎖療法の看護面での有用性．第8回日本

褥瘡学会学術集会，埼玉

39.三宅省吾，久徳茂雄，安井浩司，鈴木健司

（2006）脊損患者の坐骨部褥瘡に対する大腿後

面筋皮弁を用いた再建について．第8回日本褥

瘡学会学術集会，埼玉

40.鈴木健司，畔　熱行，井上唯史，楠本健司

（2006）逆行性広背筋皮弁を利用した胸椎部褥

瘡の一例．第8回日本褥瘡学会学術集会，埼玉

41.稲垣隆介，久徳茂雄，河本圭司（2006）小児

脳外科領域（特に頭蓋縫合早期癒合症）に対

する頭蓋底外科手技について．第 18回日本頭

蓋底外科学会，名古屋

42.久徳茂雄，辻　裕之，川上勝弘，沼　義博，河

本圭司（2006）前頭蓋底眼窩再建の治療方針

について．第18回日本頭蓋底外科学会，名古屋

43.久徳茂雄，瀬野敏孝，稲垣隆介，山内康雄

（2006）Craniosynostosis軽症例における頭蓋内

圧測定の意義．第2回Craniosynostosis研究会，

東京

44.國吉京子（2006）口蓋に裂を伴わない“口蓋

裂言語”例の治療経験．第 32回日本コミュニ

ケーション障害学会学術講演会，札幌

45.伊藤文人，田中義人（2006）当院形成外科に

おける暖房器具による熱傷．第 32回日本熱傷

学会総会・学術集会，仙台

46.櫛田哲史，三宅省吾，井口有子，堀尾修，安

井浩司，久徳茂雄（2006）精神疾患を背景と

し，外科的治療を要した熱傷患者についての

検討．第 32回日本熱傷学会総会・学術集会，

仙台

47.日原正勝，松島貴志，田中義人，小川豊，楠

本健司（2006）骨血流不全を伴った手指全周

性深建熱傷の救指例．第 32回日本熱傷学会総

会・学術集会，仙台

48.覚道奈津子，久徳茂雄，櫛田哲史，井上唯史，

佐藤正人（2006）転倒によりpectus barが90度

回転偏位した漏斗胸手術例．第 86回日本形成

外科学会関西支部学術集会，大阪

49.笹尾卓史，田辺敦子（2006）ASO 症例におけ

る切断下肢の皮膚組織の検討．第 86回日本形

成外科学会関西支部学術集会，大阪

50.竹本剛司，楠本健司，小川豊，覚道奈津子，笹

尾卓史（2006）肋軟骨を用いた隆鼻術再建例

における，移植肋軟骨変形のついての 1考察．

第 86回日本形成外科学会関西支部学術集会，

大阪

51.田中義人，藤井ゆず子，伊藤文人（2006）創

傷被覆材としてのdrainage film dressing（仮称）

の有用性．第 86回日本形成外科学会関西支部

学術集会，大阪
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52.南方竜也，松島貴志，楠本健司（2006）右下

腿に発症したマンソン孤虫症の1例．第86回日

本形成外科学会関西支部学術集会，大阪

53.堀尾　修，久徳茂雄，安井浩司，南方竜也，三

宅省吾（2006）耳介上部欠損の5再建例．第86

回日本形成外科学会関西支部学術集会，大阪

54.鈴木健司（2006）脂肪肉腫との鑑別に難渋し

た線維脂肪腫の1例．第86回日本形成外科学会

関西支部学術集会，大阪

55.國吉京子，楠本健司，山本一郎，久徳茂雄

（2006）チームコラボレーションによる軟口蓋

挙上装置（PLP）の活用と調整．第 30回日本

口蓋裂学会総会・学術集会，北安曇郡白馬村

56.田辺敦子，笹尾卓史（2006）ASO 他に対する

新しい治療方法―Shock Wave Therapy―につ

いて．第22回医工学治療学会，福岡

57.伊藤文人，田中義人，菅豊明（2006）創傷治

癒における JETOX創傷洗浄装置の使用経験．

第49回日本形成外科学会総会・学術集会，岡山

58.井口有子，小川　豊（2006）レーザー照射時

の外用局所麻酔薬に関する統計．第 49回日本

形成外科学会総会・学術集会，岡山

59.久徳茂雄，安井浩司，堀尾　修，南方竜也，井

上唯史，小川　豊（2006）眼瞼・眼窩再建の

難しさと戦略．第49回日本形成外科学会総会・

学術集会，岡山

60.笹尾卓史，田辺敦子，奥田聖子，島川哲郎

（2006）当院における褥瘡チームを中心とした

NST活動について．第 49回日本形成外科学会

総会・学術集会，岡山

61.森　雄大，楠本健司，辻田（久徳）美樹，松

島貴志，竹本剛司，安井浩司，小川　豊（2006）

頬骨骨折に合併する顎関節窩骨折についての

検討．第 49回日本形成外科学会総会・学術集

会，岡山

62.菅　豊明，松島貴志，王　毅彪，南方竜也，小

川　豊（2006）デグロービング損傷に於ける

残存手掌側皮膚の二期的利用法について．第

49回日本形成外科学会総会・学術集会，岡山

63.楠本健司，山本一郎，國吉京子，小川　豊

（2006）形成外科言語治療における歯科との連

携とそのあり方について．第 49回日本形成外

科学会総会・学術集会，岡山

64.國吉京子，楠本健司，小川　豊（2006）鰓弓

由来症候群における構音と形成不全との関

係．第49回日本形成外科学会総会・学術集会，

岡山

65.伊藤文人，田中義人，菅　豊明（2006）悪性

腫瘍末期患者への手術経験．第 17回義眼床手

術研究会，神戸

66.久徳茂雄，富野祐里，井上唯史，中島正明

（2006）前頭蓋底眼窩部 fibrous dysplasiaの眼窩

再建例．第17回義眼床手術研究会，神戸

67.畔　熱行（2006）瞼縁を重視した義眼床再建．

第17回義眼床手術研究会，神戸

68.狩谷佳寛，烏野美千代，西　一典，林　真樹，

中谷美和子，田中博之，久徳茂雄，加藤元一

（2006）血清アルブミン値が感染症リスクファ

クターとなり得るかの検討．第 21回日本環境

感染学会総会，東京

69.葛西健一郎（2006）脱毛レーザーの理論的背

景と各種レーザーの比較．日本医学脱毛学会

2006年度学術集会，東京

70.井口有子，辻田美樹，安井浩司，小川　豊，大

窪　博，徳永裕彦，北澤康秀（2006）熱傷後

に異所性骨化を生じた1例．第14回日本熱傷学

会近畿地方会，岸和田

71.井上唯史，久徳茂雄，浅井　悌，田中博之

（2006）高齢者の熱傷3例．第14回日本熱傷学

会近畿地方会，岸和田

72.下間亜由子，山本　純（2006）パレスチナ難

民の顔面熱傷後瘢痕拘縮の治療例．第 14回日

本熱傷学会近畿地方会，岸和田

73.三宅ヨシカズ，安井浩司，松島貴志，小川

豊，宮崎秀行，中村誠也，北澤康秀，中谷壽

男（2006）皮下深部まで達した電撃傷の 1例．

第14回日本熱傷学会近畿地方会，岸和田

74.大西早百合，福田　智（2006）蛆虫による壊

死創面浄化法の熱傷治療への応用．第 14回日

本熱傷学会近畿地方会，岸和田

75.田中義人，伊藤文人（2006）当院形成外科に

おける顔面熱傷についての検討．第 14回日本

熱傷学会近畿地方会，岸和田

76.日原正勝，松島貴志，田中義人，小川　豊

（2006）完全に血流の途絶していた手指全周性

深達熱傷の1例．第14回日本熱傷学会近畿地方

会，岸和田

77.葛西健一郎（2006）機器を用いたエイジング
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治療：タイトニング本音を語る．第1回日本美

容抗加齢医学会，横浜

78.久徳茂雄，畔　熱行，笠井千尋（2006）脳神

経外科との境界領域におけるマイクロサー

ジャリー～とくに頭蓋底外科と顔面神経麻痺

の再建について．第 23 回大阪マイクロサー

ジャリー研究会，大阪

著　書

1. 葛西健一郎（2006）Skin rejuvenationとは何か．

WHAT’S NEW in皮膚科学 2006–2007（宮地良

樹編）128–129頁，メディカルレビュー社，東京

2. 山村有美，葛西健一郎（2006）肝斑に対する

ベスト治療は．WHAT’S NEW in皮膚科学2006–

2007（宮地良樹編）130–131頁，メディカルレ

ビュー社，大阪

3. 小川　豊（2006）眼瞼・義眼床の再建―臨床

例アトラス―．1–124頁，克誠堂出版，東京

4. 葛西健一郎（2006）あざ（母斑）・血管腫．子

どもはすばらしい（牛尾信也監修）461–463頁，

金原書店，東京

5. 萩尾藤江，國吉京子，タミー木村，日比野英

子，山上良一，山本一郎（2006）待ってるよ

赤ちゃん（楠本健司編）1–55頁，法藏館，京都

6. 葛西健一郎（2006）眉毛の訴え　化粧・刺青

から再建まで．毛の悩みに応える皮膚科診療

毛髪最前線（板見智・宮地良樹編）60–66頁，

南山堂，東京

7. 葛西健一郎（2006）シミの治療　このシミを

どう治す？ 1–246頁，文光堂，東京

皮膚科学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Hamakawa M, Sugihara A, Okamoto H and Horio

T (2006) Ultraviolet B radiation suppresses

Langerhans cell migration in the dermis by

down-regulation of α4 integrin. Photodermatol

Photoimmunol Photomed 22: 116–123

2. Kurokawa I, Mizutani H, Kusumoto K, Nishijima

S, Tsujita-Kyutoku M, Shikata N and Tsubura A

(2006) Cytokeratin, filaggrin, and p63 expression

in reepithelialization during human cutaneous

wound healing. Wound Repair Regen 14: 38–45

3. 堀尾　武（2006）太陽紫外線の生体への影響

とその防御技術　紫外線 DNA 損傷と免疫抑

制．FRAGRANCE J　(308): 92

4. 堀尾　武（2006）【皮膚から見つける内科疾患】

皮疹でわかる内科疾患　グルカゴノーマ．

Medicina　43: 1717–1719

5. 堀尾　武（2006）アトピー性皮膚炎の悪化因

子と環境要因　日光とアトピー性皮膚炎．皮

膚の科学　5: 34–37

6. 堀尾　武（2006）【知っておきたい検査とその

読み方】光線過敏試験．皮膚臨床　48: 1505–

1508

7. 岡本祐之（2006）【ジェネリック・ガイド】抗

生物質．Derma.　(113): 61–69

8. 岡本祐之（2006）太陽紫外線の生体への影響

とその防御技術　ランゲルハンス細胞に対す

る紫外線の影響．FRAGRANCE J　(308): 91

9. 岡本祐之（2006）知っておきたい画像所見皮

膚疾患　5　肉芽腫．Junior　(455): 1–6

10.岡本祐之（2006）【皮膚から見つける内科疾患】

皮疹でわかる内科疾患　サルコイドーシス

（解説 /特集）．Medicina　43: 1714–1716

11.岡本祐之（2006）光免疫　紫外線による免疫

抑制　ランゲルハンス細胞と紫外線免疫抑

制．日皮会誌　116: 2124–2126

12.水野可魚，岡本祐之（2006）皮膚生検組織に

おいて肉芽腫性病変を認めた症例の検討．サ

ルコイドーシス　26: 17–22

症例報告

1. 土井理左，為政大幾，伊庭仁樹，堀尾　武

（2006）リンパ節転移を伴った悪性神経鞘腫

（非 von Recklinghausen病）の１例．皮膚の科

学　5: 420–423

2. 土井理左，岡本祐之，堀尾　武（2006）放射

線皮膚炎のステロイド外用部位に出現した扁

平黄色腫の1例．臨皮　60: 52–54

3. 山中滋木，橋本洋子，岡本祐之，堀尾　武
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（2006）黄体ホルモン製剤による薬剤性アナ

フィラキシーが疑われた1例．皮膚の科学　5:

19–21

4. 山中滋木，杉原　昭，堀尾　武（2006）塩酸

バンコマイシン誘発性線状 IgA水疱性皮膚症

の1例．日皮会誌　116: 2285–2290

5. 佐々木浩子，岡本祐之，堀尾　武（2006）ア

ルコール性肝障害患者に発症した Unilateral

Nevoid Telangiectasia．皮膚の科学　5: 231–234

6. 梅原真紀子，爲政大幾，大貫雅子，村江美保，

堀尾　武，大西雅之，中　紀文，荒木信人

（2006）足底の胼胝内に生じた amelanotic

melanoma．皮膚の科学　5: 178–182

7. 太田　馨，水野可魚，為政大幾，岡本祐之，幸

野　健，堀尾　武（2006）関節リウマチの経

過中に出現したAcquired Lymphangiectasiaの2

例．日皮会誌　116: 209–214

学会発表

1. Adachi Y, Horio T, Yamazaki F, Uchida N and

Matsuo T (2006) The therapeutic effect of topical

vitanin D3 on psoviasis is not inactivated by pho-

totherapy. 第9回日中合同皮膚科学会，成都

2. Ota A, Mizuno K, Okamoto H and Horio T (2006)

Generalized Granulona Annulare Improed by

Narrow Band UVB Therapy. 第 9回日中合同皮

膚科学会，中国

3. 内田尚子，水野可魚，杉原　昭，岡本祐之，堀

尾　武（2006）Bier’s stopの 4症例．第 392回

日本皮膚科学会大阪地方会，大阪

4. 光井千慧，為政大幾，梅原真紀子，村江美保，

堀尾　武，黒川晃夫（市立枚方市民）（2006）

ステロイド内服にて加療した皮下脂肪織炎様

T細胞リンパ腫．第398回日本皮膚科学会大阪

地方会，兵庫

5. 村江美保，岡本祐之，堀尾　武（2006）スト

レプトマイシンによる接触じんましんの 1例．

第 57回日本皮膚科学会中部支部学術大会，名

古屋

6. 足立由香，山崎文和，内田尚子，松尾智央，堀

尾　武（2006）尋常性乾癬治療におけるビタ

ミンD3外用への紫外線療法の影響．第57回日

本皮膚科学会中部支部総会，名古屋

7. 加藤典子，為政大幾，堀尾　武（2006）初診

時に尿閉を生じていた外陰部有棘細胞癌．第

21回日本皮膚外科学会，新潟

8. 大江秀一，水野可魚，岡本祐之，堀尾　武

（2006）塩酸ロメフロキサシンによるアナフィ

ラキシーの1例．第36回日本皮膚アレルギー学

会総会・第 31回日本接触皮膚炎学会総会合同

学術大会，兵庫

9. 筋師彩子，水野可魚，山本典雅，岡本祐之，堀

尾　武（2006）特異な分布を示したミオナー

ル（塩酸エペリゾン）による薬疹の 1例．第

396回日本皮膚科学会大阪地方会，大阪

10.吉賀正亨，小宮山豊，寺岡安津子，宗像眞智

子，爲政大幾，正木浩哉，堀尾　武，高橋伯

夫（2006）D-ダイマーの異常高値を認めた悪

性黒色腫の1例．第7回日本検査血液学会学術

集会，東京

11.堀尾　武（2006）紫外線と皮膚．第105回日本

皮膚科学会総会，京都

12.山本典雅，水野可魚，岡本祐之，堀尾　武

（2006）塵肺関連強皮症の1例．第395回日本皮

膚科学会大阪地方会，大阪

13.岡本祐之（2006）光免疫　紫外線による免疫

抑制　ランゲルハンス細胞と紫外線免疫抑

制．第105回日本皮膚科学会総会，京都

14.山中滋木，杉原　昭，堀尾　武（2006）塩酸

バンコマイシンとの関連が疑われた線状 IgA

水疱性皮膚症の1例．第105回日本皮膚科学会

総会，京都

15.足立由香，為政大幾，梅原真紀子，山中滋木，

堀尾　武（2006）Malignant Nodular Hidrade-

nomaの1例．日本皮膚悪性腫瘍学会，京都

16.村江美保，為政大幾，堀尾　武（2006）皮膚

に多発転移した内臓原発平滑筋肉腫の1例．第

394回日本皮膚科学会大阪地方会，大阪

17.松尾智央，爲政大幾，太田　馨，梅原真紀子，

堀尾　武（2006）壊死性軟部組織感染症の3例．

日本皮膚外科学会，大阪

18.村江美保，為政大幾，堀尾　武（2006）Infantile

digital fibromatosis 4例

著　書

1. 堀尾　武（2006）光皮膚科学―基礎から臨床

へ―　1–317頁，医学ジャーナル社，大阪

2. 岡本祐之（2006）サルコイドーシスにトラニ
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ラストは効くか．WHAT'S NEW in 皮膚科学

2006–2007　1（宮地良樹編）180–181頁，メディ

カルレビュー社，東京

3. 岡本祐之（2006）皮膚．サルコイドーシスと

その他の肉芽腫性疾患　1（安藤正幸，四元秀

毅編）108–116頁，克誠堂出版，東京

4. 岡本祐之（2006）リポイド類壊死症．皮膚疾

患最新の治療2007–2008（瀧川雅浩，渡辺晋一

編）109頁，南江堂，東京

5. 尾崎元昭，石井則久，後藤正道，野上玲子，小

野友道，岡本祐之，古川福実，江藤隆史（2006）

ハンセン病アトラス診断のための指針　1（尾

崎元昭，石井則久，後藤正道，野上玲子，小

野友道，岡本祐之，古川福実，江藤隆史編）1–

70頁，金原出版，東京

泌尿器科学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Yoshida K, Nishiyama H, Kinoshita H, Matsuda

T and Ogawa O (2006) Surgical treatment for

urethral recurrence after ileal neobladder recon-

struction in patients with bladder cancer. BJU Int

98: 1008–1011

2. Inoue T, Segawa T, Shiraishi T, Yamada T,

Kinukawa N, Yoshida T, Toda Y, Shimizu Y,

Nakamura E, Kinoshita H, Kamoto T and Ogawa

O (2006) High-grade and hormone-treated pros-

tate cancer express high levels of thymidylate

synthase. BJU Int 98: 197–200

3. Akamatsu S, Kinoshita H, Shimizu Y, Yoshimura

K, Ito N, Kamoto T and Ogawa O (2006) Retro-

peritoneoscopic nephrectomy as a second-line

treatment after transarterial embolization for

symptomatic autosomal dominant polycystic kid-

ney disease. Hinyokika kiyo 52: 947–950
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の有用性（Respiratory Trigger 法との比較検

討）．第65回日本医学放射線学会学術集会，横

浜

74.米虫　敦（2006）Radiologists Tomorrow私たち

は信じている 放射線科医の未来は明るい！

IVRが大好きな若手放射線科医の立場から．第

65回日本医学放射線学会学術発表会，横浜

75.狩谷秀治，谷川　昇，小島博之，米虫　敦，庄

村裕三，上埜泰寛，白石友邦，澤田　敏（2006）

側副流出静脈のコイル塞栓術による透析内

シャントに起因するスチール症候群の治療．

第65回日本医学放射線学会総会，横浜

76.庄村裕三，谷川　昇，狩谷秀治，米虫　敦，小

島博之，澤田　敏（2006）水溶性polyvinyl alco-

hol（PVA）の一時的血管塞栓物質への応用に

関する検討．第65回日本医学放射線学会総会，

横浜

77.生口俊博，高木治行，松岡利幸，谷川　昇，郷

原英夫，向井　敬，金沢　右，山門亨一郎，安

井光太郎（2006）多施設共同による腎癌肺転

移に対する経皮的ラジオ波凝固療法の検討．

第65回日本医学放射線学会・総会，横浜

78.河　相吉，澤田　敏，海堀昌樹，上山泰男

（2006）移植グラフト肝の機能評価：99mTc-

GSA Rmaxの有用性．第65回日本医学放射線学

会総会，横浜

79.狩谷秀治，谷川　昇，小島博之，米虫　敦，庄

村裕三，澤田　敏，白石友邦，山越恭雄，渡

邊美博，江崎和芳，川中俊明，坂口典子（2006）

流入動脈狭窄によるシャント不全に対するバ

ルーンPTA．第 11回バスキュラーアクセスイ

ンターベンション治療研究会，東京

80.狩谷秀治，谷川　昇，小島博之，米虫　敦，庄

村裕三，澤田　敏，白石友邦，山越恭雄，渡

邊美博，江崎和芳，川中俊明，坂口典子（2006）

透析内シャントに起因するスチール症候群に

対する側副流出静脈の経カテーテル的コイル

塞栓術．第 11 回バスキュラーアクセスイン

ターベンション治療研究会，東京

81.狩谷秀治（2006）強固な病変への対応．第6回

シャントインターベンション講習会，東京

82.黒川弘晶，池田耕士，澤田　敏（2006）視神

経乳頭陥凹の程度とMR像における信号強度

の比較検討．第25回日本画像医学会，東京

83.庄村裕三，谷川　昇，狩谷秀治，小島博之，米

虫　敦，澤田　敏（2006）ステンレス（SUS304）

-ポリ乳酸（PLA）複合編製ステントの開発．

第25回日本画像医学会，東京

84.池田耕士，黒川弘晶，河　相吉，澤田　敏

（2006）再発耳下腺多形腺腫におけるT2強調像

と病理像との対比．第 25回日本画像医学会，

東京

85.米虫　敦，谷川　昇，狩谷秀治，小島博之，庄

村裕三，上埜泰寛，澤田　敏，宮田美好，宮

内清秀（2006）経皮的椎体形成術の医療経済

学的検討．第25回日本画像医学会，東京

86.池田耕士，前原　稔，大村直人，黒川弘晶，澤

田　敏，甲田賢治，横山日出太郎（2006）自

然破裂をきたした壊死を伴う肝血管肉腫の 1

例．第 282回日本医学放射線学会関西地方会，

大阪

87.池田耕士，前原　稔，大村直人，黒川弘晶，澤

田　敏，古跡孝和（2006）ダンベル型を呈し

た口腔底類皮嚢胞の1例．第35回頭頸部放射線

研究会東京部会，東京
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産科学・婦人科学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Nie G, Li Y, Hale K, Okada H, Manuelpillai U,

Wallace EM and Salamonsen LA (2006) Serine

peptidase HTRA3 is closely associated with

human placental development and is elevated in

pregnancy serum. Biol Reprod 74: 366–374

2. Ikuta A, Tanaka Y, Mizokami T, Tsutsumi A,

Sato M, Tanaka M, Kajihara H and Kanzaki H

(2006) Management of transvaginal ultrasound-

guided absolute ethanol sclerotherapy for ova-

rian endometriotic cysts. J Med Ultrasonic 33:

99–103

3. Nakamoto T, Yasuda K, Yasuhara M, Nakajima

T, Mizokami T, Okada H and Kanzaki H (2006)

Cigarette smoke extract enhances oxytocin-

induced rhythmic contractions of rat and human

preterm myometrium. Reproduction 132: 343–

353

4. Kanamori C, Kanamori T, Hayashi M, Yorioka H

and Kanzaki H (2006) Three-cycle fentanyl patch

system significantly improves pain control in

gynecologic cancer. J Obstet Gynaecol Res 32:

605–609

5. 神崎秀陽（2006）ホルモンQ&A　抗癌薬 ,放射

線治療後の妊孕性を確保するための方法につ

いて教えてください．HORM FRONT GYNECOL

13: 197–198

6. 神崎秀陽（2006）ホルモン Q&A　子宮内膜症

に対して現在開発中の治療薬にはどのような

ものがありますか .また ,それぞれの治療薬の

特徴についても教えてください．HORM

FRONT GYNECOL 13: 196–197

7. 田中善章，生田明子（2006）婦人科疾患の超

音波診断．J Med Ultrasonic 33: 195–209

8. 中嶋達也，中元　剛，中元章惠，中嶋真由美，

岡田英孝，安田勝彦，神崎秀陽（2006）卵巣

子宮内膜症性嚢胞手術時の出血量 ,手術時間の

予測．エンドメトリオージス研会誌　27: 83–

86

9. 岡田英孝，神崎秀陽（2006）【配偶子形成から

受精まで】着床のメカニズム　着床における

胚と子宮との相互作用のメカニズム ,とくに ,

子宮内膜側の発現物質の変化を中心に．産と

婦　73: 765–771

10.岡田英孝，神崎秀陽（2006）【排卵誘発アップ

デート】不妊治療における controllled ovarian

hyperstimulationの実際．産婦の実際　55: 891–

895

11.岡田英孝（2006）選択的単一胚移植について．

産婦の進歩　58: 411

12.西原卓志，村田泰隆，原馬尚子，達石沙貴子，

福田博恵，園田桃代，奥裕嗣，森本義晴，神

崎秀陽（2006）二段階胚移植法（2 step embryo

transfer）の有効性についての検討．日受精着

床会誌　23: 183–187

13.岡田英孝，神崎秀陽（2006）【内分泌症候群

（第2版）　その他の内分泌疾患を含めて】女性

性機能　不妊・不育　習慣流産．日臨　別冊

（内分泌症候群2）: 422–425

総　説

1. 神崎秀陽（2006）子宮内膜症薬物療法の現状

と展望．Prog Med 26: 1839–1842

2. 小野淑子，斉藤淳子，松尾　泉，中嶋達也，北

田光美，安田勝彦，神崎秀陽，播磨洋子（2006）

われわれの教室におけるchemoradiationの現状

と問題点．産婦の進歩　58: 15–17

3. 岡田英孝，神崎秀陽（2006）【周産期医学必修

知識】妊娠前 不妊症の治療．周産期医　36: 13–

14

症例報告

1. Ikuta A, Saito J, Mizokami T, Asano M, Naka-

moto T, Nakajima T, Matsunami M, Yasuda K,

Adachi Y and Kanzaki H (2006) Primary relapse

of acute lymphoblastic leukemia in a cervical

smear: A case report. Diagn Cytopathol 34: 499–

502

2. 辻　陽子，弥山秀芳，上村祐子，北中直子，米

田篤司，三箇山宏樹，太田由子，寺村重郎，椹

木　晋，堀越順彦，山田正法，松浦　節，北

出浩章，森　　毅，奥野雅史，小倉徳裕，高

田秀穂（2006）癌の緩和ケアで使用した制吐
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剤によって惹起された薬原性アカシジアの 3

例．癌と化療　33: 267–269

3. 依岡寛和，吉田桃子，金森千春，中元章恵，梶

本めぐみ，小野淑子，堤　明裕，岡田英孝，松

尾　泉，松岡　進，北田光美，安田勝彦，神

崎秀陽，永田文江，福田愛作，森本義晴（2006）

IVF-ET(経筋層胚移植)にて妊娠成立したが,そ

の周産期管理が困難であった2症例．産婦の進

歩　58: 78–80

4. 三宅　岳，足立　靖，金森千春，保坂直樹，新

宅雅幸，溝上友美，神崎秀陽，上山泰男，池

原　進（2006）ヒトパルボウイルスB19による

胎児水腫の1剖検例．診断病理　23: 318–322

5. 中元　剛，溝上友美，生田明子，斉藤淳子，神

崎秀陽（2006）大量腹水を伴った卵巣カルチ

ノイドの1例．日臨細胞会誌　45: 341–345

学会発表

1. Yorioka H, Okuno S, Yoshida M, Tsutsumi A,

Sawaragi S, Kanzaki H and Kawataki M (2006) A

case of transposition of the great arteries

detected in antenatal period complicated intra-

ventricular hemorrhage. the 4th Korea-Japan

Ultrasound Sympoium in OB/GYN, 香川県

2. Yoshida M, Murata H, Okuno S, Kasamatsu A,

Ono T, Yorioka H, Sawaragi S, Kanzaki H and

Yasuda K (2006) 5 cases of selective IUGR in

monochorionic twin pregnancies. the 4th Korea-

Japan Ultrasound Sympoium in OB/GYN, 香川県

3. Yasuda K, Nakamoto T, Nakajima T, Okada H

and Kanzaki H (2006) Cigarette smoke extract

enhances contractile sensitivity to oxytocin pre-

term myometrium. XVIII FIGO world congress

of Gynecology and Obstetrics, Kuala Lumpur

4. Satio J, Ikuta A and Kanzaki H (2006) Correlation

p53 expression and HPV with clinical outcome in

cervical cancer. the 23rd International Papilloma-

virus conference and clinical workshop, Pregue

5. 溝上友美，比舍弘子，岡崎　智，加藤順子，王

暁麗，宋　昌曄，李　　清，神崎秀陽，池原

進（2006）移植と免疫抑制　ヒト羊膜由来付

着性細胞同時移植による臍帯血移植法の改

良．第36回日本免疫学会総会・学術集会，大阪

6. 角玄一郎，中元　剛，安田勝彦，堀越順彦，神

崎秀陽（2006）高悪性度子宮内膜間質肉腫の1

症例．第 115回近畿産科婦人科学会学術集会，

大阪

7. 笠松　敦，米田祥子，村田紘未，堤　明裕，依

岡和寛，岡田英孝，椹木　晋，松岡　進，安

田勝彦，神崎秀陽（2006）前置胎盤，既往帝

王切開にて帝王切開術後に単純子宮全摘術を

施行した2症例．第115回近畿産科婦人科学会

学術集会，大阪

8. 山口昌美，斉藤淳子，神崎秀陽，生田明子，中

元　剛（2006）当科における若年者子宮頸癌

の現況とHPV感染．第 115回近畿産科婦人科

学会学術集会，大阪

9. 村田紘未，米田祥子，吉田桃子，笠松　敦，中

嶋達也，斉藤淳子，神崎秀陽，播磨洋子（2006）

脳転移から診断された子宮頸癌 IV期の1症例．

第115回近畿産科婦人科学会学術集会，大阪

10.米田祥子，村田紘未，吉田桃子，笠松　敦，中

嶋達也，斉藤淳子，安田勝彦，神崎秀陽，吉

岡和彦（2006）再発と手術を繰り返した子宮

平滑筋肉腫の1症例．第115回近畿産科婦人科

学会学術集会，大阪

11.小野淑子，宮城博恵，岡田英孝，神崎秀陽，

（2006）AIHにおけるSMASの使用経験．第51

回日本生殖医学会学術講演会，大阪

12.岡田英孝，宮城博恵，馬場真有美，川畑仁美，

小野淑子，松岡　進，安田勝彦，日浦義仁，六

車光英，松田公志，神崎秀陽（2006）大学病

院での産婦人科と泌尿器科による生殖医療セ

ンターの共同運用について．第 51回日本生殖

医学会総会・学術講演会，大阪

13.藤原通恵，小宮山豊，宗像真智子，吉賀正亨，

桝田　緑，正木浩哉，香川英生，尼川龍一，内

田陽子，安田勝彦，嶋　緑倫，高橋伯夫（2006）

後天性血友病患者の帝王切開による出産と凝

固検査．第53回日本臨床検査医学会総会，弘前

14.神崎秀陽（2006）子宮内膜症の薬物療法―過

去，現在，未来―．平成 18年度山口県産婦人

科医会研修会，山口

15.依岡寛和（2006）関西医科大学附属枚方病院

総合周産期母子医療センターを開設して（9ヶ

月を振り返って）．第23回大阪産婦人科医会河

北地区研修会ならびに同門会症例検討会，守

口
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16.奥野茜子（2006）出生前診断した胎児大血管

転位の1症例．第23回大阪産婦人科医会河北地

区研修会ならびに同門会症例検討会，守口

17.角玄一郎（2006）子宮内膜間質肉腫の 1症例．

第 23回大阪産婦人科医会河北地区研修会なら

びに同門会症例検討会，守口

18.笠松　敦（2006）子宮全摘を要した前置胎盤

の2症例．第23回大阪産婦人科医会河北地区研

修会ならびに同門会症例検討会，守口

19.吉田桃子（2006）卵巣子宮内膜症性嚢胞術後

の再発に影響する因子についての検討．第 23

回大阪産婦人科医会河北地区研修会ならびに

同門会症例検討会，守口

20.村田紘未（2006）脳転移から診断された子宮

頸癌 IV期の 1症例．第 23回大阪産婦人科医会

河北地区研修会ならびに同門会症例検討会，

守口

21.米田祥子（2006）再発と手術を繰り返した子

宮平滑筋肉腫の1症例．第23回大阪産婦人科医

会河北地区研修会ならびに同門会症例検討

会，守口

22.近藤俊吾，近藤昏一，安田勝彦（2006）卵巣

甲状腺腫を疑った甲状腺組織を内包した成熟

奇形腫の1例．日本産科婦人科学会京都地方部

会，京都

23.吉田桃子，奥野茜子，笠松　敦，山口昌美，小

野淑子，内田陽子，中元章恵，中元　剛，堤

　明裕，中嶋達也，依岡寛和，岡田英孝，安

田勝彦，神崎秀陽（2006）卵巣子宮内膜症性

嚢胞術後の再発に影響する因子についての検

討．第 17回近畿エンドメトリオーシス GnRH

研究会，大阪

24.西原卓志，村田泰隆，岡村太郎，達石沙貴子，

辻　陽子，春木篤，園田桃代，奥　裕嗣，森

本義晴，神崎秀陽（2006）移植胚数および胚

グレードに基づく二段階胚移植（2step ET）の

治療成績．第 24回日本受精着床学会学術講演

会，長野

25.三宅　岳，足立　靖，金森千春，保坂直樹，新

宅雅幸，神崎秀陽，上山泰男，池原　進（2006）

胎児水腫の1剖検例．第34回日本病理学会近畿

支部学術集会，神戸

26.依岡寛和，小野淑子，奥野茜子，吉田桃子，堤

明裕，椹木　晋，安田勝彦，神崎秀陽，池本

裕実子，木下　洋，金子一成（2006）抗 SS-A

抗体陽性妊婦の胎児AVブロックに対しdexam-

ethasoneによる胎児治療を行った1症例．第42

回日本周産期・新生児医学会学術集会，宮崎

27.椹木　晋，岡田英孝（2006）不妊・不育の一

般診療―ART 以前での診療ポイント―　検

査・診断．第 89回大阪産婦人科医会生涯研修

セミナー，大阪

28.宮崎浩彰，並木みどり，西本英充，前田利治，

神崎秀陽（2006）インシデント事例収集にお

ける電子報告システムの導入．第8回日本医療

マネージメント学会学術集会，横浜

29.野村恵巳子，豊田長興，藤川美絵，城ひろみ，

城　聡一，片瀬香織，井上　恵，長谷川隆正，

小崎篤志，谷川　昇，米虫　敦，金森千春，神

崎秀陽，岩坂壽二，西川光重（2006）妊娠経

過中に血漿レニン活性高値を示した原発性ア

ルドステロン症の1症例．第79回日本内分泌学

会学術総会，神戸

30.神崎秀陽（2006）子宮内膜症薬物療法の問題

点．浜松マイルドケア講演会，浜松
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福岡

24.岩瀬正顕，藤井弘史，前田裕仁，吉岡正太郎，

平川昭彦，中谷壽男，河本圭司（2006）急性

大動脈解離にともなう脳血管障害．第 34日本

救急医学会，福岡

25.岩瀬正顕，前田裕仁，吉岡正太郎，中谷壽男，

河本圭司（2006）軸椎間接突起骨折の治療．第

65回日本脳神経外科学会総会，京都

26.北澤康秀（2006）救急医療と病診連携．平成

18年度救急医療週間行事「記念講演会」，枚方

27.富野敦稔（2006）関西医科大学救命センター

における SIRS-SLI症例の検討―約 2年間にわ

たるシベレスタットナトリウム使用例の解析

結果を踏まえて―．河内地区急性肺障害

フォーラム，大阪

28.川嶋隆久，石　　昇，高橋　晃，岡田直巳，陸

城成浩，吉田　剛，安藤維洋，李　俊容，中

尾博之，遠山一成，中谷壽男（2006）一酸化

炭素（CO）中毒間欠型発症予測に早期頭部MRI

は有用か？第28回日本中毒学会，松山

29.岸本真房，田上修二，岡本真由美，鈴木聡史，

富野敦稔，藤井弘史，山本　透，北澤康秀

（2006）呼吸困難を主訴に救急搬送された睡眠

時無呼吸症候群の一症例．第 94回近畿救急医

学研究会，高槻

30.杉本達哉，織田裕行，吉田常孝，波柴尉充，三

宅建作，平川昭彦，村尾佳則，礒谷俊明，木

下利彦，中谷壽男（2006）精神科救急ネット

ワーク構築の試み．第 94回近畿救急医学研究

会，高槻

31.中谷壽男（2006）急性中毒にまつわる最近の

話題．平成 18年度南河内・堺・泉州ブロック

合同救急医療研修会，大阪

32.平川昭彦，梶本心太郎，岩瀬正顕，山本　透，

北澤康秀，村尾佳則，中谷壽男（2006）当セ

ンターにおける腹部刺創例の検討．第 15回近

畿外傷フォーラム，枚方

33.齊藤福樹，中谷壽男，岩瀬正顕（2006）脊髄

損傷に対する自家骨髄間質細胞移植による再

生治療の試み：第1症例について．第15回近畿

外傷フォーラム，枚方

34.矢吹　輝，武山直志，田中孝也，中川　隆，井

上保介，三木靖雄，高木省治，野口裕記，中

谷壽男，野口　広（2006）マウス熱傷モデル

における immunoparalysisの検討．第32回日本

熱傷学会，仙台

35.藤井弘史（2006）救命センターに搬送された

ASO緊急症例．第5回東京ASOフォーラム，東京

36.中谷壽男（2006）心肺蘇生法の新しいガイド

ライン：AHA2005．平成 18年度北河内・中河

内ブロック合同救急医療研修会，大阪

37.安藤有子，榎本良枝，藤井弘史，北澤康秀

（2006）急性胸部大動脈解離術後 ,急性肺障害

に苦慮した患者の看護．第9回日本臨床救急医

学会，盛岡

38.梶本心太郎，平川昭彦，藤井弘史，中村誠也，

村尾佳則，中谷壽男（2006）肩関節脱臼整復

にて発生した腋窩動脈断裂の1例．第9回日本

臨床救急医学会，盛岡

39.三宅建作，杉本達哉，波柴尉充，藤原弘佳，梶

本心太郎，齋藤福樹，宮崎秀行，平川昭彦，北

澤康秀，中谷壽男（2006）ベンゼン環を有す

る化学物質の長時間曝露により熱傷様の皮膚

症状を呈した1例．第9回日本臨床救急医学会，

盛岡

40.杉本達哉，織田裕行，加藤正樹，吉田常孝，南

智久，磯谷俊明，北澤康秀，南　良武，木下

利彦，中谷壽男（2006）精神科救急の取り組

み 常駐精神科医を中心とした精神科救急ネッ

トワーク構築の試み．第9回日本臨床救急医学

会，盛岡
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41.中谷健治，中村誠也，宮崎秀行，斉藤福樹，中

谷壽男（2006）長時間の正座肢位により生じ

た筋挫滅症候群で両下肢を温存し得た1例．第

9回日本臨床救急医学会，盛岡

42.藤井弘史，北澤康秀，三宅建作，梶本心太郎，

平川昭彦，村尾佳則，山本　透，齋藤福樹，中

谷壽男（2006）大動脈ー上腸間膜動脈バイパ

ス術により腸管切除を回避し得た急性上腸間

膜動脈閉塞症の1例．第9回日本臨床救急医学

会，盛岡

43.藤原弘佳，岡本三貴，津田雅庸，三宅建作，中

谷健治，平川昭彦，村尾佳則，北澤康秀，中

谷壽男，中村誠也（2006）右大腿部膿瘍を初

発症状とした上行結腸癌後腹膜穿孔の一治験

例．第9回日本臨床救急医学会，盛岡

44.平川昭彦，波柴尉充，梶本心太郎，三宅健作，

藤原弘佳，村尾佳則，中谷壽男（2006）上肢

からの圧搾空気注入により縦隔気腫を生じた

1例．第9回日本臨床救急医学会，盛岡

45.齊藤福樹，岩瀬正顕，中谷健治，中村誠也，北

澤康秀，山本　透，中谷壽男（2006）軸椎関

節突起骨折に髄液漏・外傷性椎間板ヘルニア

を合併した一例．第 9回日本臨床救急医学会，

盛岡

46.波柴尉充，梶本心太郎，杉本達哉，平川昭彦，

山本　透，北澤康秀，村尾佳則，中谷壽男

（2006）ドライアイスによる二酸化炭素中毒の

1例．第9日本臨床救急医学会，盛岡

47.杉本達哉（2006）緊急アンケート調査の結果

から．第2回北河内救急研究会，守口

48.岩瀬正顕，藤井弘史，平川昭彦，中谷壽男，河

本圭司（2006）急性大動脈疾患にともなう脳

血管障害．第31回日本脳卒中学会総会，横浜

49.北澤康秀（2006）救急センターの現場から…

北河内医療圏の特徴．第 33回日本集中医療医

学会，枚方

50.斎藤福樹，矢吹　輝，久間洋子，鉄穴洋子，田

嶋佐和子，菅　俊光，北澤康秀（2006）集中

治療チーム全体で考えよう『集中治療での栄

養サポートチーム』救命救急センターにおけ

る合理的なNSTの活動を目指して．第33回日

本集中治療医学会，大阪

51.村尾佳則，畑　倫明，関　匡彦，奥地一夫，西

尾福英之，吉川公彦，北澤康秀，中谷壽男

（2006）膵持続動注療法を中心とした重症急性

膵炎治療と今後の課題．第 33回日本集中治療

医学会，大阪

52.中野真生，田中登紀子，東香余子，安藤有子，

竹之内春美，斉藤ひろみ，榎本良枝，北澤康

秀（2006）胸腔内水分分布に着目した重症呼

吸不全患者に対する体位交換の効果．第 33回

日本集中治療医学会，大阪

53.木下恵梨，松川久美子，徳永　薫，札野富夕，

安藤有子，竹之内春美，斉藤ひろみ，榎本良

枝，矢吹輝，北澤康秀（2006）頸髄損傷患者

に対する嚥下サポートの検討．第 33回日本集

中治療医学会，大阪

54.岸本真房，佐藤正人，小松優治，二階堂任，畑

埜武彦（2006）腹腔鏡下癒着剥離術の適応と

限界．第42回日本腹部救急医学会，東京

55.波柴尉充，村尾佳則，梶本心太郎，杉本達哉，

平川昭彦，山本　透，中谷壽男（2006）乳糜

腹水を呈した胃切除後内ヘルニアによる絞扼

性イレウスの 1例．第 42回日本腹部救急医学

会，東京

56.平川昭彦，波柴尉充，梶本心太郎，三宅建作，

山本　透，村尾佳則，中谷壽男（2006）精神

疾患を有する腹部救急診療の問題点 精神疾患

を有する腹部刺創例の検討．第 42回日本腹部

救急医学会，東京

57.中谷壽男（2006）救急救命士の薬剤投与開始

に向けて．第47回北河内救急研究会，枚方

58.梶本心太郎，波柴尉充，齊藤福樹，津田雅庸，

三宅建作，藤原弘佳，平川昭彦，岩瀬正顕，村

尾佳則，中谷壽男（2006）当院における災害

医療活動・教育への取り組み　パキスタン地

震など国際緊急援助隊 (JMTDR) 参加経験か

ら．第93回近畿救急医学研究会，大津

59.沖井　裕，河本圭司，赤根　敦，岩瀬正顕，大

石哲也（2006）脳死・臓器移植における現実

脳死判定における脳波解析用ソフトウェア

（ATAMAP II for Windows）の簡便な実用化．第

11回日本脳神経外科救急学会，大阪

60.岩瀬正顕，吉岡正太郎，平川昭彦，中谷壽男，

河本圭司（2006）重症頭部外傷患者に対する

集学的治療と栄養管理．第 11回日本脳神経外

科救急学会，大阪

61.井口有子，辻田美樹，安井浩司，小川　豊，大
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窪　博，徳永裕彦，北澤康秀（2006）熱傷後

に異所性骨化を生じた1例．第14回日本熱傷学

会近畿地方会，岸和田

62.井上唯史，久徳茂雄，浅井　悌，田中博之

（2006）高齢者の熱傷3例．第14回日本熱傷学

会近畿地方会，岸和田

63.三宅ヨシカズ，安井浩司，松島貴志，小川

豊，宮崎秀行，中村誠也，北澤康秀，中谷壽

男（2006）皮下深部まで達した電撃傷の 1例．

第14回日本熱傷学会近畿地方会，岸和田

64.原　克子，小宮山豊，宗像眞知子，中谷壽男，

高橋伯夫（2006）ピリダフェンチオン有機リ

ン系農薬（殺虫剤）中毒症例のGC/MS分析ピ

リダフェンチオン（殺虫剤）中毒症例の GC/

MS分析．第28回日本中毒学会，松山

著　書

1. 北澤康秀（2006）重症患者の管理：ICUにおけ

る栄養管理．ナースのための救急・集中治療

（坂田育弘編）216–220頁，メディカ出版，吹田

2. 中谷壽男（2006）中毒性疾患の治療の動向．今

日の治療指針　48（山口　徹，北原光夫，福

井次矢編）107頁，医学書院，東京

3. 中谷壽男，山本保博（2006）急性中毒．今日

の治療指針　48（山口　徹，北原光夫，福井

次矢編）1179–1208頁，医学書院，東京

4. 中谷壽男（2006）シアン中毒．今日の治療指

針　48（山口　徹，北原光夫，福井次矢編）120

頁，医学書院，東京

5. 山本　透（2006）セングスターケン・ブレイ

クモアチューブ留置法．今日の治療指針　48

（山口　徹，北原光夫，福井次矢編）89–90頁，

医学書院，東京

6. 中谷壽男（2006）我が国の新しい救急蘇生 ―

ガイドラインの配布に当たって―．大阪救急

74（中谷壽男編）17–21頁，大阪府救急医療機

関連絡協議会，大阪

輸血部

〈研究業績〉

原　著

1. Nomura S, Shouzu A, Omoto S, Matsuzaki T,

Yamaoka M, Abe M, Hosokawa M, Nishikawa M,

Iwasaka T and Fukuhara S (2006) Genetic analy-

sis of HLA, NA and HPA typing in type 2 diabe-

tes and ASO. Int J Immunogenet 33: 117–122

学会発表

1. 山岡　学，阿部　操，大谷哲司，大西修司，森

眞一郎（2006）当院における時間外緊急輸血

症例の解析．第46回近畿医学検査学会，福井市

2. 大谷哲司，岸本裕司，寺嶋由香利，有元美代

子，細川美香，阿部　操，岡前文子，山岡

学，大西修司，寺西節子，福原資郎（2006）細

胞療法のオーダリング化と管理システムの導

入．第54回日本輸血学会総会，大阪市

3. 中矢桂子，大西修司，鈴木　敏，森眞一郎

（2006）抗Cおよび抗 e抗体が原因と思われる

遅延性溶血性輸血副作用（DHTR）の 1症例．

第54回日本輸血学会総会，大阪

4. 岸本裕司，寺嶋由香利，有元美代子，細川美

香，阿部　操，岡前文子，山岡　学，大谷哲

司，大西修司，寺西節子，福原資郎（2006）輸

血関連急性肺障害（TRALI）を契機にALIにて

死亡した骨髄異形性症候群．第 54回日本輸血

学会総会号，大阪市

医療情報部

〈研究業績〉

原　著

1. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，北村　臣，西

村泰典，今村洋二，北口　宏，濱田　彰，福

泉利彦，廣川陽介，堀井俊洋，平良武之（2006）

病院間電子カルテ・オーダエントリー情報の
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リアルタイム相互参照．医療情報学　26: 711–

713

学会発表

1. 仲野俊成，渡辺淳，西野典宏，北村　臣，西

村泰典，今村洋二，北口　宏，濱田　彰，福

泉利彦，廣川陽介，堀井俊洋，平良武之（2006）

病院間電子カルテ・オーダエントリー情報の

リアルタイム相互参照．第 26回医療情報学連

合大会（第 7回日本医療情報学会学術大会），

札幌

2. 北村　臣，北口　宏，宮崎浩彰（2006）患者

用クリニカルパスの中央版数管理の試み．第

32回日本診療録管理学会学術大会，福井

大学情報センター医療情報部

〈研究業績〉

原　著

1. 西野典宏，仲野俊成，西村泰典，今村洋二，平

良武之（2006）電子カルテにおけるカルテ記

述のマルチ（包括的）利用．医療情報学　26:

999–1002

2. 種村直美，谷田由紀子，廣田美喜子，安田照

美，今村洋二，仲野俊成（2006）電子カルテ

システムにおける看護業務支援システム連

携．医療情報学　26: 971–974

3. 渡辺　淳，仲野俊成，松本掲典，新貝欣久，平

林江理夫，高橋伯夫（2006）病院間診療情報

リアルタイム相互参照基盤の構築．医療情報

学　26: 718–720

4. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，北村　臣，西

村泰典，今村洋二，北口　宏，濱田　彰，福

泉利彦，廣川陽介，堀井俊洋，平良武之（2006）

病院間電子カルテ・オーダエントリー情報の

リアルタイム相互参照．医療情報学　26: 711–

713

5. 福岡志野，谷田由紀子，種村直美，廣田美紀

子，安田照美，新宮　興，渡辺　淳，仲野俊

成，今村洋二（2006）手術部門システムにお

ける電子カルテ・医事・物流連携．医療情報

学　26: 691–692

6. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，山本和彦，西

村泰典，今村洋二，宮田康央，福井理栄，山

城美智子，堀井俊洋，平良武之（2006）電子

カルテ化に伴う病院情報システムインテグ

レーションの問題点．医療情報学　26: 341–

344

7. 北村　臣，西野典宏，西村泰典，仲野俊成，今

村洋二，宮崎浩彰，山口　力（2006）病院開

院に伴う電子クリニカルパスシステム導入の

試みとその運用医療情報学　26: 1228–1231

8. 仲野俊成（2006）シンポジウム 11“画像に関

わるシステムの現状と課題”　本院における

画像管理の現状と課題―内視鏡部門を中心に

―．医療情報学　26: 111–114

9. 仲野俊成，渡邊　淳，大村直人，澤田　敏，高

橋伯夫，福泉利彦，廣川陽介（2006）病院情

報システムの通信パターンを考慮したネット

ワークの構築．医療情報学　26: 105–112

10.川上洋一，笹井浩介，安永　晋，松村泰志，稲

田　紘，木内貴弘，黒田知宏，竹村匡正，坂

本憲広，田中　博，玉川裕夫，仲野俊成，朴

勤植，平松治彦，宮本正喜（2006）レポーティ

ングシステムにおける RDFの応用．医療情報

学　25: 421–429

学会発表

1. 種村直美，谷田由紀子，廣田美喜子，安田照

美，今村洋二，仲野俊成（2006）電子カルテ

システムにおける看護業務支援システム連

携．第26回医療情報学連合大会（第7回日本医

療情報学会学術大会），札幌

2. 西野典宏，仲野俊成，西村泰典，今村洋二，平

良武之（2006）電子カルテにおけるカルテ記

述のマルチ（包括的）利用．第 26回医療情報

学連合大会（第 7回日本医療情報学会学術大

会），札幌

3. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，山本和彦，西

村泰典，今村洋二，宮田康央，福井理栄，山

城美智子，堀井俊洋，平良武之（2006）電子

カルテ化に伴う病院情報システムインテグ

レーションの問題点．第 26回医療情報学連合
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大会（第7回日本医療情報学会学術大会），札幌

4. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，北村　臣，西

村泰典，今村洋二，北口　宏，濱田　彰，福

泉利彦，廣川陽介，堀井俊洋，平良武之（2006）

病院間電子カルテ・オーダエントリー情報の

リアルタイム相互参照．第 26回医療情報学連

合大会（第 7回日本医療情報学会学術大会），

札幌

5. 渡辺　淳，仲野俊成，松本掲典，新貝欣久，平

林江理夫，高橋伯夫（2006）病院間診療情報

リアルタイム相互参照基盤の構築．第 26回医

療情報学連合大会（第7回日本医療情報学会学

術大会），札幌

6. 福岡志野，谷田由紀子，種村直美，廣田美紀

子，安田照美，新宮　興，渡辺　淳，仲野俊

成，今村洋二（2006）手術部門システムにお

ける電子カルテ・医事・物流連携．第 26回医

療情報学連合大会（第7回日本医療情報学会学

術大会），札幌

7. 北村　臣，西野典宏，西村泰典，仲野俊成，今

村洋二，宮崎浩彰，山口　力（2006）病院開

院に伴う電子クリニカルパスシステム導入の

試みとその運用．第 26回医療情報学連合大会

（第7回日本医療情報学会学術大会），札幌

8. 仲野俊成（2006）シンポジウム 11“画像に関

わるシステムの現状と課題”　本院における

画像管理の現状と課題―内視鏡部門を中心に

―．第26回医療情報学連合大会（第7回日本医

療情報学会学術大会），札幌

9. 北村　臣，勝谷茂樹，西野典宏，西村泰典，仲

野俊成，垰本　慎，宮崎浩彰（2006）データ

ウェアハウス（DWH）からパスデータ抽出の

試み　―PDCAへの資料提示―．第7回日本ク

リニカルパス学会学術集会，熊本

10.廣原淳子，仲野俊成，大西三朗（2006）ワー

クショップ 15　他臓器疾患と肝臓　原発性胆

汁性肝硬変（PBC）の全国調査からみた他臓

器疾患との関連．2006年日本消化器関連学会

週間（DDW-Japan 2006）第10回日本肝臓学会

大会，札幌

11.北村　臣，北口　宏，宮崎浩彰（2006）患者

用クリニカルパスの中央版数管理の試み．第

32回日本診療録管理学会学術大会，福井

12.仲野俊成（2006）医療情報システム1　医療情

報の特性，医療情報システムの現状，病院情

報システムの概要と機能．2006年度医療情報

技師知識整理講習会，大阪，東京，金沢

13.仲野俊成，渡辺　淳，大村直人，澤田　敏，高

橋伯夫，福泉利彦，廣川陽介（2006）病院情

報システムの通信パターンを考慮したネット

ワークの構築．第 10回日本医療情報学会春季

学術大会，神戸

著　書

1. 廣原淳子，仲野俊成，関　寿人，岡崎和一

（2006）原発性胆汁性肝硬変全国調査（第 26

報）．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患

克服研究事業）難治性の肝・胆道疾患に関す

る調査研究平成 17年度総括・分担研究報告書

（大西三朗編）31–34頁，難治性の肝・胆道疾

患に関する調査研究班，東京

大学情報センター業務部

〈研究業績〉

原　著

1. 渡辺　淳，仲野俊成，松本掲典，新貝欣久，平

林江理夫，高橋伯夫（2006）病院間診療情報

リアルタイム相互参照基盤の構築．医療情報

学　26: 718–720

2. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，山本和彦，西

村泰典，今村洋二，宮田康央，福井理栄，山

城美智子，堀井俊洋，平良武之（2006）電子

カルテ化に伴う病院情報システムインテグ

レーションの問題点．医療情報学　26: 341–

344

学会発表

1. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，山本和彦，西

村泰典，今村洋二，宮田康央，福井理栄，山

城美智子，堀井俊洋，平良武之（2006）電子

カルテ化に伴う病院情報システムインテグ
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レーションの問題点．第 26回医療情報学連合

大会（第7回日本医療情報学会学術大会），札幌

2. 渡辺　淳，仲野俊成，松本掲典，新貝欣久，平

林江理夫，高橋伯夫（2006）病院間診療情報

リアルタイム相互参照基盤の構築．第 26回医

療情報学連合大会（第7回日本医療情報学会学

術大会），札幌

大学情報センター学術部

〈研究業績〉

原　著

1. 渡辺　淳，仲野俊成，松本掲典，新貝欣久，平

林江理夫，高橋伯夫（2006）病院間診療情報

リアルタイム相互参照基盤の構築．医療情報

学　26: 718–720

2. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，北村　臣，西

村泰典，今村洋二，北口　宏，濱田　彰，福

泉利彦，廣川陽介，堀井俊洋，平良武之（2006）

病院間電子カルテ・オーダエントリー情報の

リアルタイム相互参照．医療情報学　26: 711–

713

3. 福岡志野，谷田由紀子，種村直美，廣田美紀

子，安田照美，新宮　興，渡辺　淳，仲野俊

成，今村洋二（2006）手術部門システムにお

ける電子カルテ・医事・物流連携．医療情報

学　26: 691–692

4. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，山本和彦，西

村泰典，今村洋二，宮田康央，福井理栄，山

城美智子，堀井俊洋，平良武之（2006）電子

カルテ化に伴う病院情報システムインテグ

レーションの問題点．医療情報学　26: 341–

344

5. 仲野俊成，渡邊　淳，大村直人，澤田　敏，高

橋伯夫，福泉利彦，廣川陽介（2006）病院情

報システムの通信パターンを考慮したネット

ワークの構築．医療情報学　26: 105–112

学会発表

1. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，山本和彦，西

村泰典，今村洋二，宮田康央，福井理栄，山

城美智子，堀井俊洋，平良武之（2006）電子

カルテ化に伴う病院情報システムインテグ

レーションの問題点．第 26回医療情報学連合

大会（第7回日本医療情報学会学術大会），札幌

2. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，北村　臣，西

村泰典，今村洋二，北口　宏，濱田　彰，福

泉利彦，廣川陽介，堀井俊洋，平良武之（2006）

病院間電子カルテ・オーダエントリー情報の

リアルタイム相互参照．第 26回医療情報学連

合大会（第 7回日本医療情報学会学術大会），

札幌

3. 渡辺　淳，仲野俊成，松本掲典，新貝欣久，平

林江理夫，高橋伯夫（2006）病院間診療情報

リアルタイム相互参照基盤の構築．第 26回医

療情報学連合大会（第7回日本医療情報学会学

術大会），札幌

4. 福岡志野，谷田由紀子，種村直美，廣田美紀

子，安田照美，新宮　興，渡辺　淳，仲野俊

成，今村洋二（2006）手術部門システムにお

ける電子カルテ・医事・物流連携．第 26回医

療情報学連合大会（第7回日本医療情報学会学

術大会），札幌

5. 仲野俊成，渡辺　淳，大村直人，澤田　敏，高

橋伯夫，福泉利彦，廣川陽介（2006）病院情

報システムの通信パターンを考慮したネット

ワークの構築．第 10回日本医療情報学会春季

学術大会，神戸

6. 棚野晃秀，浜田吉則，片岡洋祐，渡辺　淳，山

田久夫（2006）筋層間神経叢における神経ネッ

トワークの構築　ラット胎児腸管における検

討．第43回日本小児外科学会総会，秋田

7. 棚野晃秀，濱田吉則，片岡洋祐，渡辺　淳，山

田久夫，上山泰男（2006）ラット胎児期腸管

における筋層間神経叢の共焦点蛍光顕微鏡を

用いた免疫組織学的検討．第106回日本外科学

会定期学術集会，東京

8. 棚野晃秀，浜田吉則，片岡洋祐，渡辺　淳，山

田久夫（2006）筋層間神経叢における神経ネッ

トワークの構築―ラット胎児腸管における検

討―．第36回日本小児消化管機能研究会，新潟
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医療安全管理センター

〈研究業績〉

原　著

1. 北村　臣，西野典宏，西村泰典，仲野俊成，今

村洋二，宮崎浩彰，山口　力（2006）病院開

院に伴う電子クリニカルパスシステム導入の

試みとその運用．医療情報学　26: 1228–1231

学会発表

1. 北村　臣，西野典宏，西村泰典，仲野俊成，今

村洋二，宮崎浩彰，山口　力（2006）病院開

院に伴う電子クリニカルパスシステム導入の

試みとその運用．第 26回医療情報学連合大会

（第7回日本医療情報学会学術大会），札幌

2. 光山俊行，鈴木　亮，武尾真宏，松本隆之，池

田広記，宮崎浩彰，中橋佳嗣，廣原淳子，関

寿人，岡崎和一，植村芳子（2006）急性重症

肝障害で発症したステロイドパルス療法が奏

功した自己免疫性肝炎の1例．第85回日本消化

器病学会近畿支部例会，大阪

3. 北村　臣，北口　宏，宮崎浩彰（2006）患者

用クリニカルパスの中央版数管理の試み．第

32回日本診療録管理学会学術大会，福井

4. 宮崎浩彰，並木みどり，西本英充，前田利治，

神崎秀陽（2006）インシデント事例収集にお

ける電子報告システムの導入．第8回日本医療

マネージメント学会学術集会，横浜

5. 宮崎浩彰（2006）当院における電子クリニカル

パスの導入．日本医療マネジメント学会，東京

枚方総合診療科

〈研究業績〉

原　著

1. 松尾信昭（2006）【注意すべき感染症と対策】

MRSA感染症．救急医　30: 146–150

2. 西上尚志（2006）【日本のプライマリ・ケア

よくある健康問題100】症状編　頻度順　主要

徴候トップ 30　患者さんはこのような症状で

診療所に来る !　動悸．綜合臨　55: 774–778

枚方輸血部

〈研究業績〉

学会発表

1. 寺西節子，岸本裕司，山本茉美，寺嶋由香利，

有元美代子，細川美香，市邉明美，岡前文子，

福原資郎（2006）院内 LANを利用した血液製

剤保冷庫温度管理システム．第 50回日本輸血

学会近畿支部総会，大阪

2. 大谷哲司，岸本裕司，寺嶋由香利，有元美代

子，細川美香，阿部　操，岡前文子，山岡

学，大西修司，寺西節子，福原資郎（2006）細

胞療法のオーダリング化と管理システムの導

入．第54回日本輸血学会総会，大阪

3. 岸本裕司，寺嶋由香利，有元美代子，細川美

香，阿部　操，岡前文子，山岡　学，大谷哲

司，大西修司，寺西節子，福原資郎（2006）輸

血関連急性肺障害（TRALI）を契機にALIにて

死亡した骨髄異形性症候群．第 54回日本輸血

学会総会号，大阪

枚方医療情報部

〈研究業績〉

原　著

1. 西野典宏，仲野俊成，西村泰典，今村洋二，平

良武之（2006）電子カルテにおけるカルテ記

述のマルチ（包括的）利用．医療情報学　26:

999–1002
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2. 種村直美，谷田由紀子，廣田美喜子，安田照

美，今村洋二，仲野俊成（2006）電子カルテ

システムにおける看護業務支援システム連

携．医療情報学　26: 971–974

3. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，北村　臣，西

村泰典，今村洋二，北口　宏，濱田　彰，福

泉利彦，廣川陽介，堀井俊洋，平良武之（2006）

病院間電子カルテ・オーダエントリー情報の

リアルタイム相互参照．医療情報学　26: 711–

713

4. 福岡志野，谷田由紀子，種村直美，廣田美紀

子，安田照美，新宮　興，渡辺　淳，仲野俊

成，今村洋二（2006）手術部門システムにお

ける電子カルテ・医事・物流連携．医療情報

学　26: 691–692

5. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，山本和彦，西

村泰典，今村洋二，宮田康央，福井理栄，山

城美智子，堀井俊洋，平良武之（2006）電子

カルテ化に伴う病院情報システムインテグ

レーションの問題点．医療情報学　26: 341–344

6. 北村　臣，西野典宏，西村泰典，仲野俊成，今

村洋二，宮崎浩彰，山口　力（2006）病院開

院に伴う電子クリニカルパスシステム導入の

試みとその運用．医療情報学　26: 1228–1231

学会発表

1. 種村直美，谷田由紀子，廣田美喜子，安田照

美，今村洋二，仲野俊成（2006）電子カルテ

システムにおける看護業務支援システム連

携．第26回医療情報学連合大会（第7回日本医

療情報学会学術大会），札幌

2. 西野典宏，仲野俊成，西村泰典，今村洋二，平

良武之（2006）電子カルテにおけるカルテ記

述のマルチ（包括的）利用．第 26回医療情報

学連合大会（第 7回日本医療情報学会学術大

会），札幌

3. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，山本和彦，西

村泰典，今村洋二，宮田康央，福井理栄，山

城美智子，堀井俊洋，平良武之（2006）電子

カルテ化に伴う病院情報システムインテグ

レーションの問題点．第 26回医療情報学連合

大会（第7回日本医療情報学会学術大会），札幌

4. 仲野俊成，渡辺　淳，西野典宏，北村　臣，西

村泰典，今村洋二，北口　宏，濱田　彰，福

泉利彦，廣川陽介，堀井俊洋，平良武之（2006）

病院間電子カルテ・オーダエントリー情報の

リアルタイム相互参照．第 26回医療情報学連

合大会（第 7回日本医療情報学会学術大会），

札幌

5. 福岡志野，谷田由紀子，種村直美，廣田美紀

子，安田照美，新宮　興，渡辺　淳，仲野俊

成，今村洋二（2006）手術部門システムにお

ける電子カルテ・医事・物流連携．第 26回医

療情報学連合大会（第7回日本医療情報学会学

術大会），札幌

6. 北村　臣，西野典宏，西村泰典，仲野俊成，今

村洋二，宮崎浩彰，山口　力（2006）病院開

院に伴う電子クリニカルパスシステム導入の

試みとその運用．第 26回医療情報学連合大会

（第7回日本医療情報学会学術大会），札幌

7. 宮崎浩彰，松下光伸，大宮美香，内田一茂，松

本隆之，森　茂生，島谷昌明，段原直行，北

村　臣，岡崎和一（2006）大腸ポリペクトミー

パスの変更．第7回日本クリニカルパス学会学

術集会，熊本

8. 北村　臣，勝谷茂樹，西野典宏，西村泰典，仲

野俊成，垰本慎，宮崎浩彰（2006）データウェ

アハウス（DWH）からパスデータ抽出の試み

―PDCAへの資料提示―．第7回日本クリニカ

ルパス学会学術集会，熊本

9. 北村　臣，北口　宏，宮崎浩彰（2006）患者

用クリニカルパスの中央版数管理の試み．第

32回日本診療録管理学会学術大会，福井

男山内科

〈研究業績〉

学会発表

1. 小糸仁史，森島景子，森田　哲，豊　　紘，岩

坂壽二（2006）持続性・永続性心房細動にお

ける睡眠時無呼吸の有病率とその急性期治療

効果．54th Annual Scientific Session of the Japa-
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nese College of Cardiology，鹿児島

2. 小糸仁史，森島景子，森田　哲，豊　　紘，岩

坂壽二（2006）安定うっ血性心不全における3

年間在宅Bilevel NPPVの治療効果および予後．

54th Annual Scientific Session of the Japanese

College of Cardiology，鹿児島

男山小児科

〈研究業績〉

学会発表

1. 端里　香，杉本健郎，中村彰利（2006）乳児

期発症の若年性歯状核赤核淡蒼球ルイ体萎縮

症（DRPLA）姉妹例の脳波の経時的変化．第

48回日本小児神経学会総会，浦安

男山外科

〈研究業績〉

原　著

1. 辻　陽子，弥山秀芳，上村祐子，北中直子，米

田篤司，三箇山宏樹，太田由子，寺村重郎，椹

木　晋，堀越順彦，山田正法，松浦　節，北

出浩章，森　　毅，奥野雅史，小倉徳裕，高

田秀穂（2006）癌の緩和ケアで使用した制吐

剤によって惹起された薬原性アカシジアの 3

例．癌と化療　33: 267–269

学会発表

1. Sato M, Hamada Y, Tanano A, Takada K and

Hatano T (2006) The role of laparoscopy in the

treatment of childhood intussusception. 39th

Annual Meeting of the Pacific Association of

Pediatric Surgeons, Taipei

2. 小松優治，二階堂任，小路徹二，是枝　敬，畑

埜武彦（2006）Trastuzumab, weekly Paclitaxel

併用療法が奏効した乳癌肝転移症例の一例．

第14回日本乳癌学会総会，金沢

3. 岸本真房，佐藤正人，小松優治，二階堂任，畑

埜武彦（2006）イレウスに対する鏡視下手術

の適応と限界　腹腔鏡下癒着剥離術の適応と

限界．第42回日本腹部救急医学会総会，東京

男山整形外科

〈研究業績〉

学会発表

1. 齋藤貴徳，市岡直也，小川浩司，藤沢礼子，松

矢浩暉，足立　崇（2006）整形外科疾患（脊

髄・末梢神経疾患など）への応用はどこまで

進んだか　頸椎・胸椎部手術における脊髄上

行路・下行路のモニター．第 36回日本臨床神

経生理学会・学術大会，横浜

2. 齋藤貴徳，市岡直也，藤沢礼子，松矢浩暉，足

立　崇（2006）梨状筋症候群の診断と治療．第

79回日本整形外科学会学術総会，横浜

3. 齋藤貴徳，市岡直也，藤沢礼子，松矢浩暉，足

立　崇（2006）脊髄症を呈した胸椎椎間板ヘ

ルニアの手術療法　後方アプローチによる顕

微鏡下椎間板摘出術．第 79回日本整形外科学

会学術総会，横浜

4. 齋藤貴徳，市岡直也，松矢浩暉，足立　崇，笹

井邦彦，飯田寛和（2006）頸椎手術後C5麻痺

に対する椎間孔部除圧術による予防 術前の電

気生理学的検査による適応選択効果．第 35回

日本脊椎脊髄病学会，東京

5. 齋藤貴徳，市岡直也，足立　崇，松矢浩暉，飯

田寛和，笹井邦彦（2006）体性感覚誘発電位

と経頭蓋電気刺激筋誘発電位を用いた術中脊

髄機能モニタリングの有用性の検討．第 35回

日本脊椎脊髄病学会，東京

6. 谷川暢之，齋藤貴徳，飯田寛和（2006）Martin-

Gruber吻合 type 3と知覚神経破格を伴う手根
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管症候群の3例．第49回日本手の外科学会，浜

松

7. 齋藤貴徳，市岡直也，松矢浩暉，足立　崇

（2006）体性感覚誘発電位を用いた胸郭出口症

候群の診断と術後成績．第 49回日本手の外科

学会，浜松

8. 齋藤貴徳，市岡直也，松矢浩暉，足立　崇，飯

田寛和（2006）腕神経叢損傷に対する横隔神

経移行による肘屈曲再建術後の肺機能の検

討．第49回日本手の外科学会，浜松

男山眼科

〈研究業績〉

原　著

1. 小林香陽，藤関義人，高橋寛二，松村美代

（2006）B 群溶連菌による心内膜炎が原因で

あった内因性転移性眼内炎．日眼会誌　110:

199–204

男山耳鼻科

〈研究業績〉

原　著

1. 久保伸夫（2006）【アレルギーの病気で気にな

ること】新しい抗ヒスタミン薬とは？　アレ

ルギー疾患　2: 562–564

男山麻酔科

〈研究業績〉

原　著

1. Matsumoto S, Asai T and Shingu K (2006) Tru-

view video laryngoscope in patients with difficult

airways. Anesth Analg 103: 492–493

学会発表

1. 松本早苗，浅井　隆，呉本善聡，新宮　興

（2006）TruViewEVO2喉頭鏡が有用であった気

道確保困難症例の気管挿管の経験．日本臨床

麻酔学会第26回大会，北海道

2. 吉川尚孝，松本早苗，浅井　隆，呉本善聡，新

宮　興（2006）TruViewEVO2喉頭鏡を用いた

頚椎疾患を有する患者に対する気管挿管の経

験．第52回日本麻酔科学会関西支部学術集会，

大阪

3. 松本早苗，浅井　隆，新宮　興（2006）星状

神経節ブロックが有効と思われたアトピー性

皮膚炎の1症例．日本麻酔科学会第53回学術集

会，兵庫



関西医科大学雑誌業績目録集記載要領

1．最初に研究概要（4000字以内），続いて，原著・総説・学会発表・著書に分け，これらを英文，邦文の順に

記載する．

2．学会発表は全国規模の学会，または国際学会に限る．

3．雑誌名の省略は，欧文誌は Index Medicusに，和文誌は医学中央雑誌による．その他，下記の例に従う．

4．用紙は A4を使用し，見やすいように行間をあける．

例

原　著

1．Nakagawa H, Kiyozuka Y, Uemura Y, Senzaki H, Shikata N, Hioki K and Tsubura A (2001) Resveratrol inhibits

human breast cancer cell growth and may mitigate the effect of linoleic acid, a potent breast cancer cell stimulator.

J Cancer Res Clin Oncol 127: 258–264

2．楊　継紅，義澤克彦，中川宏之，四方伸明，螺良愛郎（2001）周生期 genistein暴露による ICRマウス乳腺

病変への影響．乳癌基礎研　10: 7–11

総　説

1．螺良愛郎，四方伸明，仙﨑英人，植村芳子（2001）乳腺脂質分泌癌．病理と臨　19: 496–499

学会発表

1．Nambu H, Yamada H, Kiuchi K, Matsumura M, Yoshizawa K and Tsubura A (2001) Light inhibition reduces MNU

— induced photoreceptor apoptosis. ARVO, Fort Lauderdale, Florida

2．仙﨑英人，四方伸明，植村芳子，清塚康彦，上田　惠，螺良愛郎（2001）悪性抹消神経鞘腫を多発した神

経線維腫症 1型の一例．第 90回日本病理学会，東京

著　書

1．Mori K, Shingu K, Nakao S (2000) Brain Death. In Anesthesia 5th ed (Miller, RD ed) Chapter 76: pp 2560–2573,

Churchill Livingstone, Philadelphia

2．安田勝彦，神崎秀陽（2001）子宮内膜の組織学と生理的変化．新女性医学大系　第 1巻（藤井信吾編）103–

121頁，中山書店，東京

平成 18年（2006）年 1月 1日より，同年 12月 31日迄の間に印刷に附せられた業績とするが，それ以前のも

ので先に刊行された業績目録集（関西医科大学雑誌第 58巻第 1号）に記載もれのものも含む．



投　　稿　　規　　定

1．投稿者は原則として会員に限る．ただし原稿の

採否および会員以外の投稿については編集委員に

委任する．

2．原稿の内容は綜説・原著・臨床・症例・経験・

速報・業績抄録・寄稿・その他とし特に紙数を制

限しない．

3．原稿は他の雑誌などに未掲載のものに限る．

4．投稿論文の採否・掲載順位・印刷方法・体裁は

編集委員会において決定する．

5．原著・臨床・症例・経験については必ず欧文抄

録を添付する．その他の原稿についても編集委員

が必要と認めた場合は欧文抄録の提出を依頼する

ことがある．

6．原稿の執筆はつぎの要領に従う．

a．原稿は青または黒で楷書，横書きとし，常用

漢字，新かなづかいを用いる．欧語はすべて活字

体とし，日本語で書く場合にはかたかなを用い

る．

b．ワードプロセッサーを使用する場合は，B5ま

たは A4 の大きさの用紙に字間および行間をあけ

て 20字× 20行で記すこと．

c．論文の記載順序は①表題②著者名③所属④内

容要旨（600字以内）⑤ Key Words（5語以内）⑥

本文（原著の場合は原則として緒言・材料と方

法・成績・考察・結論の順）⑦文献⑧図表および

その説明⑨英文抄録とする．

d．学術用語，諸単位は各学会所定のものに従い，

数字は算用数字，数量の単位は下記による．

　m, cm, mm, l, ml, kg, g, °C, ％など．

e．表・図・写真などは鮮明なものでなければな

らない．その種類別の一連番号を記入する．

　表・図・写真は別紙に記入もしくは貼付し，説

明をつけて本文原稿の最後にまとめる．アート紙

希望のものはその旨記入する．本文の欄外にそれ

らの挿入箇所を指定する．

f．引用文献は最後に一括し，下の順序に従って書

く．

　雑誌については，

　著者名（共著者のある場合は全名を記載する）：

表題，雑誌名（正規の略名）巻数：初頁―終頁，

西暦年次．とする．

例　藤田達士：細胞外液をめぐる諸問題．麻酔，

17：1108–1119，1968．

例　Magoun, H. W.: The ascending reticular

activating system. Res Ass Nerv ment Dis, 30:

480–492, 1951.

　単行本については，

　著者名：表題，書名（編者名），版数，巻数，発

行社名，発行地名，初頁―終頁，西暦年次．とする．

例　木村　淳：神経刺激法と誘発電位．誘発電位

と筋電図―理論と応用，医学書院，東京，pp

115–219，1990．

例　Marty, A. and Neher, E.: Tight-seal whole—

cell recording. Single—Channel Recording

(Sakmann, B. and Neher, E. eds.), Plenum

Press, New York, pp 107–122, 1983.

g．英文抄録の記載順序は，表題，氏名，所属，内

容要旨（500語以内）とする．英文は専門的知識

のある人の校正を経たものでなければならない．

7．原稿の提出は編集委員宛とし，受付順に掲載す

るのを原則とする．

8．原稿は原著3部，その他の論文は2部を提出する．

9．著者による校正は原則として 2回とする．校正に

際して組版面積に影響を与える改変や極端な組替

えは許されない．

10．原稿の届け先は下記とする．

〒 570–8506 大阪府守口市文園町 10番 15号

関西医科大学内

関西医科大学医学会編集委員会宛

電話（06）6992–1001（大代表）

掲載料について

原著及び症例報告等の投稿については，投稿料が

必要であるが，その他のものについては原則として

無料とする．

1．和文普通組，欧文，文献組，組表，トレース，凸

版，写真版（カラーを含む）等はすべて時価（実

費負担）とする．

2．別刷は 30部まで贈呈，それ以上は実費負担．

3．学内会員については，各頁につき，和文 500円，

欧文 800円の割引を行う．
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